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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　もしも未来を知ることができたなら。

　誰だれもが一度はそんなことを考える。もちろん実現することはない。時間というのは地続きで、未来は現在の延長にしかないのだから。世界中の誰もがそう思っていた。

　実際に未来を体験する、その時までは。

　感かん染せんする未み来らい視し──夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ーム。

　この奇き病びようが発見されたのは、２０２１年の中なか頃ごろだった。

　夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームに感染すると、人間の意識は未来へ飛ばされる。

　それがいつの未来なのかは程ほどなくして明らかになった。

　西せい暦れきで２０２９年。

　月日は12月31日。

　時間は23時57分。

　そこから約３分間、感染者は未来の自分を体験する。

　多くの人はこれを奇き跡せきだと感じた。

　たとえば、恋こい人びとたちは未来で幸せな家庭を築いていることを知り、結けつ婚こんを決めた。

　たとえば、実業家は未来で成功者になっていることを知り、ハイリスクな投資をした。

　彼らにとって夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームはまるで天からの祝福だった。

　しかしすべての人間が喜びを得たわけではない。

　未来視は感染する。

　望まない者にすら、未来を突つきつけてしまう。

　たとえば、定年間ま際ぎわの警官は、未検挙のまま時効を迎むかえることを知ってしまった。

　たとえば、甥おいを救おうとした医師は、手術が失敗することを知ってしまった。

　明暗ははっきりと分かれた。

　幸福を知った者たちは、あの未来が訪おとずれるように願っている。

　不幸を知った者たちは、あの未来を変えようともがいている。

　それぞれの想おもいが交こう錯さくするなか、Ｘデー──２０２９年12月31日が近づいてくる。

　物語はその３年前、一人の少年を主人公として始まる。

　彼はヒーローに憧あこがれていた。強く優やさしいヒーローになりたかった。

　けれどその日、未来を突きつけられてしまう。

　お前は人類史上最悪の──殺さつ人じん鬼きになるのだと。

　Ｘデーの３年前、２０２６年２月。

　夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームの存在はすでに世界中に知れ渡わたりつつも、まだ社会全体としての向き合い方が定まっていなかった頃。

　その日、14歳のレオ・エンフィールドはスクールバスに乗っていた。

　場所は英国のウィンザー近きん郊こう。ペンキの剝はげかけた車体がハイウェイを走っていく。座席はすでにレオと級友たちで埋うまっている。

「なあ、レオ！　誰を誘さそうかもう決めたのか？」

　そう話しかけてきたのは、栗くり毛げにそばかす顔のブラウンだ。

　レオは窓際で日本のマンガコミックを読んでいた。顔を上げ、肩かたを竦すくめる。

「誘うってなんのことさ、ブラウン？」

「決まってんだろ、週末のダンスパーティーのことだよ！　今さらとぼけるのはやめようぜ、兄弟」

　中等部ではこの週末、ダンスパーティーが開かれる。

　半期に一度のお祭りだ。英国紳しん士しの卵としては、ぜひ麗うるわしのレディを射止めたいところである。実際、スクールバスのなかはこの話題で持ちきりだった。

　真っ向から訊きかれてとぼけるのも野や暮ぼである。レオは観念してコミックを置いた。

「正直、迷ってるんだよ」

「迷ってる？　誰を誘うかってことをか？　ああ、分かるぜ。目移りしたって不誠実ってことにはならないさ。なんせ俺たちのまわりにいるのは素す敵てきなレディたちばかりだ」

「それはその通りさ。彼女たちはみんなそれぞれ魅み力りよく的で美しい。でも俺が迷ってるのはそこじゃないんだ。つまりさ、俺が誘っていいのかってことだよ。ほら俺は……生きつ粋すいの英国人じゃないから」

　そう言うと、レオは少し気まずい気持ちで身じろぎした。

　レオは日本と英国のハーフである。両親はすでに他界してしまったが、父からは黒くろ髪かみ、母からは青い瞳ひとみを授さずかっている。幼い頃の記き憶おくしかないものの、両親のことは誇ほこりに思っている。だが英国社交界を模したダンスパーティーとなると、生粋の英国人でないことに遠えん慮りよを感じてしまうのだ。

　そんなレオの心情を汲くみ取ったのか、ブラウンは「お前ってやつは……」と大げさに首を振ふった。同時に背後の座席から太っちょのチャーリーが顔を出した。彼はチョコレートを一かじりし、

「ジェニファーが『レオにはエキゾチックな魅力を感じる』って言ってたよぉ。あとローリーも『レオは誰を誘うのかしら？』って気にしてるみたい」

「それ本当かい、チャーリー？　俺、信じちゃうよ!?」

「噓うそなんて言わないよぉ」

　目を丸くするレオに、チャーリーはチョコレートだらけの口でにかっと笑う。

　ブラウンも八や重え歯ばを見せ、「やったな、兄弟！」と肘ひじで小突いてきた。

「細かいことなんて気にすんな。レオは立派な紳士で、俺たちの立派な仲間だ。それがただ一つの真実さ」

「ありがとう、ブラウン、チャーリー。こんな素晴らしい友人たちに囲まれて、俺はなんて幸せ者なんだ」

　レオは二人と熱く握あく手しゆを交かわし合う。女性陣じんからの評価ももちろんだが、みんなのなかにちゃんと自分の居場所があることが誇らしかった。

　会話を聞いていた他ほかの男子たちも集まってきて、作戦会議が始まった。一人はみんなのために、みんなは一人のために。全員で最高のダンスパーティーを迎えるため、それぞれに知ち恵えを出し合う。

　皆みな、なんの疑いもなく信じていた。今日の先に明日があり、週末にはダンスパーティーを迎え、平和な日々は続いていくと。当たり前の毎日を積み重ね、自分たちはいつか大人になるのだと。

　この瞬しゆん間かんまでは。

「え──？」

　それは唐とう突とつに起こった。

　歌が聞こえた。まるで讃さん美び歌かのように荘そう厳ごんで、鎮ちん魂こん歌かのように哀かなしい歌だ。

　同時、レオの視界は光に包まれた。まるで魂たましいを焦こがすような、強い光だ。

　するとスクールバスの景色が消え、レオの意識は遥はるか彼方かなたへ飛ばされた──。







　──意識がどこかに到とう達たつした。

　レオは視界が回復したことに気づく。しかしそれはスクールバスのなかではなかった。

　ロンドンだ。時計塔とうが見えたことで、レオはここがロンドンなのだと認にん識しきした。

　バスの天てん井じようは夜空に変わり、スプリングの軋きしむ座席はどこかへ消え、いつの間にかテムズ川沿いの道路に立っていた。

　変化はそれだけではない。

　目の前に群衆がいた。ロンドン市民だ。これといった統一性はなく、老人も若者も子供もいる。その老ろう若にやく男なん女によ、全員が鬼き気き迫せまる表情でレオへと向かってきていた。

　なんだこれ？　何がどうなってるんだ!?

　周囲を見回そうとした。だが首が動かない。体が言うことをきかなかった。かと思えば突然、手足が勝手に動き出した。まるで体と意識の連結が外れてしまったかのように。

　自由のきかない右手には長ちよう剣けんが握にぎられていた。

　それを見て、意識だけのレオはぎょっとする。

　中世の騎き士しが使うようなロングソード。

　星ほし屑くずをちりばめたような銀色で、刀身には流線形の溝みぞがある。長剣全体が淡あわく輝かがやき、光の粒りゆう子しを放っていた。

　だがレオを驚おどろかせたのはそこではない。

　血がついていたのだ。レオの握る長剣は、べっとりと血に濡ぬれている。

　そして右手が長剣を振るった。

　眼前にはちょうど若い男が迫っていた。背広を着た、ビジネスマン風の男だ。彼はスーツケースを振り上げ、レオに殴なぐり掛かかろうとしていた。

　長剣が軌き跡せきを描えがく。レオ自身の意志に関係なく、鮮あざやかな斬ざん撃げきが放たれる。

　男が斬きられた。肩から腹まで思いきり斬り裂さかれてしまった。

　肉を斬る生々しい感かん触しよくがくる。自由はきかないのに、感覚だけはある。レオの意識は嘔おう吐としそうになった。だがそれは意識だけの感覚に過ぎず、肉体は嘔吐どころか、次の標的に狙ねらいを定めている。

　中年の女だった。アップル・マーケットで買い物でもしていそうな、どこにでもいるご婦人だ。彼女は麦で編んだバッグを提さげ、ワインの瓶びんを振り下ろしてくる。

　レオの肉体は素早く避よけ、婦人の胸を斬り裂いた。

　また肉を斬る感触がきて、血ち飛沫しぶきが舞まう。

　次に向かってきたのは、杖つえを持った老人。その次はヘッドホンを首に掛けた若者。

　レオの肉体は流れるような動きで、次々に斬り殺していく。

　レオの意識は声にならない悲鳴を上げていた。

　やめろ、やめてくれ！　俺はこんなことしたくない！　なんなんだよ、これは!?

　意識の悲鳴を無視し、肉体は惨ざん殺さつを続けていく。

　視界の端はしに、また時計塔が映った。

　針が示すのは、11時57分。

　空に星が見えるので、正しくは23時57分だろう。

　その瞬間、レオは理解した。

　これは未み来らい視しだ。

　感かん染せんする未来視、夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ーム。

　その概がい要ようは教育機関や政府広報によって学生たちにも周知されている。

　この奇き病びように感染した者は、意識を２０２９年に飛ばされる。さらに正確に言えば、飛ばされる先は２０２９年が終わる直前、つまりは12月31日23時57分。

　肉体が言うことをきかないのも当然だった。この肉体は意識のレオではなく、未来のレオが所有するものなのだ。

　状じよう況きように説明をつけることはできた。だがその理解がさらなる混乱を生じさせる。

　俺はなんでこんなことしてるんだ!?　こんな人殺しみたいなことを……っ！

　こうして視みているだけで、すでに惨殺体は二桁けたを超こえていた。

　23時57分以前からこの凶きよう行こうを行っているとすれば、一体どれだけ殺しているのか見当もつかない。

　意識が愕がく然ぜんとしている間も肉体は惨殺を続けていた。

　今、斬り殺したのは若い女。髪留めをつけた、ポニーテールの女だった。女は斬られると、助けを求めるように手を伸のばし、レオのシャツを摑つかんだ。

　レオが着ているのはどこかの学校の制服だった。女が倒たおれるとシャツが破れ、レオの素す肌はだが露あらわになる。その胸には傷きず跡あとがあった。

　左胸から右わき腹にかけて一直線の傷。すでに古傷のようで血は出ていない。

　14歳のレオにこんな傷跡はない。やはり今視ているのは未来なのだ。

　時計塔の針が進んでいた。時刻は23時59分。

　夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームで飛ばされるのは３分間。この未来視はあと１分で終わる。

　するとその時、レオが叫さけんだ。意識のレオではない。肉体の所有者、未来のレオだ。

　その叫びは、迫ってくる群衆に向けられていた。

「邪じや魔まをするなッ！　俺がスクルドを殺さなきゃ終わらないんだッ！」

　凄すさまじい怒ど気きをはらんだ声だった。湿しつ気けを含ふくんだロンドンの大気が震ふるえるようだった。

　意識のレオには、未来のレオが何を考えているかは分からない。

　未来に飛ばされた意識はあくまで傍ぼう観かん者でしかない。未来の自分の思考は読み取れないのだ。それが夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームの特とく徴ちようである。だが感情だけはおぼろげに伝わることがある。

　レオは未来の自分の感情を感じ取っていた。

　煉れん獄ごくの如ごとき怒いかり。そして激しい焦しよう燥そう。

　未来のレオは何かに追い詰つめられていた。追い詰められながら、無数の人々を惨殺している。

　何があった!?　未来の俺に何があって、こんなことになったんだ!?

　レオは混乱の極きわみに達していた。

　時計塔の針が進む。２０２９年を終わらせるように、二つの針が重なっていく。

　そして、視界が再び光に包まれた──。







　──意識が旅を終え、レオははっと目を覚ました。

　もう右手に長剣はない。確かめるように手のひらを何度も握る。

「動く……。ちゃんと動く。俺の、今の俺の体だ」

　そう認識した途と端たん、腹部に痛みが走った。思わず呻うめいてしまう。

　シートベルトが腹に食い込んでいた。レオはようやく自分の置かれた状況に気づく。

　スクールバスが横よこ倒だおしになっていた。

　景色が90度倒れ、車体の左側が床ゆかになっている。

　レオは右の窓まど際ぎわに座っていたので、今やここが天井になっていた。転げ落ちなかったのは幸いだが、シートベルトで宙ちゆう吊づりになっている。

　なぜこんなことに、とは思わなかった。学校の特別授業で学んだ通りだ。

　夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームで未来に飛ばされている間、肉体は意識という主人を失って、気絶状態になる。運転手がレオ同様に感染し、意識を失ったのだろう。そのせいでバスが横転してしまったのだ。感染したのはレオだけではなかったらしい。

「ブラウン！　チャーリー！　みんな、大だい丈じよう夫ぶか!?　返事をしてくれ！」

　宙吊りのまま声を張り上げた。しかし返事はない。周囲の座席は無人だった。どうやらレオだけが運よく宙吊りになったらしい。蛍けい光こう灯とうが割れていて見通しもきかなかった。

　だが床になっている方向におぼろげに人ひと影かげが見えた。座席から投げ出された級友たちが折り重なっているのだ。

「とにかく助けを呼ばないと……っ」

　レオはひじ掛けを摑んでシートベルトを外し、天井側になった窓を開ける。枠わくがひしゃげていたが、どうにかこじ開けることができた。

　プレーリードッグのように窓から這はい出し、バスを脱だつ出しゆつ。

　横倒しになった車体に立って、周囲を見回す。そしてレオは絶句した。

「そんな……っ」

　悲ひ惨さんな光景が広がっていた。

　ハイウェイ中の車が衝しよう突とつ事故を起こしている。玉たま突つき状態で潰つぶれ、なかにはガソリンで炎えん上じようしている車もあった。ハイウェイには悲鳴と怒号が木霊こだましている。

　だが悲劇はそれだけではない。レオたちがやってきた方向、ウィンザーの街からも黒こく煙えんが上っていた。ハイウェイと同様の事態が街にも起こっているのだ。

「パンデミックが起こったんだ……」

　通常、夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームの感染力はそれほど強くない。風邪かぜなどと大差なく、一人二人の感染者が出ても先進国ならばすぐに対応できる。

　だがその定石は時折、巨きよ大だいな悲劇によって覆くつがえされてしまう。

　一いつ斉せい感染のパンデミック。

　これが起こると、最悪、街一つが瞬またたく間に未来視に飲み込まれる。街中の人間が一斉に意識を飛ばされ、事故や災害が多発し、凄まじい数の死傷者が出てしまうのだ。

　実際、過去のサンフランシスコ大感染では14万５０００人、パリ大感染では60万人近い死傷者が出ている。

「やばいやばいやばい、どうすればいいんだ……っ!?」

　パンデミックが起こった時点で、外部からの助けは望めない。二次感染を避さけるため、確定安全ラインの24時間が経過するまで外部の救助隊は入ってこない。

　ウィンザーのレスキュー隊は街のなかで手て一いつ杯ぱいだろう。ハイウェイに救助はこない。

「誰だれかっ、誰か助けて下さい！」

　レオは大人たちへ助けを求めようと、サイドミラーに足を掛け、バスから降りた。

　その直後のことだった。背後で閃せん光こうが瞬き、バスが爆ばく発はつした。

　ガソリンが漏もれ出ていたのだろう。爆風に煽あおられ、レオはアスファルトの上を転がる。

　擦すり傷だらけになって顔を上げた。

　馴な染じんだスクールバスが赤く燃え上がっていた。

「噓うそだろ!?　こんなの噓だよね!?　ブラウン、チャーリー、みんな……っ！」

　レオの眼前で炎ほのおは無む慈じ悲ひに燃え上がる。突つきつけられたのは、級友たちの明確な死。

　死。

　それを思った瞬しゆん間かん、記き憶おくが揺ゆさぶられた。

　未来で視た光景が、脳のう裏りにフラッシュバックする。

　殺さつ到とうする群衆。斬り刻んだ肉の感触。山のような惨殺体。

「ぐっ……ッ！」

　堪たまらず、その場で嘔吐した。現在と未来。二つの絶望に吞のまれ、レオは胃のなかのものをぶちまける。

　と、背後で声がした。他ほかの車の生存者たちだった。

「ちくしょう、なんでこんなことに！　あっちのバスも燃えてやがる。おい、もういい。帰き還かんするぞ！」

「しかし護送対象がまだなかにいます！」

「放っとけ！　奴やつに関かかわってたら命がいくつあっても足りん！」

「でもガソリンが……っ」

　ガソリン。その言葉にぞっとし、振ふり向いた。二人組の男が車を捨てて去っていくところだった。護送車らしき黒くろ塗ぬりの車だ。車列から離はなれ、一台だけハイウェイの端に激げき突とつしている。底面からガソリンが漏れ、水たまりを作っていた。

　あちらもいつ爆発するか分からない。なのに、レオは気づいてしまった。スモークの張られた窓、その奥に──小さな手が見えることに。

「あ、あ、あ……っ」

　震えながら周囲を見回す。誰かに気づいてほしかった。しかし誰もが目の前のことに手一杯だった。ハイウェイはすでに事故車と怪け我が人で溢あふれていて、動ける者はとうに救護をしている。今、あの護送車へ助けにいける人間はいなかった。

　ただ一人、レオ・エンフィールドを除いては。

「ああ……っ、ちくしょう！」

　駆かけ出した。今にも爆発しかねない護送車の窓に張りつき、なかを覗のぞく。

　天てん井じようが折れ曲がり、座ざ椅い子すが複雑に絡からみ合っていた。手はその奥から伸びている。

　わずかに顔が見え、レオは一瞬息を吞んだ。

　まるで絵画から抜ぬけ出てきたような美しい少女だった。

　艶つやめいた長い髪かみ。陶とう磁じのように白い肌。

　触ふれれば消えてしまいそうなほど、儚はかなげな少女だった。

　目が合った。

「……て、手をこっちに！　急いで！」

　上半身を護送車へ突っ込み、手を伸ばした。

　少女は助けがきたことに驚おどろいたようだった。目を丸くし、だがすぐに首を振った。

「……いいんです。わたしは、もういいんです」

「何がいいんだよ!?　ガソリンが漏れてるんだ！　すぐに爆発するぞ!?」

「順番がきたんです。今度こそわたしの番。だからわたしはもうここで……」

　言っている意味が分からなかった。ひょっとすると、彼女も絶望的な未来を視てしまったのかもしれない。だがそんなのはレオも一いつ緒しよだ。限界まで手を伸ばし、叫んだ。

「君は今、生きてるんだろ!?　だったら生きなきゃいけないんだよ！　どんな未来が待っていようと、みんなの分まで生きていかなきゃいけないんだッ！」

　少女の瞳ひとみが大きく揺れた。まるで言葉がどこか深いところへ届とどいたように。

　細い手が恐おそる恐る伸びてきた。

　ほぼ同時、聞こえてきたのは、火花の散る音。引火した、とレオは直感する。

　少女の手が触れた。温かかった。命を感じた。

　死ねない。この手を握にぎっている限り、俺は死ぬわけにはいかない……っ。

　そう心で叫んだ瞬間、手のひらに光が生まれた。光は十字の刻まれた鉱石に変わり、そのままロングソードへ姿を変える。未来で視みた、あの長ちよう剣けんだった。

　少女が驚きに目を見開く。

「あなたは……っ」

　応こたえている暇ひまはない。なんでこんなものが出たのかも分からない。だが全身に力が漲みなぎっていた。未来の自分のように体が鋭するどく動いた。周囲の座椅子を斬きり裂さき、少女を抱だいて護送車を飛び出す。

　ほぼ同時、爆発が起こった。轟ごう音おんと突風に吹ふき飛ばされる。

　少女を守るように抱き締しめ、アスファルトの上を転がった。

　ごろごろと転がってようやく止まると、長剣が弾はじけるように消えた。

　腕うでのなかで少女ががばっと顔を上げる。どうやら怪我はないらしい。

「あの、だ、大丈夫ですか!?」

　透すき通った瞳が護送車の炎に照らされ、琥こ珀はく色いろに揺れていた。

　レオの青い瞳を空とするなら、大地の稲いな穂ほのような琥珀色だった。

　返事をしようとすると体中がズキズキと痛んだ。呼吸するのも辛つらい。だが少女が泣きそうな顔をしているので、どうにか口を開く。

「……大丈夫。俺、未来でも生きてたから。だから死なない。きっと死ねないんだ……」

　なんとかそう絞しぼり出し、気を失った。







　次にレオが目を覚ましたのは、24時間後。救助隊に搬はん送そうされている最中だった。

　あの少女の姿はなかった。レオには緊きん急きゆう保護プログラムが適用され、すぐにある特とく殊しゆな学園へ保護されることとなった。

　あの少女がどうなったのか。今もレオには分からない──。
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　夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームが最初に発見されたのは、２０２１年のカナダだった。

　その日、ジェームズ湾わんそばの村で『住民が一斉に意識を失う』という昏こん倒とう騒さわぎが起こった。異変に気づいた近きん隣りんの村人が通報し、程ほどなくして救助隊が出動した。

　だが今度は現着した救助隊が昏倒してしまう。

　それが最初の『感かん染せん』だった。無論、それが『未み来らい視しの感染』だと分かったのは後々のことであり、当時の現場は大いに混乱した。

　唯ゆい一いつの救いは皆みな、ものの数分で意識を取り戻もどしたことである。けれど彼らは当局へ口々にこう主張し、混乱に拍はく車しやをかけた。

　意識を失っている間、我々はどこか別の場所に飛ばされていた、と。

　そして事態はさらに加速した。

　これを機に世界中で同様の昏倒騒ぎが頻ひん発ぱつしたのだ。

　アメリカ、メキシコ、ブラジル。大西洋を渡わたって英国、フランス、エジプト。ユーラシア大陸ではロシア、中国。さらに海を渡って日本、オーストラリア。

　１年後の２０２２年には、南極を除く七大陸のほぼ全域でこの現象は観測された。

　昏倒から回復した人々は、やはりカナダの人々と同じことを言う。

　昏倒中、私たちはどこか別の場所にいた、と。

　そのどこかが未来だと分かったのは、２０２２年の年の瀬せのことである。

　アメリカの新聞王ジョージ・コールドマンが『私は昏倒中のヴィジョンで２０２９年12月31日付の新聞を読んでいた』と発表したのだ。するとコールドマンのもとへ世界中から同意の声が寄せられた。

　ある者はテレビでニューイヤーズ・イブのカウントダウンを観みて、またある者はデジタル式の時計を見て、Ｘデーの月日や時間を把は握あくしていた。

　それによって判明したのは、皆それぞれの地域の12月31日23時57分へ意識が飛び、そこから３分間の未来を体験しているということだった。時差は関係なく、地域準じゆん拠きよの時刻だった。

　コールドマンはこれを社説で取り上げ、当とう該がい事象を『夢ゆめ現うつつの楽がく譜ふをみているようだ』と謳うたい、夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームと名づけた。

　この命名は世界中に一定の安あん堵どをもたらした。今起こっている謎なぞの現象が『一種の病気のようなもの』と認にん識しきすることができたからだ。

　だが実際のところ、この現象の本質が病気よりも超ちよう常じよう現象に近いことは明らかだった。

　というのも、この現象は一部の者たちへさらなるギフトを与あたえた。

　夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームに感染後、異能に覚かく醒せいする者たちが現れたのだ。

　虚こ空くうから物質を生み出したり、特定の事象を操作したり、異能の形は様々だった。唯一共通しているのは、それらの多くが現代科学では説明不能ということである。

　また、覚醒者の多くは10代の若者だった。

　彼ら覚醒者の出現に対し、各国の対応は遅おくれに遅れた。法整備に時間が掛かかったというのが対外的な理由だが、予期せぬ一いつ斉せい感染──パンデミックの対応に追われ、手が回らなかったというのが実情である。

　その隙すき間まを縫ぬうように対応に乗り出した者がいた。前述の新聞王ジョージ・コールドマンである。彼は私財を投じ、覚醒した若者たちの保護に乗り出した。世論操作はコールドマンの最も得意とするところで、彼の保護機関は最終的に国連の認可さえも取りつけた。

　コールドマンは母国であるアメリカに覚醒者の学園と、その経済基き盤ばん都市を設立した。

　第三種特異性の災害に伴ともない、未知の形成要素を獲かく得とくした児童の保護教育を目的とした広域教育機構──独立教育都市ジオウィング。

　その設立とほぼ同時期、覚醒者たちがパンデミックに対し、ある種のカウンター的存在であることが判明した。

　これによりコールドマンが設立したジオウィングは、パンデミック調査の専門機関としての側面を持つようになる。程なくして、国連の研究者や退たい役えき軍人など様々な分野のエキスパートが教師陣じんとして迎むかえられ、覚醒者の学生たちに特殊な教育が施ほどこされるようになった。

　しばらくすると、一部の学生たちが特務捜そう査さ官としてパンデミックの現場へ派は遣けんされるようになったが、これに異を唱えられる者はいなかった。

　夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームが発はつ症しようする原因──感染源が何かを突つきとめることは、人類にとっての急務であり、その捜査や研究について見識ある発言ができるのは、もはやジオウィングのみとなっていた。

　コールドマンは国連の認可のもと、各国にジオウィングを設立していく。

　２０２５年には主要各国すべてにジオウィングの旗が立つまでとなった。

　そして２０２６年。レオの故郷、英国のウィンザーでパンデミックが起こる。

　生せい還かんしたレオは程なくして覚醒者として認定され、ジオウィング英国校に保護されることとなった。

　そして３年の月日が過ぎた。

　現在は２０２９年１月。

　夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームが視みせた未来──２０２９年12月31日のＸデーまで、あと１年となっている。







「転入生、ですか？」

　学園長室でレオは眉まゆをひそめた。

　かっちりとネクタイを締めた、英国校の標準的な制服姿。

　ウィンザーのパンデミックから３年が経たち、レオは17歳になっていた。

　黒くろ髪かみに青い瞳はそのままに、背せ丈たけはぐっと伸のびている。一見すると中肉中背だが、肉体は鍛きたえ抜かれていた。そのレオの眉は今、はっきりと不可解さを露あらわにしている。

「その転入生を俺に迎えにいってこいってことですか？」

「そうだ。私は確かにそう言ったぞ、レオ・エンフィールド」

　話している相手はレオの正面、執しつ務む机に座っていた。

　やや白しら髪がの目立ち始めた髪をオールバックに撫なでつけた男。

　ダグラス・ディケンズ。独立教育都市ジオウィング英国校の学園長である。

　歳としは50代半ばだったとレオは記き憶おくしている。苦く労ろう性しような男で、常に何かしらに苛いら立だっている。今もディケンズは神経質そうに執務机を叩たたいていた。

「簡単な話だ。ただのお使いだと思えばいい。それともお前は雑用程度もこなせない無能なのか？」

「別に雑用をやるのは構いません。学園長の雑用をやるのはいつものことです。ただ俺がいくと……相手が不快な思いをするんじゃないかと」

　レオがそう言うと、ディケンズは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「今さら善人気取りか？　未来であんなことをしでかしておいて」

「……返す言葉もありません」

「当然だ。お前が在ざい籍せきしているだけで私が日々どれだけ対応に追われていることか。今月も人権団体から抗こう議ぎが３件、出所不明の脅きよう迫はくが４件、マスコミの突き上げに至ってはもう日常茶さ飯はん事じだ。いい加減にしてほしいものだよ」

　嫌いや味みったらしく言い、ディケンズは執務机に備え付けのコンソールを叩く。

　するとレオの左手で電子音が鳴った。そこに嵌はめているのは腕うで輪わ型のデバイスである。

　レオは左手を上げ、ウィンドウを開く。ディケンズからのデータを受信していた。

　表示されたのは、いくつかのデータと転入生の顔写真。

　少し驚おどろいた。転入生は女優かというくらい、顔立ちの整った少女だった。そして微び妙みように見覚えがある気がする。本当に女優か何かだろうか。

「名はティア・ファーニバル。高等部の一学年に編入する予定だ」

　聞き覚えのない名前だった。やっぱり気のせいかな、とレオは結論付ける。

「一学年ってことは、俺の一つ下ですね」

　レオは高等部の二年なので、ティア・ファーニバルは後こう輩はいになる。

　分かりきったことを言うな、という顔でディケンズは足を組み替かえた。

「彼女を執行部員とし、お前のチームに加える。今後、夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームの特務捜査に当たる際は、このティア・ファーニバルを同行させるように」

「はい？」

　顔が引きつった。

「ちょっと待って下さい。そんなこと突とつ然ぜん言われても困ります」

「お前に拒きよ否ひ権などない」

「いや、さすがに黙だまっているわけにはいきません」

　現在、レオはこの英国校で学生兼けん『夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームの特務捜査官』を任じられている。

　14歳でパンデミックに遭そう遇ぐうして以降、血の滲にじむような努力で捜査官に登り詰つめ、今のレオが派遣されるのは、世界でもトップクラスに危険な現場ばかりだ。

「学園長。この３年間、俺は一人で捜査に当たってきました。書類上、俺のチームもあるにはあります。でも所属しているのは俺一人。完全なスタンドアローンです。それが突然こんな女の子を加えるなんて、無茶にも程があります。俺の現場は非合法な組織やテロ屋とぶつかることも多い。こんな華きや奢しやな女の子、間ま違ちがいなく死にますよ？」

「任務だ。従え」

「任務には従います。けど、人をみすみす死なせるような真似まねは──」

「死にはしない。そんなやわな人材を英国政府が送ってくるはずがなかろう」

「英国政府が？」

　表示されたデータへ改めて目をやる。どこかで感染し、新たに覚醒者になった生徒かと思ったが、どうやらそうではないらしい。

　詳くわしい経歴はなかったが、ティア・ファーニバルはすでに英国政府の保護機関で覚醒者としての訓練課程を修しゆう了りようしているようだ。

「またずいぶんなイレギュラーですね……」

　本来、異能を得て覚醒者となった未成年はジオウィングに編入される。

　しかし最近では覚醒者の独どく占せんを嫌きらい、各国政府が適当な理由をつけて独自に覚醒者を囲おうとする動きがあった。どうやらティア・ファーニバルもその口らしい。

「要するに彼女は……英国政府が育て上げた、虎とらの子の覚醒者ってわけですか」

「そういうことだ。その虎の子をお前と組ませるようにと言ってきている。私ではない。英国政府からの要望だよ。理由は分かるな？」

「……俺の監かん視し役ってことですか」

　ディケンズは肯こう定ていの意味を込め、浅く頷うなずいた。

「ティア・ファーニバルは英国政府からの正式な監視役だ。今後はお前の捜査に同行し、問題ありと判断されれば、英国校そのものに監かん査さが入る。常用している胃薬が三倍になりそうな案件だよ」

「……心中お察しします」

　状じよう況きようは理解できた。１年後に自分が辿たどる未来を考えれば、いつかこうなるだろうとも思っていた。どうやら本格的に拒否権はないらしい。

　データを見ると、ティア・ファーニバルの到とう着ちやくは今から30分後だった。空路にて現着と書いてある。レオはため息を堪こらえ、ウィンドウを閉じた。

「迎えにいってきます。ここへ連れてくる必要はありますか？」

「いらん。お前の責任で管理しろ。だが決して政府に弱みを見せるな。お前自身がどうなろうと構わんが、学園に不利益を与えることは許さん」

「……了解しました、学園長殿どの」

　一礼し、レオは学園長室を後にした。







　ジオウィング英国校には本校と分校がある。

　レオのいる本校はドーバー海かい峡きようから突き出すように作られた人工島だ。

　敷しき地ちはジオウィングの名が示す通り、一対ついの翼つばさを広げたような形をしている。ライトサイドが研究区域、レフトサイドが商業区域となり、センターポイントの中央区域は生徒たちの居住拠きよ点てんとなっている。

　学園の性質上、ここにはヘリポートも数か所用意されている。

　レオは学園長室を出ると、程ほどなくして第14校舎棟とうのヘリポートに到着した。

　ティア・ファーニバルの到着時間ちょうどである。

　セキュリティゲートにデバイスをかざし、認証許可を得て、屋上に出る。

　誘ゆう導どう員が着陸の準備に入っていた。彼らは学生ではなく、ジオウィングの職員である。

「生徒会執行部のレオ・エンフィールドです。転入生を迎えにきました」

　デバイスのウィンドウに身分証を投映し、誘導員に見せる。

　20代ほどの誘導員はレオを見て一いつ瞬しゆんぎょっとした。英国ではレオの顔は知れ渡わたっている。嫌けん悪お感かんを表に出さない辺り、この誘導員はまだ良心的な方だ。

「……ご、ご苦労様です。まもなく到着かと。あ、ちょうどきました」

　誘導員が指差す先、ヘリが姿を現した。着陸許可の信号が送られる。

　……と、ヘリの窓から紙束のようなものがバラバラと飛び散った。ホバリング中にも拘かかわらず、スウィングドアががらっと開く。

　少女が顔を出した。ティア・ファーニバルだ。年ねん齢れいのわりに背は低く、おそらくレオの胸ほどぐらいしかないだろう。やはり顔立ちは美しい。しかし、

「……泣いている？」

「……みたいですね」

　少女は飛び散った紙束に手を伸ばし、あわあわしていた。プロペラ音でよく聞こえないが、泣き叫さけんでいる様子だった。

「……わた……の……転入……書類……コピー……ないのに……っ！」

　美人が台無しの取り乱し方だった。見ていると背後の座席にトランクが置いてあり、それがばたんと倒たおれた。蓋ふたが開き、今度は下着が吹ふっ飛んでいく。

「ひゃああああああっ!?」

　パンツが飛び散り、悲鳴の質が変わった。プロペラ音をかき消すほどの大声である。そのまま真っ赤な顔で手を伸ばし、

「あ」

「落ちた」

　足を滑すべらせ、ティア・ファーニバルは真っ逆さまに落下した。

　だがレオも誘導員も、そしてヘリの搭とう乗じよう員も慌あわてはしない。

　なぜならこの学園の生徒はすべて異能の覚かく醒せい者だ。しかも彼女は英国政府からの監視役である。だいぶ取り乱してはいるものの、相当なエリートであることは間違いない。

「エレメントが飛行型とかなら問題は……」

　ないだろうし、とレオは言いかけた。だが、

「きゃあああああっ!?　た、助けて下さあああああい！」

　ティア・ファーニバルは思いっきり助けを求めてきた。

　ヘリポートの縁ふちで一瞬目が合い、そのままひゅーっと落下していく。

「おいおいおい、冗じよう談だんだよな!?」

　さすがに慌てた。スウィングドアを開くくらいだから、てっきり飛行能力があるのかと思いきや、そんなことはなかったらしい。

「転入早々、転落死なんて勘かん弁べんしてくれ！　どんなエリートだよ!?」

　レオはヘリポートの縁へと駆かけだし、右手をかざした。すると光の粒りゆう子しが集まり、輝かがやく鉱石が現れる。表面には十字の模様があり、全体が淡あわく光っている。

　異能の源──エレメントである。

　覚醒者は各おの々おのが固有のエレメントを宿しており、それを媒ばい介かいに異能を発揮する。

　レオの場合は、この十字石だ。

　各エレメントには二段階の形状がある。しかし今は一段階目の鉱石状態で十分だった。

　レオの全身に力が漲みなぎった。異能に付属する効果、身体強化である。

　ゴムタイルの縁を地面方向へ蹴けった。一瞬で少女へ追いつく。

「摑つかまれ、ティア・ファーニバル！」

「──っ!?　は、はいっ」

　しがみついてきた少女を抱だき締しめ、校舎の壁かべを蹴った。壁が陥かん没ぼつし、直角に方向転てん換かん。

　そこには第13校舎棟が建っており、レオは彼女を抱いたまま教室の窓へ突つっ込んだ。

　ガラスをぶち破ってごろごろと転がる。石せつ膏こうの壁にぶつかってようやく止まった。

　少女に外傷がないことを目視で確かく認にんし、「危き機き一いつ髪ぱつ……」とぼやく。

　学園の窓ガラスは特とく殊しゆ素材なので割れてもダマになる。おかげで切り傷もない。

　十字石を消し、腕うでのなかに目をやった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「は、はい。おかげさまで……あの、ありがとうございました。九死に一生です」

　レオの腹の上で、少女はもぞもぞと体を起こした。

　長い髪かみがさらりと肩かたから落ちる。やはり、はっとするほど美しい。

　……涙なみだと鼻水でだいぶぐしゃぐしゃになってはいるが。

　まだ支給されていないらしく、英国校の制服ではなかった。首には私物らしいペンダントをつけている。綺き麗れいな銀細工の逸いつ品ぴんである。

　少女はこちらの顔をまじまじと見てきた。透き通るようなグレイの瞳ひとみだった。そして少女は今さらのように「あ」と声を上げた。

「レオ・エンフィールド……さん？　ですよねっ」

「ああ、俺がレオ・エンフィールドだ。君はティア・ファーニバルだね？」

　少女はこくこくと高速で頷く。当然ながらこちらのことはすでに知っているようだ。
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　そして勢い込んで顔を近づけてきた。

「あ、あのっ、覚えてますか!?　わたしは昔、あなたに──」

「俺に？　なに？　おそらく君とは初対面だと思うけど……」

　訊きき返した途と端たん、少女ははっと我に返ったような顔をした。

「あ、いえ、えっと……はい、そうです、完全に完かん璧ぺきに完かん膚ぷなきまでにわたしたちは初対面ですっ」

　先程よりさらに高速で頷くティア・ファーニバル。ひどく挙動不ふ審しんである。

「どうでもいいけど……とりあえずは体の上からどいてくれると助かる」

「へ？　ああ、すみませんすみませんっ！」

　抱き締められているような格好にようやく気づいたのか、真っ赤になってあたふたと立ち上がる。美少女然とした見た目と違ちがって、ずいぶんと落ち着きがない。

　それからティアはわざわざ深呼吸をして息を整えると、遅おくれて立ち上がったレオに対して、キリッと表情を改めた。

「わたしはティア・ファーニバル。あなたを監視するために英国政府から派は遣けんされてきました。以後は同じチームのメンバーとして行動し、あなたの一挙手一投足を監視します。あなたは特務捜そう査さ官として様々な権限を与あたえられているでしょうが、もしもそれに乗じて反社会的な行動を取っていれば、即そく座ざに政府へ報告しますからそのつもりでいて下さい」

　フフン、という感じで髪をはらう。

「わたしの目は決して欺あざむけませんよ？　なぜならわたしは英国政府に育て上げられたエリートですから！」

　ばーんっと効果音でも鳴ってそうなドヤ顔だった。レオはなんとも言えず首を傾かしげる。

「えーと、じゃあヘリからダイブしたのもエリートの作戦か何か？」

「あ、いえ、それは転入書類が飛ばされちゃって、身を乗りだしたらパイロットさんがドアを開けてくれちゃって……」

「一いつ般ぱん人は覚醒者を超ちよう人じんみたいに思ってるから、無防備に身を乗りだしたらパイロットも気を利きかせると思う。でも転入書類ならデータがあるはずだけど」

「えっ」

「紙媒体の書類なんて形式上だけだから、あとでいくらでも印刷できる」

「そんな、じゃあわたし、なんのためにこんな目に……っ」

「率そつ直ちよくに無む駄だだったとしか……」

「無駄っ!?」

　思いきりショックを受けるティア。だが現実を認めたくないらしく、またフフンと髪をはらう。しかし微び妙みようにぷるぷるしていた。

「し、仕方ないです。特別に教えてあげますね？　ヘリから落ちたのは実はあなたの言った通りわざとです。あれはあなたの良心と実力を見み極きわめるため、あえてやったことなんです。つまりあなたはまんまとわたしのペースに嵌はめられたというわけで──」

「そうだ。これ返しておくよ」

　レオはひょいと左手を上げた。途端、少女の頰ほおがボッと沸ふつ騰とうする。

「それは……っ」

　パンツである。

「ダイブした時、目の前を舞まってたんだ。余よ裕ゆうがあったから回収しといたんだけど……まあ、あのまま行方ゆくえ知れずになるよりはマシかと思って」

　指の間で摘つまみ、ぴらっとかざす。右からクマさん、ウサさん、キリンさんである。

「み、み、み」

「み？」

「見ないで下さあああああいっ」

　飛びつくようにパンツを回収。まんまとレオのペースに嵌まっている。

　なんか御ぎよしやすそうな監かん視し役だな……、とレオは思った。

　翌日の放課後、ティア・ファーニバルに呼び出された。

　場所は学園内の一角、煉れん瓦がの敷しき詰つめられた広場である。レオがいくと、ティアは花か壇だんのブロックの上で仁に王おう立だちしていた。何やら気合いが入った顔でキリッとしている。

「きましたね。時間ぴったり。殊しゆ勝しような心こころ掛がけです。褒ほめてあげます」

「ひょっとしてずっとブロックの上で待ってた……？」

「エリートですから！」

　ばーんと胸を張るが、エリートまったく関係ない。どうやら形から入る性格らしい。

　昨日も感じたが、どうも彼女は表情の豊かすぎるところがあった。

　黙だまっていれば儚はかなげな美人なのに、動いたり喋しやべったりすると途端に子犬めいてくる。おかげで貫かん禄ろくも何もなかった。

「今日きてもらったのはミーティングのためです。曲がりなりにもこれからチームとして行動していくわけですから、色々と意思統一が必要です」

「ん。確かにそれは同感だけど」

「理解が早くて結構です。じゃあ、教えて下さい。わたしたちは何をするんです？」

「……まさかそれも知らずに派遣されてきたと？」

「む。そんなわけないじゃないですか。あなたが先せん輩ぱいとしてきちんとリードできるのか試ためしてるんです。わたしの任務はあなたの監視ですが、転入してきた以上、学園の仕事もちゃんとこなします。もちろんそれについてはあなたの方が先輩ですから、ちゃんと立ててあげるつもりです。だからきちんとこれからのことを教えて下さい。レオ先輩」

「先輩かぁ」

「あ、わたしのことは特別にティアって名前で呼んでいいですよ。どうです、この懐ふところの深さ。さすがエリートですよね？　ね？」

「まあ、なんでもいいけど……」

　確かに彼女はジオウィングにきたばかりなので説明する必要はあった。一応、納なつ得とくし、レオは気持ちを切り替かえる。

「じゃあ、まずは基本的なところから話そう。この学園の目的は分かる？」

「当然です。ジオウィングは夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームの原因解明のために存在しています」

　ティアはブロックの上でまた胸を張る。レオは苦く笑しようしつつ「その通り」と頷うなずいた。

　ジオウィングの設立当初、掲かかげられていたのは『覚かく醒せい者となった若者たちの保護』だった。だが現在は状じよう況きようが変化し、『夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームという現象の解明』こそがジオウィングの存在理由となっている。一般の職員も学園内には大勢いるが、現象解明の主体となるのは覚醒者たる学生たちである。

「割り振ふられる仕事は、異能の適性によって色々ある。多くの生徒はチームを組み、複数人で任務に従事しているんだ。俺のチームはまあ俺だけなんだけど」

「今日からはそこにわたしも入るわけですね。大船に乗ったつもりでいていいですよ」

「そりゃ助かるよ。俺のチームの役目は特務捜査。果たすべき使命は、感かん染せん源げんの特定だ」

　パンデミックの拡大傾けい向こうから『現象を広めている主体』、つまりは感染源が存在することは確定的だとされている。だがそれが何かまでは分かっていない。

　夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームについてはまだ謎なぞばかりである。

　たとえば、なぜ未み来らい視しなどという現象が発生するのか。

　未来視の内容は、そっくりそのまま１年後に実現するのか。

　パンデミックという巨きよ大だいな悲劇を回かい避ひする方法はないのか。

「一刻も早く感染源を特定し、未来視の謎を解明する。それが俺たち特務捜査官の使命なんだ」

　現在、ジオウィングの生徒数は各国合計で約10万人。エレメント特性や実績によってランキング付けがされており、特務捜査官はその上位メンバーから選出される。

　序列が高いほど危険な現場への派遣率も高くなり、レオのチームに組み込まれたティアは、自動的にレオの序列と同じ扱あつかいとなる。つまり末期的に危険な現場ばかりである。

「君にその覚かく悟ごと実力はあるか？」

「フフン、誰だれに言ってるんですか。ドンとこいですよっ」

「……いい返事だ」

　昨日のダイブなんてなかったような返事である。

「なら、これを渡わたしておくよ」

　レオは制服のポケットから腕うで輪わ型のデバイスを取り出し、ティアへ手渡した。

「ジオウィングの研究所が開発したデバイス。通信機能やネットワーク機能はもちろんエレメントの制御補助など、色んなサポートをしてくれる。君のデータは入れてあるから身分証明にも使える。学外では特務捜査官、学内では執しつ行こう部ぶの身分を証明できるんだ」

「執行部？」

「生徒会執行部のこと。俺のチームに入ったことで、君も自動的に所属することになる。仕事については追い追い説明しよう」

　とりあえずはデバイスの操作方法を教え、そのまま自主訓練に移行することにした。

　ジオウィングでは一般的な教育課程とは別に、任務やエレメントごとの訓練課程も組み込まれている。レオの場合はそこからさらに自主訓練することが多く、ティアにも付き合ってもらうことにした。

　というのも早さつ急きゆうに彼女の実力を知る必要があった。あまり考えたくはないが、昨日のようなミスが頻ひん発ぱつするようであれば、本当に現場で死にかねない。

「よし、訓練開始だ」

「ラジャーです。わたしについてこれますか、レオ先輩っ」

　……と、元気な返事がきたものの、予想は悪い方に当たった。

　彼女はどうにも政府のエリートとは思えない実力だった。

　まず運動能力が高くない。準備運動として走り込みを始めたところ、最初の10キロで力ちから尽つきてしまった。本人はぜーぜー言いながら「せ、先輩の体力が異常なんです……っ」と目を白黒させていたが、非常時には様々な要因で体力気力が削けずられる。平時に10キロ程度は流せないと色々厳しい。

　またティアは妙に世間知らずなところがあった。

　世界情勢をあまり理解しておらず、それどころかエレメントの知識も妙に乏とぼしい。

「エレメントって形状が二段階あるけどさ」

「？」

　走り込みの後、ティアにスポーツドリンクを買い与えて、そばの歩道で休きゆう憩けいしている。

　世間話がてらエレメントについて話したところ、首を傾げられてしまった。

「……えーと、君も覚醒者なんだよな？」

「もちろんです。何当たり前のことを言ってるんですか」

　レオは訝いぶかしく思いつつ、座っていた縁えん石せきから立ち上がり、手をかざす。

　光の粒りゆう子しが集まり、輝かがやく十字石が現れた。

「君も知っていると思うけど……これが第一段階、鉱石の状態。俺の場合は十字石。他ほかにも孔く雀じやく石せき、氷ひよう晶しよう石せき、石英、ルチルとか、人によって鉱石の種類は異なる。これは各おの々おのの未来が反映され、結晶化したものだと言われてる」

「わたしのエレメントもこんなふうに石になってます。でも第二段階なんてないですよ？　先輩はひょっとしてここからまた変わるんですか？」

「俺はというか、だいたいみんなそうなんだけど……。第二段階は鉱石以外の形に変化するんだ。形状は人それぞれで、より未来を暗示したものになっている。そして異能は第二段階でこそ、真の力を発揮する」

「むむ、それはさすがのわたしでも興味深いです。ちょっと第二段階にしてみて下さい」

　ティアが身を乗り出して十字石を見つめてくる。どうやら本当に知らないらしい。だがレオはエレメントを二段階目にせず、十字石を光に還かえした。

「あれっ？　なんで消しちゃうんですか？」

「あまり人に見せたいものじゃないんだ。俺の未来はほら、なんていうか……」

　こちらの言いたいことを理解したらしく、ティアは「……あ」と呟つぶやいた。だがそれでも少し残念そうだった。

　あまり一いつ般ぱん的ではない反応である。そもそもこの英国では誰もがレオ・エンフィールドに嫌けん悪お感かんを持っている。ましてやレオのエレメントを見たがる人間などいるはずがない。

　そういう意味で彼女の頓とん着ちやくのなさは監視役に適したものかもしれない。

　だがティアの運動能力の低さ、知識の乏しさにレオはかなりの不安を覚え始めていた。

　この少女を捜そう査さに同行させれば、本気で死にかねない。

　現場には連れていかず、置いていくべきだ。もちろん本人は承服しないだろうが……。

「ティア・ファーニバル」

「むむ、名前で呼んでいいって言ったんだから、ちゃんとティアって呼んで下さい」

「そんなことはどうでもいいんだ」

　意識して声を低くする。置いていくと言ってもおそらく彼女は納得しない。

　だから脅おどしてでも説得する。レオはわざと表情を消した。

「レオ先輩？」

　雰ふん囲い気きが変わったことに気づき、ティアが首を傾かしげる。

　だがその時、路地から音楽が流れてきた。サンバのような軽快なミュージックだ。

　その音に乗って、着ぐるみたちが現れる。ライオン、ウサギ、猿さる、犬、馬、盛りだくさんである。ライオンが華か麗れいに一回転し、周囲に声を張り上げる。

「はいはーい、今日は月に一度の未来視フェスタだよ～。中央庭園でやってるから未来を待ってる良い子はどんどんきてね～」

「わ、可愛かわいいっ。先せん輩ぱい先輩っ、なんですかなんですかあれっ。何かのお祭りですか？」

　ティアの興味が一気に移った。思いきり出鼻をくじかれ、レオは肩かたを落とす。

「……未来視フェスタ。学園の名物で、毎月やる学園祭みたいなものだよ」

　もともとはフランス校の情報交こう換かん会がもとだった。

　夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームに感染すると、人は自分の未来を体験する。だがそれはたった３分間の未来でしかない。少しの未来を知れば、もっと知りたくなるのが人情だ。

　より多くの未来を知る方法は存在する。単純に『自分と関連する未来を体験した誰か』を捜さがせばいい。ネット掲けい示じ板ばんに片っ端ぱしから書き込んでもいいし、新聞の広告欄らんで情報提供を求めてもいい。最近では企き業ぎようが未来視のマッチングビジネスも行っている。

　そんななか人気が高いのは、イベントへの参加だ。未来の情報交換をメインにしたイベントは大きな街なら定期的に開かい催さいされている。顔を合わせて話せるので、信しん頼らい性せいも高い。

　ジオウィングの場合は、フランス校が始めたのがきっかけだった。開催回数を重ねる度たびに規模が拡大し、露ろ店てんや出し物までするようになった。すると日本校やアメリカ校が真似まねしだして、各国に広まった。ここ英国校でも月に一度は開催されている。

　基本的に学園内の顔ぶれは同じなのだが、状況が変わって今まで参加しなかった生徒がやってくることもある。情報交換会としての役割は意外に大きい。

「……もっともこんな楽しげに情報を求めるのは、幸せな未来を視みた側だけなんだけど」

　陽気な着ぐるみたちを眺ながめつつ、レオはぽつりと呟いた。

　不幸な未来を視た者たちは、もっと鬼き気き迫せまっている。安あん穏のんなやり方には早々に見切りをつけ、もっとアンダーグラウンドな方法に切り替えることが多い。

　このフェスタにいるのは、Ｘデーをのんびり待つことを許された、幸せな者たちだ。

　ティアはレオの呟きには気づかなかったようで、着ぐるみたちへしきりと手を振っている。

「あのあの先輩っ、ちょっとだけフェスタを覗のぞいてみませんか？」

「いや、いいのかそれ。君、俺の監かん視し役として派は遣けんされてきた身だろ」

「学園の内情を知っておくのも任務のうちです」

　えへん、とまったく悪びれなく胸を張る。レオは頭をかいた。

「分かった。なら俺は外で待ってるよ。でもあとで話があるから、一通り見たら戻もどってきてほしい。会場はそこの路地の先だから」

「え、先輩はいかないんですか？」

「俺がいったら空気が凍こおる」

「だったらこれを被かぶっていけばいいです。はい、どうぞ」

　ティアがぱっと何かを差し出してきた。紙製のお面だった。日本校辺りから流れてきた文化だろう。デフォルメされたライオンに耳掛かけ用の輪ゴムがついている。

「さっきの着ぐるみさんがくれたんです。これを被れば大だい丈じよう夫ぶですよね？」

「なるほど……顔を隠かくせる配はい慮りよなのか」

　参加者のなかには秘ひ密みつ裏りに未来を知りたい者もいる。そういった生徒のための配慮だろう。これは知らなかったので、つい感心してしまった。

　だとしてもいくわけにはいかない。指で『あっちで待ってる』と示し、背を向ける。

　だがすぐにカクンッとつんのめった。振り向くと、ティアが上着の裾すそを摑つかんでいた。

「先輩もいきましょうよ……」

　まるで捨てられた子犬のような目で見つめてくる。何やら罪悪感を起こさせる目だ。

「……あのさ。君は監視役で、俺は監視対象。俺たちはある意味、敵対関係じゃないか」

「……どうしてもダメですか？」

「いやどうしてもってわけじゃないけど……ただ、論理的じゃないというか」

　レオが困っていると、それに気づいたのか、上着の裾が離はなされた。

　ティアはちょっと泣きそうなぐらいの顔で笑えみを浮うかべた。

「やっぱりダメですよね。公私混同ですし。ごめんなさい、困らせちゃって……」

　そのまましゅんと肩を落としてしまう。さっきまでの悪びれない感じが鳴りを潜ひそめていた。そんな殊しゆ勝しような顔をされると、レオの良心は針のむしろである。

「……分かった。10分だけなら」

「やったーっ！　そうこなくっちゃですっ」

　一転して全身で喜びを表現するティア。パタパタしたしっぽが見えそうである。

　なんなんだろう、この娘こは……と思いながらライオンのお面を受け取ると、早く早くとばかりに袖そでを引っ張ってくる。

「先輩先輩っ、なんだか美味おいしそうな匂においがしますよっ、ほら早くっ」

「分かった、分かったから……っ。引っ張らないでくれ」

　お面を被って会場に入ると、色取り取りの露店が並んでいた。

　露店の一番目立つ場所には『求めている未来の内容』が掲かかげられている。

『私はレスリングの州大会で優勝していました。決勝までの決め技わざが分かる方、情報を』

『姉に子供が生まれてたの。１年後の赤ちゃんの名前のトレンドをどんどん教えて！』

『当方、ユーロサウザンズ宝くじの前三桁けたを視ている。残り二桁の未来を求む！』

　だいたいが丁てい寧ねいな手書きだが、なかには軽量ディスプレイで表示しているものもある。

　ティアは実に楽しそうに露店をまわった。フライドフッシュを食べ、キャンディクラッカーを舐なめ、ジャパニーズ輪投げに興じたりもした。

　その姿は任務がどうのエリートがどうのと言っている時より、よほど自然だった。

　そうして次は『未み来らい視し占うらない』なる怪あやしげなテントに入ろうとした時、ふいに会場の奥で悲鳴が上がった。次いで散発的に光が舞まう。

「えっ、なんですか、あの光!?」

　ティアが目を丸くし、レオはライオンのお面をズラして目を凝こらす。

「喧けん嘩かか何かかな。たぶん誰だれかがエレメントを使って暴れてるんだ」

「エレメントで!?　大丈夫なんですか、それっ」

「危険な場合もある。さっき執しつ行こう部ぶの話をしたけれど、ああいうエレメントを使った喧嘩を止めるのが執行部員の仕事なんだ」

「平和の監視役ってわけですね。先輩、じゃあ、早く行かないと……っ」

「あまり俺が出しゃばるべきじゃないんだけど……とりあえずは近くまでいってみよう」

　人通りをかき分けて進むと、程ほどなくしてメインステージに出た。

　中央庭園の真ん中に仮設のステージが立てられ、舞ぶ台たい上に三人の生徒がいる。

　優やさ男おとこ風の男子、セミロングの女子、ショートカットの女子である。

　セミロングの女子がエレメントを発動し、手から植物の蔦つたを出していた。まだ怪け我が人などは出ていないようだ。

　ステージを囲む野次馬に紛まぎれつつ、レオは呟く。

「状じよう況きようとしては痴ち情じようのもつれ、かな」

「えっと、三角関係的なものでしょうか？」

「そんなところかな。このステージは恋こい人びと捜さがしの企き画かくをやってたらしい。看板に『ロミオ＆ジュリエット』って書いてある。定番のネーミングだよ」

　レオが指差す先には大きめの電光看板があった。『ロミオ＆ジュリエット』という表示と、デフォルメされた恋人たちのマスコットが映っている。

「未来視で魅み力りよく的な異性に出で逢あうと、大たい概がい、躍やつ起きになって捜そうとするんだ。運命の恋人って感じで。そういうロマンチックな未来視体験は人気があって、テレビや雑誌で取り上げられることも多いんだ。総力を挙げて相手を捜し当て、ドラマチックな対面をさせたりとか。このステージはそれを生徒たちでやってたらしい」

「それでどうしてあんな状況に……」

「たとえば……ロミオは未来で素す晴ばらしい恋人に出逢っていた。けれど、それが今現在隣となりにいるジュリエットとは別人だったとしたら？」

「あ……」

　レオの言葉を裏付けるように、ステージ上ではセミロングが声を荒あららげていた。

「どうしてその女があなたの隣にいるの!?　絶対に会わないって、未来なんて関係ないって言ってたじゃない！　噓うそつき！　この大噓つき！」

「ち、違ちがう！　違うんだ！　頼たのむ、話を聞いてくれ！　……ぐうっ」

　セミロングの蔦つたが優男に伸のび、ぐるぐる巻きにして締しめ付けた。ショートカットの女子はその横でおろおろするばかりだ。ティアが慌あわてた顔で袖を引っ張る。

「先輩っ、あの人苦しそうですよ!?　だ、大丈夫なんですかっ」

「植物のエレメントってことは緑りよく簾れん石せき辺りか。殺傷力が高いものは見たことないし、大怪我をすることはないと思うけど……」

　他ほかの執行部員がいないものかと、レオは周囲を見回す。一応、レオも執行部員の肩かた書がきは持っているものの、実はあまり学園内で暴れないように言い含ふくめられている。

　ここも本来なら他の執行部員に任せるところだ。しかし生憎あいにく、知った顔がいない。

　そうしているうちにティアが業ごうを煮にやした。

「わたしもエレメントの悪用を止める執行部員なんですよね？　困っている人を放ほうってはおけません。レオ先輩がいかないなら、わたしがあの騒そう動どうを止めてきます！」

「え？　いやだけど……あ、ちょっと！」

　止める間もなく駆かけていってしまった。だが実力を見み極きわめるにはちょうどいいかもしれない。ティアは小さな体で「すみません、通して下さいっ」と野次馬をかき分け、ステージ上へ躍おどり出る。

「そ、そこまでですっ。エレメントを解除して、その人を解放しなさい！」

　なんとなく予想した通り、不慣れな感じの警告だった。心なしか声も震ふるえている。

　セミロングが煩わずらわしそうにティアを睨にらんだ。

「誰よ、あんた？　なんの権利があって私を止めるの？」

「英国校執行部員です！　今日からなんですけど！」

「はあ？　見習いか何か？　そんなのがしゃしゃり出てこないで！」

「見習いでも執行部員です！　暴力はいけません。話し合いで解決しましょう」

　レオは野次馬のなかで「逆効果だ」と呟く。思った通り、セミロングが声を荒らげた。

「話し合いなんて山ほどしてきた！　私と彼はこれまでずっと話し合ってきたの！　なのに裏切ったのは彼の方！」

　蔦つたが締めつけを増し、優男が悲鳴を上げる。ティアは慌てた顔であたふたし、どうにか取っ掛かりになりそうな言葉を口にした。

「ひょっとして、お二人は恋人同士なんですかっ？」

　セミロングの表情が陰かげった。優男の悲鳴が止まる。蔦つたが緩ゆるんだようだ。

「……そうよ。私と彼は恋人同士。中等部の頃ころからもう５年になる。……信しん頼らいし合える関係だったわ。どんなことがあっても二人一いつ緒しよだって誓ちかい合ってた。だからウィンザーのパンデミックの時だって……救助がくるまで二人で励はげまし合って乗り切ったのよ」

　野次馬のなかでレオは苦く笑しようした。

　未来視フェスタにいるだけあって、舞台上の彼女たちはパンデミックでも大きな痛手は受けなかったようだ。とくに怪我もなく『頑がん張ばろうね』とか言い合っているうちに救助がきたのだろう。もちろん本人たちにとっては一大事だったろうが。

「でも私たちの関係は徐じよ々じよにすれ違っていった。パンデミックの時はお互たがい口に出さなかったけど、やっぱり少しずつ……」

「何があったんですか……？」

「未来視よ」

　セミロングが泣きそうな目で優男を睨む。

「私は視みたの。彼は未来で……別の女と恋人同士になってた！」

　ティアが「え……っ」と口元を押さえる。

　セミロングは滔とう々とうと語った。

　彼女は未来でどこかのレストランを覗いていたという。そこには他の女と語り合っている彼がいた。レストランの外がい壁へきには南ブドウの蔦つたがきれいに伸びており、それがまるで二人を祝福しているような気がして、今も目に焼き付いていると言う。

　レオは胸中で納なつ得とくした。おそらくそのイメージでエレメントが蔦つたになったのだろう。

　ティアは舞台上のセミロングへ、取り成すように口を開く。

「でもレストランで語り合ってただけなら分からないじゃないですか。ほら、彼氏さんは何か事情があってその女性とたまたま食事してただけって可能性も……」

　セミロングはどこか大人びた表情で首を振ふった。

「私と彼は恋人同士なのよ。この学園に編入してからちゃんと話し合ったわ。お互いの未来視について正直にね」

「それじゃあ……」

　ティアが視線を向けると、優男は蔦つたに拘こう束そくされたまま目を逸そらした。

「僕は……正直に話した。未来視で僕は確かにレストランの彼女と恋人同士だった。ニューイヤーの予定を楽しげに話してたよ。……でも！」

　優男が声を張り上げた。

「僕はそんな未来信じない！　僕が好きなのは君だけだ！　あんな未来はくるもんか！」

　野次馬がどよめいた。レオはお面の下で嘆たん息そくする。

　優男が口にした言葉は、今も世界中で議論されている議題の一つだ。

　すなわち、未来視は現実になるのか。今現在の時間軸じくと地続きなのか。

　Ｘデーの２０２９年12月31日が近付き、今、世界中の誰もが期待と不安に揺ゆれている。舞台上のセミロングが良い例である。

　優男の啖たん呵かを受け、ティアがセミロングに向き直った。

「彼氏さんがここまで言ってくれているのに、信じてあげないんですか!?」

「信じてたわよ！　私だって二人なら乗り越こえられるって信じてた！」

　セミロングの声は悲痛な色に染まっていた。その指先がショートカットを差す。

「なのに、なんでこの女がここにいるの!?」

「……っ」

　ティアがはっとした顔で息を吞のむ。このステージの趣しゆ旨しを思い出したのだ。『ロミオ＆ジュリエット』。未来視で出逢った、運命の男女を捜さがしだす企画。

　ティアは恐おそる恐るショートカットの方を向き、

「あなたが彼氏さんの未来の……？」

　するとショートカットは大おお慌あわてで手を振った。

「違う違う！　あたしが未来で逢あった王子さまはアジア人だもん！　あたしもこの企画の参加者だけど、そこの彼と恋人になんてならないって！」

「え？　あ、あれ？　違うんですか……？」

　ティアが目を丸くし、野次馬にも戸と惑まどいの空気が流れた。この場にいる全員が『ショートカットこそ優男の未来の女』だと思い込んでいた。だが優男は首を振る。

「僕が未来で逢った女性はアビーという名前だった。長い赤毛でね。ここにいるショートカットの彼女とは別人だよ」

「えっと、それじゃあ……」

　どういうことなんですか？　という顔でセミロングを見る。彼女はすべて知っていた顔で、苛いら立だたしそうに語る。

　彼氏が正直に『アビー』のことを話した後、二人は絶対にアビーに出くわさないよう努めることにした。

　彼氏は友人関係のすべてを清算した。一緒にいるのは彼女だけと覚かく悟ごを決めた。

　だが、それが上手うまくいっていたなら今の事態にはなっていない。

　案の定、セミロングは苦々しく言う。

「彼にそこまでさせたんだもの。私も人付き合いはやめたわ。……もっともお節せつ介かいなルームメイトはなかなか離はなれてくれなかったけど」

　そこでショートカットがひょいと手を挙げた。

「そのルームメイトってのがあたしのことね」

「え？　え？　え？」

　ティアは混乱して目を瞬またたく。するとショートカットがややため息交じりに言った。

「この学園に編入してきたら、同部屋の子がぜんぜん人と関かかわろうとしないからさ。普ふ通つうは思うじゃない？　『ああ、パンデミックで辛つらい目に遭あったのかな』って。だからできるだけ元気づけようとしてたわけ」

　セミロングが苛立たしそうにそっぽを向く。

「あんまりにもしつこいから、私は理由を話したわ。恋人との未来を勝ち取るために、私たちの未来にアビーという女を介かい入にゆうさせないために、他人と距きよ離りを置いてるんだって。そうしたら──」

　ショートカットがひどく肩かたを落とした。

「いるんだよね。あたしの友達に……アビーって娘こが」

「え……っ」

　ティアと野次馬が息を吞んだ。

　ショートカットが言うには、友人のアビーはロングの赤毛で、優やさ男おとこのアビーと外見が完全に一いつ致ちするらしい。セミロングはすぐにルームメイトの変へん更こうを申し出た。少しでもアビーとの距離を取るために。

「その話、彼氏さんには……」

「もちろん話したわ。彼は安心しろって言ってくれた。そこのルームメイトと彼に面識はなかったから、間ま違ちがっても会ったりしないと約束もしてくれた。なのに……っ」

「……ああ、その通りだ。君と約束しておきながら、僕は今日こうしてルームメイトの彼女を捜しだした。アジア人の王子様の話は聞いてたからね。それを騙かたらせてもらった」

「どうしてそんなことを……」

　ティアの呟つぶやきに優男は決然と答えた。

「アビーに会わせてもらうためだ」

　途と端たん、セミロングが叫さけんだ。

「やっぱりあなたは私のことよりアビーを……っ」

「違う！　僕が好きなのは君だけだ！　信じてくれ！」

「どう信じろって言うのよ!?　あなたの何を信じればいいの!?」

　蔦つたから光の粒りゆう子しが舞まい上がった。優男から骨の軋きしむ音がする。ティアがぎょっとして蔦つたを摑つかむが、無論その程度でエレメントは止まらない。

「やめて下さい！　こんなことしても無意味です！」

「無意味でもこうしなきゃ私の気が晴れないの！」

　蔦つたが引っ張られ、優男は受け身も取れず、顔面を強打した。

「なんとか言ってよ！　せめて……言い訳ぐらいしてよ」

　セミロングはもう涙なみだ声ごえだった。優男が顔を上げ、ぽつりと呟く。

「……弟がいるんだ」

　セミロングの眉まゆが不可解そうに寄る。なんで今そんな話を？　という顔だった。だが優男は構わず続ける。

「弟もパンデミックに遭ったけど、異能に覚かく醒せいしなかった。だから今は学園の外にいる。弟は子供の頃から腎じん臓ぞうが悪くてさ。長くないって言われてたんだ。先週、また入院して、それで久々に電話したんだ。その時、初めてお互いの未み来らい視しの話をした……」

　優男は引き裂さかれそうな声で言った。

「弟は未来で移植手術をして元気になってた。その腎臓の提供者が……アビーだ」

　セミロングの顔が引きつった。ティアも呆ぼう然ぜんと呟く。

「そ、それってつまり……っ」

「きっと僕がアビーに出で逢あうことで提供者になり、手術は成功するんだ。僕は弟の未来視を実現したい。だから……っ」

　だから、今日こうしてアビーへの手て掛がかりを捜し当てた。恋こい人びととの約束を破ってでも。

　会場はすでに静まり返っていた。野次馬たちも誰だれ一人ひとり口を開けない。

　張り詰つめた空気のなか、セミロングの壊こわれたような呟きが響ひびいた。

「は、はは……未来が追いかけてくる。どこまで逃にげても追いかけてくる……っ」

　髪かみを振り乱して叫んだ。

「私たちは未来から逃げられないの──っ!?」

　エレメントの蔦つたが嘆なげきを表すように増ぞう殖しよくした。ステージの柱を叩たたき、床ゆかを削けずる。

　レオは唇くちびるを嚙かんだ。彼女の絶望は、レオの抱かかえる絶望と同じものだったから。

　蔦つたによってステージが見る間に破は壊かいされていく。捕とらわれていた優男も引っ張られ、宙を舞った。さらには蔦つたを握にぎっていたティアまでも空中に放ほうり出されてしまう。

「正気に戻もどって下さい、彼女さん！　このままじゃあなたの彼氏さんが……っ！」

　自分も放り出されながら、ティアはセミロングと優男を案じていた。優男は蔦つたに絡からまれてエレメントを出せないらしく、ティアもヘリの落下から分かるように空中での安全策を持っていない。そしてセミロングにはもう誰の声も届かなかった。

「もういい！　もう何もかもどうでもいい！　消えて！　全部私の前から消え失うせて！」

　完全にエレメントが暴走していた。蔦つたはもはや大樹のように茂しげっており、その一端が仮設ステージの天幕に激げき突とつした。吊つりパイプが外れ、『ロミオ＆ジュリエット』と表示された電光看板が野次馬たちの頭上へ落ちてくる。

　無数の悲鳴が木霊こだました。誰かがエレメントを使えばどうにかなっただろう。だが未来視フェスタの参加者は安あん穏のんとした生徒ばかりで、とっさに動けた者はいなかった。

　ただ一人の例外を除いては。

　それはライオンのお面をつけた、執しつ行こう部ぶ員いん。

「第二段階、破ブレ滅イドの・紅デザ旗イア──解放」

　銀光が[image: ]ほとばしった。一条の斬ざん撃げきが空高く伸のび、電光看板を真っ二つに斬きり裂いた。

　刹せつ那な、空中に長ちよう剣けんを構えた執行部員の姿が現れる。

　斬撃が疾しつ風ぷうの如ごとく放たれ、電光看板が一いつ瞬しゆんにしてばらばらになった。もう落下しても害にはならない。

　輪ゴムが外れ、被かぶっていたお面が宙に舞った。ティアがはっと声を上げる。

「レオ先せん輩ぱい……っ！」

「あまり手間を掛かけさせないでくれ、後輩」

　空中でティアの襟えりを摑まえ、確保。優男の方もヒュンッと蔦つたを斬って解放する。

　優男はそのまま落下したが、寸前で鉱石を出していたので、おそらく大だい丈じよう夫ぶだろう。

　そして、レオはステージ中央にドンッと着地する。ティアもぽてっと尻しり餅もちをついた。

　野次馬が今までで一番のどよめきを上げた。助かったことにではなく、この場に現れたレオを見て。まだ蔦つたをうねらせているセミロングが悲鳴を上げる。

「な、なんでこんなところに出てくるの……っ!?」

　叫ばれるのは、悪名高き通り名。




「殺さつ人じん鬼きエンフィールド、『時ヴイ計クト塔リアの・殺キ人ラ鬼ー』……っ！」




　それはこの英国で最も忌いむべき者、レオ・エンフィールドを示す名である。

　彼は２０２９年12月31日、ロンドンの時計塔とう前で史上最悪の大だい虐ぎやく殺さつを敢かん行こうする。

　男も女も関係なく、老いも若いも区別なく、すべてを斬り捨て血の海に沈しずめていく。

　その様子はテレビクルーに中ちゆう継けいされ、英国民の多くが未来視で『殺人鬼エンフィールドの惨さん劇げきを観みている自分』を体験している。

　そうして付いた通り名が『時ヴイ計クト塔リアの・殺キ人ラ鬼ー』。

　レオは未来の殺人鬼として英国中から忌き避ひされている。だが現代社会の法律は『未来で犯おかす罪』には対応していない。

　ティアが監かん視し役として派は遣けんされたのはこれが理由である。英国政府は法で裁けぬレオの粗あらを見つけようとしているのだ。

　また、英国校が本校と分校に分かれているのもレオが原因である。未来でエンフィールドの惨劇に関係する者は、すべて分校に送られている。

　無論、そうまでして未来の殺人鬼を保護していることに批判は集まる。

　毎月のように抗こう議ぎや脅きよう迫はく文が届き、マスコミからの突つき上げも後を絶たない。それにも拘かかわらず、ジオウィングがレオ・エンフィールドを保護しているのは偏ひとえに彼の有用性にある。

　ジオウィングが擁ようする10万人の覚醒者中、レオが位置するのは──序列２位。

　彼はほぼ最強クラスの覚醒者なのだ。

「英国校執行部レオ・エンフィールド。エレメント不正使用の容疑でお前を確保させてもらう。大人しく投降しろ。さもなくば実力行使に出る」

　威い圧あつ的な口調で宣言し、長剣を舞ぶ台たいへザンッと突き立てる。その瞳ひとみは冷たく、殺人鬼の名に恥はじぬ凄すごみを持っていた。セミロングは震ふるえながら、精せい一いつ杯ぱい手をかざす。

「何が投降よ……っ！　嫌いやよ、絶対に嫌！」

　両手が輝かがやき、蔦つたが鞭むちのように迫せまってきた。

「反はん抗こうの意志を確かく認にんした。これより威力制圧に入る」

　レオは長剣を抜ぬき、脇わき目めも振ふらずに駆かけ出した。蔦つたが目前にくる。だが銀光が走り、一瞬にしてバラバラになった。セミロングが「そんな……っ」と目を見開く。

　辿たどり着いた。レオの左手がセミロングの胸むな倉ぐらを摑む。

「ひぃ……っ」

　引き倒たおし、背中から床に叩きつける。体全体で倒れたので見た目ほどの痛みはないはずだが、野次馬たちから「ひどい……っ」と声が上がった。レオは顔色一つ変えない。

「投降しないなら、こちらも容よう赦しやする必要はない」

　長剣を掲かかげた。切っ先は喉のど元もとを狙ねらいすましている。セミロングの顔が青ざめる。

「う、噓うそ……噓でしょ!?」

「噓だと思うか？　お前の目の前にいるのは──殺人鬼だぜ？」

「い、いや、いやぁぁぁぁっ！」

　セミロングが悲鳴を上げ、野次馬たちは絶句し、レオは笑えみを浮うかべて長剣を振り下ろす。だがその腕うでへ、

「駄だ目めです、先輩！」

　ティアが縋すがりついてきた。切っ先はセミロングの頰ほおすれすれに突き刺ささる。

「……ちっ、外したか」

　レオはそう吐はき捨てると、セミロングから手を離はなし、長剣を光に還かえした。

　セミロングは心ここに在らずで震えている。レオはそれを一いち瞥べつし、

「後ほど執行部の人員がお前を訪ねる。素す直なおに答弁するんだな。そうすりゃ停学程度で済むだろう」

　腕にくっついているティアを振り払はらい、レオは去っていく。

　後に残ったのは、ステージ上に散らばった電光看板の残ざん骸がい。長剣を突きつけられ、今も震えの止まらない女子生徒。悠ゆう々ゆうと去る、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな殺人鬼の背中。

　それらの光景を目にし、野次馬の一人がぽつりと呟いた。

「……なんか、横暴じゃね？」

　声は波は紋もんのように広がり、盛大なブーイングへと変わった。

「殺人鬼のくせにでかい顔するな！」

「酷ひどすぎるわ！　女の子が可哀かわい想そう！」

「英国の面つら汚よごし！　この国から出ていけ！」

　皆みな、口々に殺人鬼エンフィールドを罵ののしり、石やゴミまで投げられた。

　だがレオ本人はどこ吹ふく風といった様子でふてぶてしく笑い、中央庭園を後にした。







　歩道に出てしばらくしたところで、後ろから追いかけてくる者がいた。ティアだ。

「レオ先輩！」

　足は止めなかった。歩を進めながらレオは言う。

「あれが執行部員の仕事さ。生徒のエレメント悪用の阻そ止し。ま、ストレス解消ってのもあるけどね。たまにああして暴れたくなるんだ。殺人鬼としては」

　後ろ手に軽く手を振る。

「監視役の前で暴れたのは失敗だったかな？　でも君が今日のことを政府に報告することはない。さっき話があると言ったのは覚えてる？」

　ティアからの返事はなかった。だが構わず続ける。

「もし報告したらその時は君を処理する。これは警告だ。報告はするな。現場にもついてくるな。命が惜おしければ黙だまって言うことを聞け。適当に虚きよ偽ぎの報告ができる程度の口裏は合わせてやる。だから君は何もせず、この学園で安穏と日々を──」

「今日のことで報告なんてしませんよ？　だってさっきの先輩の行動は殺人鬼としてのものじゃありませんから」

「なに？」

　思わず足を止めた。振り向くと、少女はどこか見み透すかしたような笑みを浮かべていた。

「わたしの任務はあなたを監視すること。レオ・エンフィールドが殺人鬼さながらの反社会的な行動を取った時、政府にその旨むねを報告することです」

「……ああ、分かっているよ。政府は俺を裁く理由がほしいんだ」

「でもさっきの先輩は殺人鬼なんかじゃありません。監視役だからこそ、わたしは公平にジャッジを下します」

　風が吹き、木こ漏もれ日が彼女の瞳に差し込んだ。

　フィンランド系に多いが、グレイの瞳は光の加減で色合いを変える。

　ティアの瞳は新緑色の輝きを見せ、見透かすようにレオを見つめた。

「セミロングの彼女さんへのあの殺人鬼めいた行動、あれは──わざとですね？」

「…………」

「彼女さんが看板を落として大参事になりかけたこと、先輩が暴れたおかげで、皆さん忘れちゃったみたいです。それどころか、彼女さんを慰なぐさめてる人までいました。レオ先輩はわざと泥どろを被って彼女さんを庇かばったんですよね？」

「…………」

「どうして、そこまでしたんですか？」

　ティアの口調には淀よどみがなく、声は確信を帯びていた。適当な言葉では誤ご魔ま化かせそうにない。レオは観念し、ため息をこぼした。

「未来を変えたいって願いは……他人ひと事ごとじゃないから」

　14歳の時、レオはウィンザーでパンデミックに遭そう遇ぐうし、未来を体験した。

　そこで視みたのは、時計塔の前で人々を惨ざん殺さつする自分。

　当時、ウィンザーで感かん染せんした者は観光客も含ふくめ、２万人いた。当然、なかにはレオに殺される未来を体験した人もいる。

　彼らは未来を覆くつがえすことを願った。その最も確実な方法は、簡単に思いつく。

　レオを殺すことだ。

　もしも学園に保護されなければ、レオの命はとっくに無かっただろう。

「俺は殺人鬼になる未来を視た。でも……そんな未来は御ご免めんだ。俺は誰だれも殺したくない。あんな未来は噓だと信じたい。あのセミロングの娘こも……きっとそんな気持ちなんだと思う」

「だから彼女さんの代わりに責められる役を買って出た、と……。不器用過ぎますよ」

　苦く笑しようされてしまった。どうにも落ち着かない気持ちになり、レオは目を逸そらす。

「……俺の目もく論ろ見みが甘かったせいもあるから。セミロングのエレメントが看板を落とすほどとは思わなかった」

　そう言いながらレオは己おのれの認識を改めていた。

　ティアのことは御ぎよしやすい監視役だと思っていた。だが虚偽を見み抜ぬく力は本物だ。

「ちなみにあの彼氏さんと彼女さんはどうなるんでしょうか……？」

「ステージ破は壊かいの責任は俺が持つ。罰ばつ則そく規定に反するとすれば、エレメントを彼氏に使ったことぐらいだよ。でもそれもやられた方が訴うつたえなければ問題にならない。全部合わせてもせいぜい執しつ行こう部ぶからの厳重注意程度で済むと思う」

「あ、いえそっちではなくて……つまり、未来は」

「……難しいところだ。あの様子なら彼氏はやはり弟のためにアビーを訪ねると思う。結局はくっついて、レストランの未み来らい視しに繫つながるのかもしれない」

「でも彼氏さんは彼女さん一筋だって言ってました」

「今日、その彼女にエレメントで攻こう撃げきされたけど」

「それは……」

「今日のことがきっかけでアビーになびいてしまう可能性もある。逆に今回の一件を乗り越こえても彼女を選ぶなら、彼氏の覚かく悟ごは本物だ」

　未来は分からない。まだ、誰にも。

　少しだけ気落ちした顔のティアを一瞥し、レオはまた歩きだす。

「今日のことはこれくらいでいい。問題は次からのことだよ。君の行動は後先考えな過ぎる。実際の現場はこんなもんじゃない。次からはちゃんと俺の指示に従ってほしい」

「あれ？　先せん輩ぱい、さっき現場にはついてくるなって言ってませんでした？」

「君にも特技があるらしいから。使えるものは使う。それだけさ」

　途と端たん、ティアの顔がぱあと輝いた。わざわざ大げさなポーズで髪かみを梳すき、胸を張る。

「フフン、認めるんですね？　このわたしがエリートだと！」

「別にそういうわけじゃないけど……」

「じゃあ、ちゃんと名前で呼んで下さい。ティアって。先輩、まだ一度もわたしの名前呼んでくれてないですよ？」

「そうだっけ？」

「そーですー」

　監かん視し役と監視対象という関係は変わらない。だが確かに名前すら呼ばないというのは英国紳しん士しとして礼を失する。観念して、口を開く。

「ティア」

　すると彼女は心底嬉うれしそうに、

「はい、レオ先輩っ♪」

　まるで花が咲さくように微笑ほほえんだ。

　それはとても魅み力りよく的な笑顔だった。しかし横向きに歩いていたせいで目の前の噴ふん水すいに気づかなかったらしい。

　レオへ笑みを送った直後、彼女は縁えん石せきに躓つまずき、ざっぱーんっと噴水に落ちた。

　ティアの「わひゃあ!?」という悲鳴を聞きながらレオは、

「……判断を早まったかな」

　ひっそりと頭を抱かかえた。







　その夜。女子寮りようの一室。

　ティアは明かりを落とした部屋で、ペンダントを手にしていた。

　転入時からつけている、銀細工のペンダントである。

　異例の転入だったため、ルームメイトはいない。

　一人きりの部屋でロケットを開き、ペンダントに向けて喋しやべり始める。

　小声なのは、万が一にも聞かれてはならない会話だから。

「……はい、はい。順調です。まだ警けい戒かいされている節はありますが、なんとか打ち解けられると思います。予定通りです。任せて下さい」

　昼間の様子と違ちがい、今のティアは人形のように表情がない。

　窓から差す月明かりのなか、少女は言った。

「殺さつ人じん鬼きエンフィールドの命は──わたしが終わらせます」
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　ティアが転入してきてから一週間が過ぎた。

　時刻は昼休み。レオはベンチでデバイスを操作している。

　表示されているのは日本のマンガコミックである。

　最近は監視という名目でティアと昼食を摂とることが多い。しかし今日は授業で遅おくれると連れん絡らくがあったので、こうして時じ間かん潰つぶしにコレクションのコミックを読んでいる。

「うん、やはり日本の文化は素す晴ばらしい……」

　今、読んでいるのは少年向けの勧かん善ぜん懲ちよう悪あくものだ。正義が悪を倒たおすという直球のストーリーなのだが、レオはその単純明快さが好きだった。

　日本のコミックは正義の在り方をとても真しん摯しに描えがいてくれる。

　時に主人公が人知を超こえた奇き跡せきでヒロインのあられもない姿に遭遇するという、英国紳士として眉まゆをひそめざるを得ないシーンもあるのだが、そういう時、レオは日本紳士が有する魂たましいの免めん罪ざい符ふ『ケシカラン』を唱え、すべてを許した。これを言えば大体の非道徳行動は許される。やはり日本の文化は素晴らしい。

　と、読書に耽ふけっていると、背後に気配を感じた。息をひそめ、忍しのび足で近づいてくる。

　だが歩ほ幅はばと足音で知り合いだと分かるので、警戒行動は取らない。

「だーれだ？」

　背中越ごしにふわりと抱だきついてきて、瞼まぶたを塞ふさがれた。レオは苦笑して答える。

「俺にこんなことするのは、リサだけだよ」

「ふふ、当ったりー」

　瞼が解放された。髪を二つ結びにした少女が顔を出し、にこっと微笑む。

　リサ・キーティング。

　レオと同じ高等部の二年で、情報科に属する生徒だ。情報科はレオのような特務捜そう査さ官の情報支し援えんを行っている。

　後ろから抱きついたまま、リサは少し変わった挨あい拶さつをしてきた。

「レオ。今日こそ、あたしを殺してくれる？」

　出会い頭がしらにはいつもこう言ってくる。なのでレオもいつも通りに返事をした。

「今日はやめとく。また今度」

「ちぇー」

　可愛かわいらしく唇くちびるを尖とがらせる。

　リサは殺人鬼のレオを恐おそれない、数少ない生徒である。そしてレオがほぼ唯ゆい一いつ、警戒せずに接することのできる相手でもあった。

「レオはお昼食べないの？」

「後こう輩はいを待ってて待機中なんだ。準備はしてあるよ」

　レオは横に置いておいた包みを掲かかげてみせた。売店の紙かみ袋ぶくろではなく、手作り感のあるラップ包みだ。それを見た途端、リサの顔が引きつった。

「ひょっとして、今日はレオのお手製サンドウィッチ？」

「ご名答。見てくれるかい？　今日は新作なんだ」

　ちょっと自じ慢まんげにラップを剝はがす。出てきたのは、スタンダードなブラウンブレッド。ただし蜂はち蜜みつとケチャップが滴したたり、色取り取りの錠じよう剤ざいがぶちまけられている。

「研究区域で開発された新しい栄養剤をまぶしてみたんだ。一番吸収効率のいい配分を計算してさ。ビタミン系が７種、ミネラル系が６種、あとは脳の運動系を活性化させる新型エルゴジェニック系が９種。これを昼の一食でいっぺんに摂れるんだ。さらには蜂蜜で糖質を摂りつつ、ケチャップで塩分も賄まかなえるって寸法さ。すごいだろ？」

　レオはこうした実用度の高い弁当をよく作る。実益を兼かねた趣しゆ味みである。

　非常に合理的だと思うのだが、リサからの評価はいつもよくない。

「えーと、美味おいしいの？　それ」

「美味しいよ。なぜなら栄養価が高いから」

「レオは舌がおかしいのかな。それとも判断基準がおかしいのかな。あたしはとっても心配だよ……。どっちにしろ他ほかの国の生徒がいる時に食べちゃダメだからね？　英国人は味オンチって悪評がさらに確固たるものになっちゃうから」

「自信作なんだけどな……。食べてみれば良さが分かると思うんだけど。一口かじっただけで脳がドドドッてなるんだ。リサ、一口だけ食べてみない？」

「うん、断固拒きよ否ひ。意味不明な擬ぎ音おんが不ふ穏おん過ぎるから断固拒否」

　笑え顔がおできっぱり断られた。がっかりしつつラップを戻もどす。

　すると、リサが「それはそうとさ」とジト目を向けてきた。

「今のこの体勢に何かコメントはないのかな？　男の子的にはドキドキじゃないの？」

　さっきからずっと背中に柔やわらかいものが当たっていた。密着しているので、ふにふにした感かん触しよくが満まん遍べんなく伝わってくる。だがレオは至って冷静に苦笑した。

「色いろ仕じ掛かけで動どう揺ようしてるようじゃ捜査官はやってけないよ。それに俺が女性相手でも臆おくさないように鍛きたえてくれたのはリサじゃないか」

「そうだけどさー。あーあ、最初の頃ころのレオは初心うぶで可愛かったのになぁ。ちょっと胸触さわらせてあげただけで顔真っ赤にしちゃってさ」

　戦せん闘とうや捜査方法に関しては自力で努力できる。だが異性への免めん疫えきとなると、一人ではどうしようもない。そんな悩なやみを抱えている時、色々と手て解ほどきしてくれたのがリサだった。

　おかげでレオは男女関係なく立ち回れるようになった。

　もちろん手解きと言っても、飛び抜ぬけて不道徳な行こう為いはしていない。一線はきちんと守っている。一応、リサは『……レオだったらいいよ？』と言ってくれたのだが、あくまで免疫をつけるための手解きなので、そこまで甘えるわけにはいかなかった。

　英国紳士として、本気でリサに欲情するようなことはあってはならない。

　と、そんなことを考えていると、リサが耳元で囁ささやいてきた。

「ねえねえ、レオ。そういえば、もう一つ教えてないことがあったの思い出したよ。これってレオが任務をしていく上でとっても必要なことだと思うの」

「ん？　どんなこと？」

「キス」

　猫ねこのように目を細め、リサが微笑む。

「レオ、まだしたことないでしょ？　だから、あたしとしとこうよ？」

　一いつ瞬しゆん、動揺してしまいそうになった。だがなんとか顔には出さず、平静を装よそおう。

「それはいけない。キスは恋こい人びと同士がすることだよ。俺はリサにそこまで甘えるわけにはいかないんだ」

　背中のリサをひょいと引き剝がし、咳せきばらいをしながら距きよ離りを取る。動揺を隠かくすためだったのだが、バレバレらしく、クスクス笑われてしまった。

「えー。レオってば、なんか乙女おとめみたい」

「ごほん。とにかくダメです。キスしてなくても捜査はできるよ」

　そう言いつつ、『……リサはキスとかしたことあるんだろうか』と少し気になった。

　色々と手解きはしてもらったものの、最初はリサもだいぶ緊きん張ちようしていたように思う。

　だからかなり気になった。しかし今訊きいたら藪やぶ蛇へびになりそうなので、レオは疑問をそっと胸の底へ沈しずめる。

「リサ、俺に何か用事があるんじゃない？　わざわざ昼時にくるくらいだし」

　話題を変えるための質問だった。だがすっとリサの表情が変わった。

　真ま面じ目めな顔で自分のデバイスを掲げる。

「実はそうなんだ。レオに報告にきたの。頼たのまれてた件、調べがついたよ」

　途と端たん、レオの表情も激変した。ベンチに駆かけ寄り、リサの肩かたを摑つかむ。

「まさかスクルドが見つかったのか!?」

　スクルド。

　その名はレオにとって、未来への手て掛がかりである。

　未み来らい視しのなか、殺人鬼のレオは群衆を惨ざん殺さつしながら叫さけんでいた。

　──邪じや魔まをするなッ！　俺がスクルドを殺さなきゃ終わらないんだッ！

　なぜ未来のレオはああまでして、スクルドなる者の命を奪うばおうとしていたのか。

　現在のレオはこう考えている。

　スクルドこそが夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームを広めている犯人──すべての元げん凶きようなのではないか、と。

　未来視が人じん為い的に起こされたものだと仮定した場合、その犯人を指して『感かん染せん源げん』と呼ぶ場合がある。

　もしもスクルドが感染源だとすれば、未来での自分の激高ぶりも納なつ得とくできる。

　14歳の時、ウィンザーのパンデミックですべてを失った。

　もしもスクルドが感染源で、あと一歩のところまで追いつめていたとしたら、自分は何があっても向かっていくだろう。殺人鬼にもなるかもしれない。

　ちなみに未来で殺してしまった人々の現在について、レオは調べることを許されていない。これはジオウィング本部からの直接命令である。『未来と現在の状じよう況きよう性に配はい慮りよするため』という灰色な理由だったが、無論抜け道はあり、リサにそれとなく調べてもらったことがある。

　ただリサ自身が『レオが被ひ害がい者しやの情報を知ること』をあまり快く思っておらず、教えてくれたのはほとんど周辺情報のみだった。それでも彼らの大部分が一いつ般ぱん人だということは分かっている。

　未来の彼らはかなりの勢いでレオに向かってきていた。一般人が殺さつ人じん鬼きに対して、あそこまで命いのち懸がけで向かってくることができるだろうか。

　ひょっとすると、彼らはなんらかの方法でスクルドに操あやつられていたのかもしれない。

　推論に推論を重ねた『たられば』の話である。それでもスクルドを見つければ、すべてが明らかになるはずだ。

　そう考え、リサにはスクルドの情報を当たってもらっていた。ようやく何かの手掛かりが摑めたのか、とレオは勢い込む。だがリサは首を振ふった。

「じゃなくて、最近頼まれた調べ物の方」

「……あ、ああ、そっか」

　もう一件、リサには調べ物を頼んでいた。成果があったのはそちらの方らしい。

　リサは細フレームのメガネ──情報科用のレンズ型デバイスを顔にかけると、腕うで輪わのデバイスと連動させる。ピッと電子音が鳴った。

「はい、送ったよ。頼まれたティア・ファーニバルの身辺調査、その結果報告」

　データを受信し、レオの左手で電子音が鳴った。ウィンドウを開くと、ティアの情報が表示された。学園長からのデータにはなかった情報である。

　透とう過かしているウィンドウの向こうからリサが言う。

「結論から言うと、黒だね」

「やっぱりそうか」

　未来視フェスタの騒そう動どうを経へて、レオとティアは一応のチームとなった。

　だがそれからすぐ、ティアの行動に不ふ審しんな点が出てきた。

　定期的にどこかへ連れん絡らくしている節があるのだ。もちろん政府への定期連絡ならば問題ない。こちらも織り込み済みである。

　そうではなく、特とく殊しゆな周波数で外部へ連絡している形けい跡せきがあるのだ。おそらくいつもつけているペンダントが通信機になっているのだろう。本人は上手うまく隠しているつもりのようだが、ティアがこっそりペンダントに囁いている場面をレオは何度か目もく撃げきしている。

　ジオウィングは立場上、敵が多い。レオ自身もいつ誰だれに狙ねらわれても文句の言えない立場である。ティアの通信相手が何者なのか、知る必要があった。
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「ティア・ファーニバルが転入前にいたとこね。政府の保護機関ってことだったけど、まず国内四か所の該がい当とう機関に記録無し。それっぽいところに潜もぐりまくって、ようやく見つけたよ。政府は政府でもティア・ファーニバルがいたのは諜ちよう報ほう機関──ティタニア騎き士し団だった」

「……政府の番犬か」

　21世紀の現在でも英国には無数の騎士団が存在する。無論、中世のようなものではなく、『名めい誉よや歴史ある団体』という意味で『騎士団』を名乗っている。具体的なところでは勲くん章しよう授じゆ与よ者の社交クラブや政治サロンに多い。

　ティタニア騎士団は政治的有力者と繫つながりが強く、彼らの番犬として外敵の排はい除じよなどを担になっている。限りなく実行部隊寄りの諜報機関である。

　また、米国のジョージ・コールドマンが英国に異能者の学園を築いたことを快く思っていない。これまでも違い法ほうすれすれの妨ぼう害がい工作を行ってきている。

「ティアを学園に送り込んだのは、本格的にジオウィング潰つぶしを始めたってことか？」

「今の時点ではなんとも言えないかな。ティア・ファーニバルって荒あら事ごとに特化してる感じじゃないんだよね？」

「面と向かって俺が負けることはないと思う。少なくとも実戦経験はなさそうだ」

「となると、情報工作員の可能性もあるね。ティタニア騎士団も一枚岩じゃなくて、こっちの内情を調べて懐かい柔じゆう策を取りたいって派は閥ばつもあるみたいだから」

「なるほど……。懐柔が目的なら俺の出る幕はないな。政治は学園長の分野だし、人が死ぬこともないだろうし。とりあえずは……ティアの目的を探さぐることが最優先かな。しばらくは泳がせてみよう。ティタニア騎士団もパンデミックは止めたいはずだ。捜そう査さを妨害してくることはないはず」

　でも、とウィンドウの向こうでリサの眉まゆじりが下がる。

「気をつけてね。レオのことだから油断はしないだろうけど、もし本格的にジオウィング潰しが目的なら、任務中にレオ自身を狙ってくることはあるかもしれないよ？　良くも悪くもレオは英国校の要かなめだから」

「……ありがとう。心得てるよ」

　頷うなずきつつ、レオは少しだけ胸に淀よどみのようなものを感じていた。

　もともとレオとティアは敵対関係である。昼食を一いつ緒しよに摂とるようになってもその関係は変わっていない。

　だがティアが時折見せる、ひどく無防備な表情。未来視フェスタを一緒にみてまわってほしい、と頼み込んできた時の顔。初めて名前を呼んだ時の、心底嬉うれしそうな顔。それらが少し気になっていた。

　そうして話が一段落した頃、校舎から小さな人ひと影かげが現れた。

　こちらに気づくと、「レオせんぱーい」と手を振って駆けてくる。

「ティアだ。授業が終わったらしい」

「あ、本当だ。あたし、初対面だから一応紹しよう介かいしてね」

　近くまでくると、ティアはリサに気づき、戸と惑まどうように足を止めた。

「あれ？　先せん輩ぱい、えっと……？」

　どこか不安げにレオとリサを交こう互ごに見る。レオは手をかざして紹介した。

「情報科二年のリサ・キーティング。主に情報支し援えんで俺も世話になってるんだ。ティアもこれからやり取りすることがあると思う」

　リサがメガネを外し、「どもー」と小さく手を振った。ティアの顔にも理解が灯ともる。

　すぐに挨あい拶さつするのかと思ったら、ティアは胸に手を当てて深呼吸を始めた。確かレオと初めて会った時もそうしていた。

　二、三回深呼吸をすると、ぱっと目を開き、どこか人見知り的だった空気が消えた。

「こんにちは、ティア・ファーニバルです。レオ先輩の監かん視し役として派は遣けんされてきた、英国政府のエリートです！　よろしくお願いします、リサ先輩っ」

　フフンと髪かみをはらうお決まりの動作をし、ティアは無意味に胸を張った。

　リサがちらっとこちらを見たので、レオは視線で頷く。とりあえず泳がせるつもりなので、普ふ通つうに接してくれればいい。意図を汲くみ取り、リサはにこっと笑った。

「うん、よろしくね。複合エレメントを使うせいで情報科はチーム制じゃないんだけど、あたしも気持ちはレオのチームのつもりだからさ。何か力になれることがあったらいつでも言ってね、ティアちゃん」

「はいっ、ありがとうございます。リサ先輩」

　二人は笑えみを交かわし合う。微笑ほほえましい光景だったが、ふいにリサが「あ、それからあたしね」とレオの腕うでに抱だきついてきた。そしてさらっと言ってのける。

「レオの恋人です♪」

「ええっ!?」

「リサ、ちょ、リサ」

　肘ひじにふにふにと柔やわらかいものが当たっている。それはいいのだが、一応リサとレオは良き友人である。なぜ突とつ然ぜんこんなことを言い出すのか分からない。そしてなぜかティアが思いきりショックを受けている。

「せ、先輩に恋こい人びとさんがいたなんて……っ。そんな、わたし、どうしたら……っ」

　よろよろとよろけ、目じりに涙なみだまで浮うかんでいる。

「いや別にどうもせんでいい」

　レオが冷静にツッコンだものの、ティアは聞いているのかいないのか、何やら思い詰つめた表情で叫んだ。

「……わ、分かりました！　リサ先輩が恋人さんなら、わたしもう必要以上にレオ先輩と親しくなりません！　具体的には半径３メートル以内には近づきませんから！」

「チームとして機能しなくなるぞ、それ」

　ちなみに学園ではヤードポンド法ではなく、国際単位系のメートル法が採用されている。他国の学園と協力する際、スムーズに意い思し疎そ通つうするためだ。その他ほか、細々したところで本部のアメリカ校やモデル校の日本校が基準になっていることは多い。

「リサ、冗じよう談だんはやめてくれ。ティアが無用の混乱をきたしている」

「え？　え？　今のはリサ先輩の冗談なんですか？」

「うん、ごめんね、ティアちゃん。今のは冗談」

　ぎゅうっとさらに抱きついてきて、肘がリサの胸に埋うまった。

「本当は肉体からだだけの関係です♪」

「ええっ!?」

「リサ……」

　ティアが青ざめた顔でよろける。

「それは予想外過ぎます。レオ先輩、大人ですね……。爛ただれた汚きたない大人ですね！」

「リサ、後輩のなかで俺の株が大暴落してる。勘かん弁べんしてほしい……」

「あはは、なんか楽しいねー」

　そうして騒さわいでいると、ふいに電子音が鳴り響ひびいた。リサのデバイスである。

　ウィンドウを開き、表示された内容を見て、リサの表情が変わった。

「ごめんね、ティアちゃん。レオをからかって遊ぶのはここまでみたい」

　すっと立ち上がったリサを見て、ティアは戸惑ったように目を瞬またたかせる。

　一方、レオも空気が変わったことを感じ、気持ちを切り替かえていた。

　リサが手早くこちらへデータを転送しつつ、説明する。

「情報科の統合本部から緊きん急きゆう連れん絡らく。国際指名手配犯のベイン・バウマンを発見。レオに確保命令が出たよ」

　そう聞いた途と端たん、レオの瞳ひとみが獣けものじみた輝かがやきを放ちだした。

「スクルド候補のベイン・バウマン。姿を見せるのは半年ぶりだな。時間と場所は？」

「チューリッヒ空港から航空機に搭とう乗じようしたのをスイス校が確かく認にんしたって。行先はニューヨーク。到とう着ちやくは９時間後」

「ここからでも専用機を飛ばせばギリギリ間に合うな。了りよう解かいした。ティア、いこう」

「え、先輩？　ど、どういうことですか……？」

「感かん染せん源げんを見つけるのが特務捜査官の使命だ。その感染源候補の一人が半年ぶりに姿を現した。俺たちで確保する！」

　レオは鋭するどく言い、先立って駆かけ出した。







　感染源が何か、ということについては科学からオカルトまで諸説ある。

　科学的な論ろん旨しで最近注目を浴びているのは、小しよう惑わく星せいの接近を原因とする説だ。

　２０２９年の今年、金星軌き道どうの小惑星アポフィスが地球に最接近する。アポフィスは21世紀初頭に発見されて以降、何度も地球衝しよう突とつの可能性を示し唆さされてきた。現在はギリギリ衝突軌き道どう外であると判明し、アメリカ航空宇宙局も『地球に甚じん大だいな被ひ害がいを及およぼすことはない』と公式発表している。だが最近になってアポフィスが理論値を大きく上回る重じゆう力りよく波はを出していることが分かった。

　一いつ般ぱん相対性理論が正しいとすれば時間は重力によって伸しん縮しゆくする。日に日に接近してくる小惑星アポフィスと未み来らい視しの因果関係について、世界中で検証が進められている最中だ。

　またもう一つの有望な論旨として、スイスで『時空軸じくのエネルギー枯こ渇かつ』を原因とする説が唱えられている。これはまだ10代の天才科学者が発表して注目を浴びた。現在は理論証明のため、全世界の素そ粒りゆう子し量を測定する仮想ＡＩ『スピカ』の開発が進められている。

　一方、オカルトを基き盤ばんとした説はとにかく乱雑で数が多い。

　各種宗教は恣し意い的てきに未来視を解かい釈しやくし、教義に即そくした感染源を定めている。主に天使や悪あく魔ま、それに仏ぶつ罰ばつなどである。

　また自じ称しよう・預言者が世界各国に乱立し、独自の解釈で未来視を語っている。

　米国では『太陽神の化け身しん』なる男が現れ、復活するムー大陸が未来視の原因だと主張している。日本では大予言ブームが再熱し、なぜか東洋人がノストラダムスの子孫を名乗って『アンゴルモアこそが感染源。世界は滅ほろぶ』と言っている。ネパールでは山籠ごもりしていた怪かい僧そうが人里に下り、『数百年後、神の槍やりを持つ王が降臨し、世界を征せい服ふくする。未来視はそれを回かい避ひする可能性を秘ひめている！』と託たく宣せんを告げた。

　こうした諸説がある一方、まっとうな論旨で人間を『感染源』とした場合、容疑者候補はそれほど多くない。未来視を起こし得る人間など限られているからだ。

　ベイン・バウマンはその数少ない容疑者候補の一人である。

　ベインはその筋では名の知れた量子物理学者だった。

　量子物理学では未来が過去に影えい響きようを与あたえる。量子は『波と粒つぶ』という二つの形状を持つが、どちらになるかは観測によって決定される。未来で行った観測方法によって『量子は波であった』『量子は粒であった』という過去が左右されてしまうのだ。

　有名なたとえは『シュレーディンガーの猫ねこ』である。これはもともと素粒子の振ふる舞まいが巨きよ視し的てきにはあり得ないことを説明したものだったが、ベインは逆にこのシュレーディンガーの思考実験を巨視的な現象として再現する研究を行っていた。

　一つの可能性として『ベインが行った実験の成果、もしくは末路がパンデミックなのではないか』とジオウィングは考えている。事実、サンフランシスコ、パリ、アムステルダムの大規模感染の際、ベインがそれぞれの都市近きん郊こうにいたことが確認されている。

　半年前はオランダ校が確保に向かい、失敗した。ゆえに今度はヨーロッパ圏けんの序列トップであるレオにお呼びが掛かかったというわけだ。

　無論のこと、『人間の感染源候補』であるベインは、レオにとってはスクルド候補でもある。確実に捕とらえなければならない。

　レオとティアは英国校の輸送ジェットに乗り、ニューヨークへ飛んだ。

　２０２９年現在、ニューヨークには空港が四つある。ベインの航空機は最も新しい空港に向かっていた。レオたちの到着はベインの航空機とほぼ同時だった。

　第10ターミナルに降り立ったレオは空港スタッフから手早く必要事じ項こうを聞き、ベインのいる第１ターミナルへ急いだ。ティアも後ろからついてくる。

　すでに空港と話はついており、ベインの航空機は客を降ろさずに待機している。

　スタッフ用の通路で最短距きよ離りを進み、程ほどなくして第１ターミナルに着いた。

　通用扉とびらを開くと、巨大な中央ロビーの光景が目の前に広がった。

　天てん井じようには反転フラップ式の案内表示機とアメリカ国旗が下がっており、その下を何百何千という一般客が旅りよ行こう鞄かばんやキャリーバッグを手に行き交かっている。

　吹ふき抜ぬけの二階ラウンジへはエスカレーターが延びており、ハンバーガーショップやアイスクリームショップが並んでいた。

　ベインの航空機は７番ゲートである。真っ直すぐそちらへ向かおうとしたレオは、驚おどろきで目を見開いた。同じことに気づいたティアが声を上げる。

「なんかお客さん出ちゃってるみたいですけどっ。空港が止めてくれてるはずじゃ……」

　ティアの言う通り、７番ゲートから乗客たちが続々と出てきていた。レオはすぐに駆けだし、若いスタッフの肩かたを摑つかんだ。デバイスで身分証を表示し、

「ジオウィングです。７番の到着ゲートは止めるように指示したはず。どういうことですか!?」

「えっ、そのご指示は取りやめにするってさっき連れん絡らくがきましたよ。ジオウィングのジュリア・ウォーカーという方のお名前で……」

「……っ、クソッ、アメリカ校の仕し業わざか！」

　ジオウィングの学園同士でも、やり方や方針で時折食い違ちがいが生じる。

　今回の場合、英国校が出しゃばってきたことをアメリカ校が嫌きらったのだろう。

　ジュリア・ウォーカーと面識はないが、確かアメリカ校の捜そう査さ官だったはずだ。

　あちらはあちらのやり方でベインを確保するつもりらしい。

　レオは頭を切り替え、スタッフのポケットへ高額のチップを差し入れた。

「乱暴な物言いをしてすみませんでした。こちらの伝達ミスだったようです。チューリッヒからの乗客は何分ぐらい前から出始めましたか？」

「２、３分前からです。出ていったのはまだ四、五十人ってところですよ」

「ご協力に感謝します」

　チップのおかげでスムーズに情報を得られた。にこやかになったスタッフに見送られ、レオは到着ゲートの人波を追い始める。ティアが横に並んでこちらを見上げてきた。

「不測の事態ですか？」

「よくある縄なわ張ばり争いさ。アメリカ校は自分たちの国で勝手に動かれるのが癪しやくに障さわるらしい。到着ゲートを開けたのは……おそらくベインを泳がせるつもりなんだと思う。協力者がいるなら一いち網もう打だ尽じんにしようと考えてるんだ」

「じゃあ、わたしたちはどうします？」

「泳がせて逃にげられたら元も子もない。アメリカ校のやり方に合わせてやる必要もない。ここで確保する」

　会話しながらレオの目は人波を注視している。案内表示機の下、鉄道への連絡口前、サービスカウンター横……やがて眉まゆがピクリと上がった。

「──いた。ベイン・バウマンだ」

「えっ、むぐう!?」

　声を出しかけたティアの口を塞ふさぎ、柱の陰かげに隠かくれる。

　視線の先にいるのは、40代ほどのやつれた男だ。皺しわのついたダークスーツ姿で、ジュラルミンのアタッシュケースを持っている。

　ちょうど動く歩道──オートウォークに乗り込んだところだった。警けい戒かい心しんを必死に自制しているような表情だ。単純な逃とう亡ぼう者の表情である。到着ゲートを開放したことが怪け我がの功名になったようだ。ベインは空港に追手がきていることに気づいていない。

「タイミングが命だ」

　機内で確保する算段だったので、レオとティアは制服を着てきてしまっている。

　転入生のティアはともかく、レオの制服を見れば、ベインは一発で追手だと気づくだろう。

　オートウォークは空港の玄げん関かん口前まで延びている。末まつ端たんがちょうど二階エスカレーターの降り口と合流しており、ちょっとした人ひと混ごみになっていた。

「あそこだ。俺たちに気づいても、人混みをかき分けて進むのは難しい。ベインがオートウォークを降りた瞬しゆん間かん、俺がエレメントの身体強化で一気に距離を詰つめる。ティアはここで待機しててくれ。……ん？　聞いてる？　ティア？」

　ふと見下ろすと、ティアの目がぐるぐるしていた。口と鼻を思いきり塞いでしまっていた。慌あわてて離はなしてやると、ティアは「ぷはっ」と息を吸い込む。

「ごめん、大だい丈じよう夫ぶだった？」

「大丈夫じゃありませんっ。レディになんてことを、ことを、っとっとと……？」

　文句を言いながらよろけていくティア。「え、ちょ」と手を伸のばすが届とどかず、そのままティアは──そばにあったレンタルカートの列に激突した。ガシャンと盛大な音が響く。

　周囲の一般客たちが一いつ斉せいにこちらを見た。レオははっとしてオートウォークを見る。

　ベインがこちらを見ている。

　目が合った。

　その瞬間、ダークスーツの身がオートウォークの手すりを跨またいだ。そのまま人通りの少ないオートウォーク横を全速力で駆けていく。

　クソッと毒づいて、レオがエレメントを出そうとした、その時。

　ふいに二階ラウンジから大声が響ひびいた。

「待ちなさい、ベイン・バウマン！　私はジオウィング・アメリカ校のジュリア・ウォーカー特務捜査官！　この私から逃げられると思って？　大人しく投降しなさい！」

　ポニーテールの少女がラウンジの欄らん干かんで胸を張っていた。

　格好は英国校とデザイン違いの制服。背後には10人近い生徒を引き連れている。

　アメリカ校の生徒たちである。こちらがミスをしてベインに気づかれたので、出てきたのだろう。だがわざわざ名乗りを上げる意味が分からない。そんなことをする暇ひまがあるなら奇き襲しゆうでもなんでもすればいい。

　事実、ベインはジュリアたちに取り合わず、玄関口へ向かってしまっている。

　レオはエレメントを出し、光を纏まとって駆けだした。長ちよう剣けんの第二段階にすれば空港がパニックになるので、第一段階の十字石状態で手に握にぎっている。

　動線確保のパーティションを絶ぜつ妙みような角度で蹴けって跳ちよう躍やく。一般客たちの頭上を飛びながら二階ラウンジを一いち瞥べつ。捜査官としての威い圧あつ的な口調で抗こう議ぎする。

「派手好きも大たい概がいにしてくれよ、アメリカ校！　特大ピザと下品なジョークで馬ば鹿か笑わらいするしか能がないのかお前らは！　それだけ人数いるなら他ほかにやりようがあるだろ!?」

「はあ!?　勝手なこと言わないでよ、英国校！　そっちがミスしなければ私たちはずっと追つい跡せきしていたわ！　そっちこそ吐はき気がするようなフィッシュ＆チップスで胃もたれティータイムでもしてなさいよ！　──って、あなた……『時ヴイ計クト塔リアの・殺キ人ラ鬼ー』!?　なんでこんなところにいるのよ!?」

「悪いが俺はもともと海外専門だ！」

　英国では殺さつ人じん鬼きとして名高いレオも、海外ではそこまで顔を認にん知ちされていない。

　無論、英国の未来の惨さん劇げきは世界中の知るところだが、未来の殺人鬼が自国にきているとは誰だれも思わない。よってレオの任務は主に国外中心となっている。

「くっ、よりにもよって『時ヴイ計クト塔リアの・殺キ人ラ鬼ー』に邪じや魔まされるなんて……っ！　させないわ、ベインを確保するのは私たちよ！」

　ジュリアが欄干の上を走りだした。そのままエスカレーターの手すりへ飛び移り、ポニーテールを振り乱して駆かけ下りる。一いつ般ぱん客たちがぎょっとするが、ジュリアは気に留めない。

　二人の追手が急激に距離を詰めてくるのを見て、ベインは絶望的な顔をしていた。

　玄関口まではあと少しだ。だがその前にレオかジュリアのどちらかが追いつくだろう。

　汗あせをまき散らしながら走り、ベインは叫さけんだ。

「馬鹿な、こんなところで捕つかまってしまうのか……っ!?　ここが私の未来の終着点だと!?　嫌いやだ、絶対に嫌だ！　私にはまだ研究すべきことがある。私が解き明かすべき謎なぞが世界にはまだあるのだ！」

　ひどく葛かつ藤とうした顔で祈いのるように手を伸ばし、そして、

「未来の女め神がみよ！　どうか私に運命の祝福を……っ！」

　物理学者の声がロビーに木霊こだました。

　その瞬間だ。ふいにどこからともなく歌が聞こえた。

　まるで讃さん美び歌かのように荘そう厳ごんで、鎮ちん魂こん歌かのように哀かなしい歌である。

　レオはこの歌を知っている。あの日、ウィンザーで聞いたのと同じ歌だ。

　そう気づくと同時、激しい頭痛がレオを襲おそった。まるで脳に針を突つき刺さされたような痛みだった。ジュリアも同じ痛みを感じたらしく、バランスを崩くずし、エスカレーターの手すりから足を滑すべらせた。そのまま観賞用の植え込みへ落下する。

　アメリカ校の生徒たちも頭を押さえて蹲うずくまっている。

　だがそれらはまだ軽い症しよう状じようだった。覚かく醒せい者の彼らだからこそ、その程度で済んだのだ。

　頭痛に顔をしかめながら、レオは悪夢のような光景を目にした。

　第１ターミナルに行き交っていた数百人、数千人の一般客たちが一斉にバタバタと倒たおれていった。

　まずは玄関口。ベインの叫びを聞き、怪け訝げんな顔で振り返っていた一般客たち。彼らはまるで糸の切れた人形のようにバタバタと倒れていった。いくつものキャリーバッグが床ゆかを滑り、千切れた腕うで時ど計けいやネックレスが散乱する。

　昏こん倒とうの波はそこからロビー全体に広がった。まるでスタジアムのウェーブのように、あるいはドミノ倒しのように、人々は倒れていく。

　最も酷ひどい惨劇が起きたのは、二階ラウンジへ続くエスカレーターだった。

　上側で倒れ、次々に人が降ってくる。だが皆みな意識を失っているので、踏ふん張ることができない。よって人間の雪崩なだれが起きてしまった。人が次々に折り重なり、エスカレーターの下には肉の山ができていた。おそらく十数人は圧死してしまっただろう。肉の山からは赤い液体が染しみ出してきている。

　レオは頭を押さえたまま、愕がく然ぜんと呟つぶやく。

「パンデミックだ……」

　一斉に起こる集団昏倒。この現象は紛まぎれもなく夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームのパンデミックである。

　覚醒者はパンデミック内でも昏倒しない。激しい頭痛に襲われるが、意識を保つことができる。

　特務捜査官になって以降、レオはパンデミック後の現場に出向いたことは幾いく度どもある。だがこうしてパンデミック発生に直面するのは14歳のウィンザー以来だった。

「ベイン！　このパンデミックはお前が引き起こしたのか!?」

　レオは膝ひざをつきながら声を張り上げた。

　現在、空港内の一般人は昏倒し、覚醒者は頭痛に苦しんでいる。

　そんななかベインだけが呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。昏倒もせず、頭痛を感じている様子もない。レオの方を見て、物理学者は目を瞬またたかせた。

「私が……？　違う、私じゃない。私じゃないんだ」

「お前以外に誰がいる!?」

　ベインはパンデミックのなかでなんの影えい響きようも受けていない。こんなことはレオの知る限り前例がなかった。だがベインは必死な顔で首を振ふる。

「違う、私じゃない。だって私は持っていないんだ……っ！」

　言葉の意味は分からない。だがレオは確信した。

　ベイン・バウマンはパンデミックの発生条件を知っている。未み来らい視しを巡めぐるこの状じよう況きようの核かく心しんを何かしら知っている。

　レオは歯を食いしばって駆けだした。棒立ちのベインのもとまで到とう達たつし、ネクタイの根元を摑つかみ上げる。殴なぐり飛ばして昏倒させるつもりだった。今、この空港内で昏倒させられた人々と同じようにしてやるつもりだった。だが、

「──っ!?」

　一いつ瞬しゆん早く、銃じゆう声せいが響いた。ベインの体がビクッと震ふるえる。

　同時、玄関口のガラスが一斉に砕くだけた。空港の外からの銃じゆう撃げきだった。鼓こ膜まくをぶち破るような銃撃音が連続する。

「ティア！　物もの陰かげに隠れろ！」

　レオはとっさに跳躍。ベインの胸むな倉ぐらを摑んだまま、間かん一いつ髪ぱつで射線から逃のがれる。だが昏倒した人々が次々に跳ちよう弾だんを浴びてしまった。意識のないまま物言わぬ屍しかばねになっていく。

「ちくしょう……っ！」

　歯は嚙がみするレオ。その視界にティアの姿が映った。

「先せん輩ぱい、こっち！」

　ティアはナビゲートカウンターの陰にいた。ベインを引きずり、そこへ隠れる。

「先輩っ、大丈夫ですか!?」

「大丈夫だ！　俺は大丈夫だけど……っ」

　銃撃は止やまず、被ひ害がい者しやが加速度的に増えていく。意識がないので誰も逃げることができない。玄関口では襲しゆう撃げき者たちが姿を現していた。黒ずくめの集団だった。サブマシンガンで武装し、顔にはふざけたゾンビの被かぶり物をしている。

「先輩、あの人たちは一体……っ」

「分からない。でもエレメントの光がある。奴やつらは覚醒者だ」

　銃こそ使っているが、ゾンビたちの体からは光の粒りゆう子しが漏もれていた。そして微び妙みように動きがぎこちない。おそらくレオたち同様、頭痛を感じているのだ。覚醒者で間ま違ちがいない。

「ベインを迎むかえにきた仲間だろう。俺たちに確保される前に力ずくで奪うばうつもりなんだ」

「残念だが……それは違う。彼らが私の身を案じているなら、いきなり撃うってきたりはしないさ」

　そう言ったのはベイン本人だった。ティアが「せ、先輩！」と悲鳴を上げる。

　見れば、ダークスーツが赤黒く変色していた。

「ベイン!?　お前撃たれたのか!?」

「はは、最初の一発が見事に命中したんだ。私は彼らから逃れるためにアメリカまできたんだよ。どうやら先回りされてしまったようだがね……」

「クソッ、まだ死んでもらっちゃ困るんだよ……っ」

　スーツを脱ぬがし、シャツをめくり上げる。右肺の下辺りが貫かん通つうしていた。止め処どなく血が溢あふれている。レオは止血のために自分の服を破こうとしたが、そこで──ティアが身を乗り出してきた。

「わたしがやってみます！」

「ティア？」

「わたしのエレメントならきっと……っ」

　光の粒子が集つどい、手のなかに鉱石が現れた。まるで花のような形をしている。

「砂漠のデザート・薔薇ローズ……？」

　レオも初めて見る種類だった。立場上、鉱石の種類には詳くわしいが、砂漠のデザート・薔薇ローズが顕けん現げんしたエレメントは初めて見る。

　砂漠のデザート・薔薇ローズ。それはオアシスだった場所で産出される鉱石だ。どうして薔ば薇らのような形になるのかは分かっておらず、自然の奇き跡せきとも言える鉱石である。
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「『あデなイたアに永・久メのフ安イらスぎトをラ』」

　おそらくそれがエレメント名なのだろう。ティアが呟くと、砂漠のデザート・薔薇ローズから無数の花びらがこぼれ落ちた。花びらはベインの傷口へと降り注いでいく。

　レオはふと思い出し、納なつ得とくした。ティアはエレメントの第一段階と第二段階を区別できていなかった。それもそのはずティアのエレメントは形状が変わらないのだ。第二段階でも鉱石のまま、こうして花びらで異能を発揮するのだろう。やはり初めて見るタイプのエレメントだ。

「傷が……」

　レオの見ている前で、ベインの出血が止まった。半はん透とう明めいに輝かがやく花びらが触ふれると、まるで時が止まったかのように出血が滞とどこおっていく。

「治ったわけじゃありません。わたしに出来るのはただ止めるだけ。異能が有効なうちにお医者様に診みせて下さい」

「分かった。医者を呼べる状況にするのが俺の仕事だ」

　十字石が輝き、長ちよう剣けんに姿を変える。花びらに胸を包まれているベインがわずかに顔を上げた。

「その長剣、君はまさか……『時ヴイ計クト塔リアの・殺キ人ラ鬼ー』か？」

「まあな。そう呼ばれることは多い」

「そうか……まさか殺さつ人じん鬼きに庇かばわれることになろうとは。だが君一人で彼らを止められるのか？」

「やるしかないだろうさ。奴ら、お前の死体を確かく認にんするまで止まらないだろ？」

　ゾンビの集団は銃撃を続けながらロビーに侵しん入にゆうしてきていた。

　パンデミック中なので空港の保安隊はやってこない。アメリカ校の生徒たちも銃撃によって散り散りになったようだ。

　レオは胸中で舌打ちする。

　銃を使っているということは、敵は使い勝手の悪いエレメントばかりなのだろう。だからこそ武装しているのだろうが、こちらからすればその思いきりの良さが厄やつ介かいだ。

　よほど相あい性しようのいいエレメントでもない限り、覚醒者にとっても銃の相手は難しい。

　ましてや、レオの得物は長剣である。ティアもリーチの差に気づいたのか、不安げに見上げてきた。

「先輩……」

「心配ない。負けはしないよ。ただ……」

　殺さずにおけるかどうか。

　レオの異能はただ長剣を出すだけではない。異能をフルに発揮すれば、たとえ銃が相手だろうとレオ・エンフィールドに負けはない。ただし加減が利きかない。使えば確実に相手を殺してしまう。

　未来の殺人鬼と呼ばれているレオだが、人の命を奪ったことはない。

　だがついに一線を越こえる時がきてしまったのかもしれない。

「……迷ってる場合じゃないな」

　そろそろ３分が経過する。意識を未来に飛ばされた人々が帰ってくる。彼らが起き出せば、犠ぎ牲せい者しやはさらに増えるだろう。

　ゾンビの集団を睨にらみ、レオは覚かく悟ごを決める。すると、ふいにデバイスが振しん動どうした。

　シークレットモードにしてあるので音はしない。見ると、ティアの方も振動しているらしく、デバイスに目を向けている。回線を開くと、息をひそめた声が響ひびいてきた。

「グッド。生きてたみたいね、殺人鬼？」

「その声……猪ちよ突とつ猛もう進しんなじゃじゃ馬娘むすめか」

「軽口が言える程度には元気なようね。上々よ。ま、殺人鬼なんてとっとと縛しばり首にすべきだと思うけど。英国には縄なわ職人が足りないのかしら？」

「そっちこそ元気そうで何よりだ、じゃじゃ馬娘。死にたくなった時はいつでも言ってくれ。馬の解体は経験ないけど、君のためなら全力で剣を振るうよ」

　悪態を言い合った後、通信相手──ジュリアが言った。

「生きてるなら手を貸しなさい、殺人鬼。奴らに正義の鉄てつ槌ついを下すわよ」







　ゾンビ集団のユニットリーダーは、ひそかに焦あせりを感じていた。

　彼らは13人でユニットを組んでいる。

　目的は量子物理学者ベイン・バウマンの確保もしくは抹まつ殺さつ。

　13人全員が覚かく醒せい者だったが、まともな異能を持っていない。

　成人の覚醒者は珍めずらしく、場合によっては諜ちよう報ほう機関に徴ちよう用ようされることもあるのだが、彼らは見向きもされなかった。

　元々はみ出し者だった彼らを必要だと言ってくれたのは、彼らの雇やとい主だけだった。

　だから彼らは雇い主に忠誠を誓ちかっている。

　誰だれにも必要とされない。未来もない。だから雇い主の命令だけがすべてだ。

　玄げん関かん口はだいたい血の海になった。

　しかしベインの死体はまだ見つからない。ユニットリーダーは時計を確認する。

　２分30秒経過していた。３分経たてば、床ゆかに転がっている者たちが目覚め始める。

　空港保安隊も駆かけつけてくるだろう。ベインを見つけるのは難しくなる。

　雇い主がせっかく起こしてくれたパンデミック。それを無む駄だにしてしまう。

　ユニットリーダーの焦りはさらに増していた。

　どうにか成果を挙げるため、ユニット全体に散開の指示を出そうとする。

　そうして手を上げた時、異変に見み舞まわれた。

　ユニットリーダーの彼だけではない。異変は13人全員に同時に起きた。

　思考が混こん濁だくした。まるで他人の思考が流れ込んできたかのように、頭のなかに言葉が溢れる。

『なんだこれはどうした誰報告を銃を劇的が俺に向けるなやめベインはどこ何が』

　見れば、足元の床全体にジジィッと紫し電でんが走っている。エレメントによる攻こう撃げきだった。

　ユニットリーダーは指示を出そうとしたが、その思考が自分のものなのか、部下のものなのかも分からなくなっていた。自分と他人の境界が曖あい昧まいになっている。

　だが息を吞のんだ途と端たん、確かなものがあると分かった。体の反応である。思考の境界は曖昧になっても、肉体は自分だけのものだ。

　しかし感動してはいられない。なぜ自分が息を吞んだのか、彼は感覚で理解していた。

　ナビゲートカウンターの陰かげから少年が飛び出してきていた。その手には銀色の長剣が握にぎられている。頭のなか、英国人のメンバーが思考で悲鳴を上げたのが分かった。

　向かってきているのは殺人鬼。

　２０２９年に世界を震しん撼かんさせる七大絶ぜつ禍かの一つ、『時ヴイ計クト塔リアの・殺キ人ラ鬼ー』である。







　レオは銃じゆう弾だんの雨をかいくぐって突つっ込んでいく。

　ジュリア・ウォーカーのエレメントはトルコ石、電でん撃げきを操あやつる異能だった。

　ただし直接的な攻撃力は高くない。代わりに『思し考こうの並へい列れつ化か』という恐おそるべき力を持っていた。彼女は任意の範はん囲いにおいて、複数の人間の思考を強制的に一まとめにできるらしい。無論、強力であるがゆえ、制約も多い。一番のリスクはこの異能を発揮している間、彼女自身が無防備になってしまうことだ。

　だが今この瞬しゆん間かんに限っては問題ない。ジュリアは『思し考こうの並へい列れつ化か』で敵の足並みを乱してくれさえすればいい。

「その間に──俺が斬きり込む！」

　かくしてレオはゾンビ集団のど真ん中へ到とう達たつした。

　同時、ジュリアがエレメントを解除し、『思し考こうの並へい列れつ化か』が終わる。

　ゾンビたちがふらつきながら銃を構え直した。だが、

「遅おそい！」

　瞬時に斬ざん撃げきが走り、周囲にいたゾンビの銃と腕うでが斬り裂さかれる。

　やや離はなれたところにいた一人が銃口を向けてきた。だがレオは姿勢を低くし、一瞬で懐ふところに飛び込んだ。

「速い……っ!?　ば、化物め……っ」

「化物？　いいや──殺人鬼だよ」

　長剣の柄つかでゾンビのあごをかち上げた。「ぎゃっ」と短い悲鳴を上げて倒たおれるのを見み届とどけず、次の獲え物ものに視線を向ける。何人かが被かぶり物の下で「ひぃっ！」と呻うめいた。

　ああ、英国人だな、とすぐに分かった。ならばそのリクエストに応こたえよう。

「『時ヴイ計クト塔リアの・殺キ人ラ鬼ー』の名は知っているな？　その俺の前で銃を抜ぬいたんだ……覚悟は出来てるんだろうなぁッ！」

　高笑いを上げ、さらに斬撃を走らせる。呻いていた数人が完全に錯さく乱らんし、統制が失われた。冷静さを失った者は戦力にならず、まだ判断力のある者は同士討うちを恐れて発はつ砲ぽうできない。完全に制圧可能な状じよう況きようだった。

　だが戦況とは別の意味で、レオは追い詰つめられ始めていた。

　肉を斬る感かん触しよく。腕だけを狙ねらって斬っているが、それでも生々しい感触は伝わってくる。

　最初は演技だった。しかしいつしか異様な興奮に包まれている。

「は、あは、あはは、あははははッ！」

　歓かん喜きが腹の底から湧わいて出た。高笑いが演技なのか本気なのか、自分でも分からなくなってくる。とうとうレオは叫さけんだ。

「もっと、もっとだ！　もっと斬らせろォ！」

　返り血のなかで嗤わらう。斬りたい。もっと斬りたい。

　腕だけでは足りない。もっと致ち命めい的てきなものを。胸を、胴どうを、首を斬りたい。

「お前らもっと抵てい抗こうしろ！　気合いを見せろ！　殺さなきゃ無理だって俺に思わせてくれよ!?」

　敵の一人の被り物がずれ、床に落ちた。現れたのは、どこにでもいそうな貧弱な男の、恐きよう怖ふに引きつった顔。犯罪者というより憐あわれな子羊の顔だった。

　だがそんなのどうでもいい。男の脳天に叩たたきつけるため、長剣を振ふり被った。そして、

「撤てつ退たいだ！　撤退する！」

　振り下ろす間ま際ぎわ、リーダー格らしき男が声を張り上げた。同時、光が[image: ]ほとばしった。閃せん光こう弾である。

「ちぃ……っ！」

　レオは反射的に回かい避ひ行動を取った。敵の攻撃を避よけるため、力任せに飛び退すさる。だが予想した攻撃はなく、集団の気配はすぐにどこかへ消え去った。

　レオたちの勝利である。ひどく血ちなまぐさい、苦い勝利だった。







　それからしばらくして。

　場所は第３ターミナルの壁かべ際ぎわ。臨時休業となったテナント横で、レオは床に直接腰こしを下ろしている。空港内には英国人もいるため、未来の殺人鬼だと分からないよう、医い療りよう用のマスクで顔を隠かくしている。

　ゾンビの集団が去った後、応急救護の手伝いをし、ようやく一段落したところだ。

　結局、パンデミックの感かん染せん範囲は第１ターミナルとその周辺施し設せつだけだった。パンデミックとしては極ごく々ごく小規模である。むしろこんな局所的なものは例がない。

　死者は今のところ２００余名。その多くはエスカレーターにいた人々で、一部アメリカ校の生徒も含ふくまれる。パンデミックとしては小規模だが、それでも死者が出たことには変わりない。

「また、助けられなかった……」

　膝ひざがしらに顔を埋うずめ、レオは唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　レオの異能は全力で振るうと確実に相手を殺してしまう。だがその覚悟を決め、すぐにゾンビたちを殺し尽つくしていれば、死なずに済んだ人々もいたかもしれない。

　ゾンビたちと戦っている間、人を斬りたいという衝しよう動どうが湧いてきた。

　普ふ段だんは否定していても、殺さつ人じん鬼きの萌ほう芽がは確かにあるのだ。

　レオは制服の胸むな元もとをぎゅっと摑つかんだ。

　未み来らい視しのなかで、殺さつ戮りくを行っているレオには、胸に傷があった。

　左胸から右わき腹にかけて一直線の傷だ。

　今現在のレオにその傷はない。しかしいつの日かその傷が刻まれ、殺人鬼の未来が確定する──そんな予感があった。

　ならばいっそのこと今日堕おちて、ゾンビたちをすぐに倒していれば、この場で救えた命もあったかもしれない。

　だがそうなれば当然、１年後、別の命がこの手で散らされてしまう。

　八はつ方ぽう塞ふさがりの苦く悩のうは、どこまでもレオを苛さいなんでいた。

「せんぱーい、お水もらってきましたーっ」

　ふいに声がして、ティアがテナントの裏から顔を出した。

　レオははっとし、表情を改める。

　ペットボトルを持って駆けてきたティアへ、平然とした顔で礼を言った。

「ありがとう。そこに置いておいて。あとで飲む」

「了りよう解かいです。ここ置きますね。その、大だい丈じよう夫ぶですか？　銃を相手に戦った後で、応急救護まで手伝って疲つかれてるんじゃ……」

　ティアの気き遣づかいに対し、レオはすぐに答えた。見事に形作られた、捜そう査さ官の顔で。

「問題ない。未来視の捜査をしていれば、こんなことは日常茶さ飯はん事じだから」

　現在、空港は全線をストップし、この第３ターミナルには軽傷の感染者たちが集められている。レオたちの視線の先では空港保安隊とアメリカ校、それにＣＩＡが協力し、彼らから調書を取っていた。

　皆みな、今回のパンデミックで未来を体験した。

　その情報は個人単位のものがほとんどだが、稀まれに国家の行く末を示し唆さするものもある。よってパンデミック後は必ず綿密な聞き取りが行われるのだ。

「あ。これ、アメリカ校のジュリアさんからです。英国校でも照会しなさいって」

　ティアが差し出したのは、８名の特異死亡者リストだった。

　今回の犠ぎ牲せい者しやのなかには、他国での感染経験者がいた。彼らはゾンビの銃じゆう撃げきも受けず、ベンチに座っていたのだが、死亡してしまった。倒れて頭などを打ったわけでもない。

　夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームに感染すると人は意識を未来に飛ばされる。その後、もう一度感染すると無条件に死亡してしまうのだ。つまり二度目の感染は死を意味する。原因は不明だが、アレルギーのアナフィラキシーショックのようなものではないかと考えられている。

　無論、覚かく醒せい者だけは例外である。覚醒者はパンデミックという感染の渦うずに何度入ろうとも死亡しない。ジオウィングの覚醒者たちが捜査官として容認されている理由の一つである。

　リストの８名は二度目の感染で死んでしまった人々だ。見れば内２名ほどが英国国こく籍せきだった。

「了解。あとでリサに照会してもらおう」

　ちなみにベインの傷は予想以上に深く、病院に搬はん送そうしても助からないだろうと判断された。よって現在はアメリカ校がエレメントによる治療を試みている。助かるかどうかは五分五分らしいが、今は託たくすしかない。

「ティアも初めての現場だったろ。無理せず、少し休んでいいよ」

　さすがに気を遣つかってレオが言うと、ティアはスカートを折って隣となりに座った。

　顔色がよくない。そりゃそうか、とレオは息をはく。

「銃弾が飛び交かうような実戦は初めてだった？」

「……はい。さすがのエリートでもちょっと応こたえました」

「嫌いやになった？」

「覚かく悟ごはしていました。本当に覚悟はしていたんです。でもまさか……いきなり銃撃戦になって、あんなふうに人がどんどん死んでしまうなんて……」

　そう言って、ティアは辛つらそうに目を伏ふせた。

　ふとレオは違い和わ感かんを覚えた。怯おびえているようには見えない。むしろティアの瞳ひとみに映っているのは恐怖より悲ひ哀あいの方が強かった。

　そして気づく。ティアが胸元のペンダントを強く握り締めていることに。あまりに握り過ぎて、手が白くなってしまっているほどだ。

　あのペンダントはティアが上役と交信するための通信機である。

　レオの脳のう裏りに『まさか……』という思いが芽生える。

　どう問い質ただすか考えているうちにティアが立ち上がった。

「あの、先せん輩ぱいはもう少し休んでて下さい。わたし、アメリカ校の様子を見てきます。ベイン・バウマンの様態も訊きいてきますから」

「……うん、頼たのんだ」

　感情薄うすく言うレオへ、ティアは「はい」と頷うなずき、ロビーの奥へと駆かけていった。







　レオから離れ、ティアはスタッフオンリーと書かれた扉とびらへ入った。応急救護を手伝った時に教えられた近道である。しばらく通路を進むと、Ｔ字路に出た。

　アメリカ校がベインを治療しているクリニック施設は左側にある。だがティアはあえて右側へ進んだ。しばらくいくと、スタッフのレストルームに出た。

　ぱっと見はカフェラウンジのような場所である。品のいいテーブルが並び、天窓から柔やわらかく陽ひが差し込んでいる。壁際にはドリンクの提供機があり、カップやティーバッグが並んでいた。大型のディスプレイには国際ニュースとフライト予定がダブルビジョンで表示されている。

　現在はスタッフ総動員で空港内の対処に当たっているため、レストルームは完全に無人だった。ティアはきょろきょろと見回した後、柱に隠れ、胸元のペンダントを手にする。

　誰だれもいないので隠れる必要はないが、身をひそめた方が落ちついた。どこかに後ろめたさがあるからかもしれない。

　ロケット式のペンダントを開く。本来、写真を入れておく場所だが、今は何もない。ガラスと青色の下地があるだけだ。ティアはそこに人差し指を置く。

「指し紋もん認にん証しよう。ティップス１からセンターロードへ通信願います」

　指を離はなすと、青色だった下地が赤色に変わった。本部と通信が繫つながった証あかしだ。

　小声で現在の状況を報告する。ティアの所属するティタニア騎き士し団は情じよう報ほう網もうが恐おそろしく広い。すでに本部もおおよその状況は把は握あくしているらしく、報告はスムーズに進んだ。

「……はい……はい……そうです。まさかこんなことになるなんて……。アメリカ校の覚醒者に死者が出ました。キャストアウトは……避さけられないと思います」

　キャストアウト。

　レオが油断ならない人間だと分かっていたため、ティアは未来視や世界各国についての情報をほとんど与あたえられていない。無知だと思わせ、油断を誘さそうためだ。

　しかしキャストアウトという現象については任務に直結するため、徹てつ底てい的に知識を叩き込まれた。その現象の実態は『殺人鬼レオ・エンフィールドがなぜ今も生かされているのか』という問題にも関かかわってくる。

　理由は定さだかではないが、レオは１年後の12月31日、時計塔とう前で殺戮を敢かん行こうする。レオに殺される未来を体験した人々は数多く存在し、未来視で殺戮のテレビ中ちゆう継けいを観みた人々もかなりの数になる。

　だから誰もがこう考える。

　レオ・エンフィールドを今のうちに殺してしまえばいい。犯人さえいなくなれば、あんな未来は防げるはずだ。この発想は一見名案に思える。だが実際は非常に危険な博打ばくちである。なぜならばすでに前例が存在するのだ。

　７年前の２０２２年に起きた、Ｊ・アンダーソン事件。

　これは当時のアメリカのロックスター、ジャスティン・アンダーソンの自殺にまつわる一幕である。

　ジャスティンはサンフランシスコで夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームに感染し、未来を視みた。

　２０２９年12月31日の彼はライブを終え、ホテルへ移動している最中だった。

　彼は無類の車好きで、ドライブが一種のストレス解消になっている。マネージャーやスタッフに無理を言って、パブリックな移動中に運転することもよくあった。

　未来でもドライバーは彼だった。そして彼の運転する車が──事故を起こしていた。

　車はガードレールに激げき突とつしており、ジャスティンはエアバッグに顔を埋めていた。

　同乗者は三人。

　助手席にいたマネージャーのメイソン。彼はウィンドウにぶつかって流血していた。

　後部座席にいたイベントチーフのオリバー。彼は胸から肋ろつ骨こつが突つき出ていた。

　同じく後部座席にいたメイクのジャネット。彼女は割れたガラスを全身に浴びていた。

　三人はぴくりとも動かず、生存は絶望的に見えた。

　ジャスティンはこの未来に苦悩し、未来視から目覚めた後、すぐに免めん許きよを返納した。

　自分が運転さえしなければ未来を回かい避ひできるのではないか、と考えたのだ。

　だが不安は消えない。日に日に強くなる心の重責を誤ご魔ま化かすため、ジャスティンは時間移動に関する映画やノベルを漁あさり、ＳＦ研究のシンポジウムに顔を出し、相対性理論関連の論文を集め、物理学者たちの自宅を訪問するまでに至った。

　しかしその行動はジャスティンの不安をさらに深めることとなった。

　親殺しのパラドックス。

　たとえばタイムマシンで過去にいき、自分が生まれる前に親を殺すとする。

　果たしてそれは可能だろうか。

　当然、親がいなければ自分は生まれず、親殺しの犯人は存在しないことになる。

　多くの映画やノベルはこの矛む盾じゆんを解消するため、『結局、どんなに頑がん張ばっても親を殺すことはできない』という展開に帰結する。たとえば用意した銃が不具合を起こしたり、偶ぐう然ぜんが重なって親のところまで辿たどり着けなかったりという形である。

　過去と現在に矛盾が生じないよう、『歴史の修正力が働く』という展開だ。

　ジャスティンはこれが未来に対しても適用されるのではないかと恐れた。

　つまり運転をしなくても、歴史の修正力が働き、自分がなんらかの形で三人を死なせてしまうのではないか、と。

　ジャスティンは苦悩に苦悩を重ね、とうとう一つの決断をした。

　修正力が働く余地がないほどの根本的解決を試みたのだ。

　未来を知ってから半年後のその日、ジャスティン・アンダーソンは自宅のガレージで頭を撃うち、自殺した。

　三人の死の原因──つまりは自分をこの世界から取り除いたのだ。

　この一件は英えい雄ゆう的行動として全米で称しよう賛さんされた。

　彼が自殺してすぐ三人のスタッフが声明を出したことも大きい。

　実は彼らもサンフランシスコで未来視に感かん染せんしており、あの絶望的な未来を体験していたのだ。ジャスティンからは即そく死しに見えたが、未来の三人はそれぞれ虫の息で生存しており、彼らはそんな自分を体験していた。誰にも相談できず、ジャスティン同様、苦悩していた。

　そんななか、彼が勇気を奮って最悪の未来を断たち切ってくれたのだ。ジャスティン・アンダーソンの名は希望の代名詞となり、彼の銅像建設の話も持ち上がった。

　だが真の悲劇はその後に起きた。

　ジャスティンの自殺から数日後、メイソン、オリバー、ジャネットの三人が相次いで死亡したのだ。メイソンとオリバーは事故死、ジャネットは持病の発ほつ作さだった。

　当然、警察が総力を挙げて捜そう査さした。だが事件性は一いつ切さい見つからず、結局、三人の死は偶然という他ほかなかった。

　この時からネットを中心に一つの仮説が囁ささやかれるようになる。

　Ｊ・アンダーソンの自殺によって、歴史の修正力が働いたのではないか、と。

　ジャスティンの起こした事故は、彼を含ふくめた四人が体験していた。逆に言えば、事故の存在を証明しているのは、その四人だけなのだ。

『未み来らい視し』は観測者の主観のみで成り立っている。

　極きよく端たんな話、未来を体験した観測者全員が死亡すれば、『未来に矛盾が生じた』という事実そのものが消失するのだ。

　ジャスティンの自殺によって未来の事故は起こり得ないものとなった。その矛盾を歴史が『残りの観測者全員を排はい除じよすることで辻つじ褄つまを合わせた』と考えたらどうだろう。

　この現象は『神の見えざる裁き』もしくは『キャストアウト』と呼ばれ、人々に恐きよう怖ふと自制をもたらした。

　未来の事象に対し、挽ばん回かい不能な矛盾が生じた場合、それに関わった全員が『歴史の修正力』に殺されてしまう。

　具体的なことを言えば、自分が未来で誰かに殺されるとして、今、先んじてその犯人を殺したら、結局『歴史の修正力』によって自分も死亡してしまうのだ。

　レオ・エンフィールドが今も生かされている理由はここにある。

　レオは未来で殺さつ戮りくを敢行する。だがそのレオを今殺害した場合、未来で殺戮に遭あう人々が一いつ斉せいにキャストアウトしてしまう可能性があるのだ。

　ティタニア騎士団の試算では少なくとも数百人規模。もしも被ひ害がい者しやの関係者にまで修正力が働けば、最悪数千人規模にまで及およぶ可能性がある。

　無論、キャストアウトが必ずしも起こるとは限らない。人類は『歴史の修正力』なるものを証明する手段をまだ持っていない。よって肯こう定てい派と否定派が世界中で激論を交かわしている。

　だが英国政府とティタニア騎士団は、キャストアウトが起こり得るものと考えている。

　だからこそ悩なやましい。

　12月31日のレオ・エンフィールドの殺戮は止めなくてはならない。だがレオ・エンフィールドを殺してはならない。

　もちろん平和的に未来を回避する方法も模も索さくされた。最も有望視されたのは『歴史の修正力を騙だます』ことだ。

　たとえば、レオ本人の協力を取りつけ、12月31日までに大規模な映画のセットを組む。血ち糊のりなどを用い、未来視と同じ光景になるよう、観測者全員で演技を行う。これで誰も死ぬことはない──という案だったが、これは有識者によって却きやつ下かされた。

　夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームの未来視は複数の主観によって成り立っている。観測者がレオ一人ならこの方法は有効だが、観測者のなかにはレオに殺された人間が多数いる。セットや演技では『死という体験』を再現することはできない。

　そうして手て詰づまりになった時、ティアのエレメントが発見された。その力は修正力を出し抜ぬく可能性を秘ひめていた。ゆえに英国校に派は遣けんされたのだ。

　無論、彼が平へい穏おんな少年のまま、殺さつ人じん鬼きにならないのなら願ってもないことだが……。

「……レオ・エンフィールドはすでに殺人鬼として目覚め始めているようです」

　ティアはペンダントに向け、沈しずんだ声で報告した。

　先さき程ほどのゾンビの集団との戦せん闘とうでレオは我を忘れていた。この先、どういう経けい緯いで彼が殺人鬼になるのかは分からない。だがその兆きざしはすでに芽生えだしている。

　ティアにとっても辛つらく哀かなしいことだった。だからあえて使命を口にする。

「やります。殺人鬼エンフィールドの命はわたしが終わらせます。たとえどんな犠ぎ牲せいを払はらってでも……」

　そう呟つぶやいた時だった。ふいに背後から声がきた。

「へえ、どんな犠牲を払ってでも、ね」

「──っ!?」

　ビクッと肩かたが跳はね上がる。反射的に振ふり返り、全身が総毛立った。

　レオ・エンフィールドがそこにいた。マスクは外しており、柱から半身を見せ、じっとこちらを見つめている。その瞳ひとみはゾッとするほど冷たい。

「レ、レオ先せん輩ぱい……」

　思わず後あと退ずさる。通信を聞かれた。バレた。頭ではそう分かったが、とっさにどうしていいか分からない。すると、レオが無表情で口を開く。

「やっぱりそのペンダントで連れん絡らくを取っていたのか。……俺が甘かったみたいだ。泳がせるなんて生なま温ぬるい。もっと強く、徹底的に対処すべきだった。こうなることは予想できたはずだったんだ。君が……いやお前がティタニア騎士団出身だと分かった時点で」

「……っ！」

　息を吞のんだ。ティタニア騎き士し団のことまで知られている。通信を聞かれたのは偶然ではない。ティアは彼をまったく欺あざむけていなかったのだ。レオがゆらりと柱の陰かげから出る。

　その口調は未来視フェスタの時のような威い圧あつ的なものになっていた。

「お前が完全な敵対者だということは分かった。言い逃のがれはさせない。その上で訊たずねる。素す直なおに情報を話す気はあるか？」

　言葉に詰まった。どう答えるべきか、判断できない。

　実を言えば、ティア・ファーニバルはエリートではない。むしろその逆である。

　運動能力は低く、旅りよ客かく機きやヘリの操縦もできず、銃じゆうは当たらないし、爆ばく発はつ物は誤爆させかけ、人見知りで、おっちょこちょいだ。

　事あるごとにエリートだと嘯うそぶいたのは、勇気を奮い起こすため。そうやって自分を鼓こ舞ぶし、どうにか使命を全まつとうしようとしていた。

　騎士団が未来視や世界各国の情報を制限したのは、苦肉の策だ。下手へたなことをしてボロを出すくらいなら、最初から無知で通した方がいいとの判断である。

　ティアが選ばれたのは、エレメントの有用性という一点突とつ破ぱ。実際のところ、ティア・ファーニバルはほとんど普ふ通つうの少女と変わらない。

　そんなティアの混乱と迷いを、レオは敵対的な沈ちん黙もくと受け取ったらしい。

「そうか、無言を通すのか。愚おろかとしか言いようがない」

　レオの右手が静かに掲かかげられていく。

「空港周辺の通信状態をリサに調べてもらった。あのゾンビ共が現れる直前、不可解な通信の形けい跡せきがあったよ。情報科でも通信の内容は解かい析せきできなかった。そんなレベルの通信を扱あつかえるのは、よほど兵器類に精通した専門家か、一国の諜ちよう報ほう機関レベルだろう。俺ですらここ最近は一つしか具体例を見ていない。──そう、そのペンダントだ」

　青い瞳が射い貫ぬくようにティアの胸むな元もとを睨にらんだ。

「あのゾンビ共を空港に呼び込んだのはお前だな？」

「え……っ」

　予想外のことを言われ、ティアは言葉を失った。だがレオは構わず続ける。

「思えば、ゾンビ共の突入はタイミングが良過ぎた。おそらくお前がそのペンダントでベストなタイミングを指示したんだろう。ベインと俺を同時に亡なき者にしようってつもりだったんだ。そう考えればすべての辻褄が合う。つまりあのゾンビ共の正体はティタニア騎士団。手引き役はお前だ、ティア・ファーニバル」

　違ちがう。レオは誤解をしている。

　確かにティアはティタニア騎士団に所属している。監かん視し役というのは建前で、真の任務は『キャストアウトを起こさずレオ・エンフィールドの命を終わらせること』である。

　しかし先ほど襲おそってきたゾンビたちとは無関係だ。あれはティタニア騎士団ではない。

「せ、先輩、聞いて下さいっ」

「先輩じゃない」

　光の粒りゆう子しが集つどい、長ちよう剣けんが現れた。そして、

「殺人鬼エンフィールドだろ？」

　銀色の刃やいばが稲いな妻ずまのように振り下ろされた。

「──っ!?」

　ティアは思わず後ろへ転がった。回かい避ひ行動ではなく、腰こしが抜けそうになっただけだ。

　長剣が顔すれすれを通り、前まえ髪がみの何本かが持っていかれた。ぺたんと倒たおれ込む。

　その足の間へ、長剣が突つき刺ささった。全身にゾッと震ふるえが走る。

「あ……あ……あ……っ」

　レオがゆらりと顔を近づけてきた。黒髪に覆おおわれて、表情は見えない。

「情報を話せ。お前たちは意図的にパンデミックを起こせるのか？　これまでのパンデミックはすべてお前たちが起こしたものなのか？　だとすれば黒幕は誰だれだ？　騎士団の頭首か？　政府の高官か？　一体、誰を止めればこの悲劇を終わらせられる!?」

　胸倉を摑つかまれた。そのまま持ち上げられ、小こ柄がらな身は易やす々やすと宙ちゆう吊づりにされてしまう。

　震えて声が出ない。それがレオの怒いかりにさらに火をつけた。

「黙秘か……。だったら覚かく悟ごはいいな？　お前たちはやり過ぎた。俺を襲うだけならいいさ。学園を潰つぶそうとするのも理解はできる。ベインのことだってそっちなりの事情があったんだろう。だが──なぜこの空港で襲ってきた？　なぜ一いつ般ぱん人まで巻き添ぞえにした？　そんな必要がどこにあった!?　すべて話してもらうぞ！」

　高らかに放ほうり投げられた。

「尋じん問もん開始だッ！」

　ボタンがぶちぶちと取れ、リボンが外れる。ティアの身は宙を舞まい、テーブルの上にバンッと墜つい落らくした。

「く……う……っ」

　衝しよう撃げきで息が止まりそうになる。だが寝ねてはいられない。レオは本気だ。ゾンビたちのことはどうあれ、こちらがレオの命を狙ねらっていたのは事実である。逃にげなければ殺される。

　ティアは這はいずるようにテーブルから下り、出口へ向かおうとした。だがそこへすかさず長剣が投とう擲てき。眼前にザンッと突き刺さる。

「ひぃ……っ」

「逃げられるわけがないだろ？」

　光の粒子を舞わせ、レオが一いつ瞬しゆんで目の前にきた。壁かべに刺さった長剣を握にぎり、一いつ閃せん。

　ドリンクの提供機がバターのように斬きり裂さかれた。斬ざん撃げきが迫せまり、ティアは転がる。コーヒーやソフトドリンクが雨のように降ってきて、濡ぬれ鼠ねずみになりながら床ゆかを這いずる。

　リボンは外れ、スカートは切られ、ブラウスは透すけてしまっている。

　それでも命からがら逃げ続ける。レオは冷れい徹てつそのものの目で追いかけてきた。

「さあ吐はけよ、ティア・ファーニバル。お前たちはどんな方法でパンデミックを起こしてる？　これからもあの悲劇をまき散らすつもりなのか？　なんの目的で多くの人々を犠牲にしてきた!?」

「ち、違っ、わたしたちはそんなこと……っ」

「ならばなんのために学園へやってきた!?」

「い、言わない……っ！　それは絶対に言いません……っ！」

　自分はここで殺されてしまうのかもしれない。そうなれば、いずれまた別の誰かが派遣されることになる。

　騎士団の目的は『キャストアウトを起こさずにレオを殺すこと』。もしもレオがその目的を知れば、簡単に対処してしまうだろう。今度は後任の誰かが自分と同じように殺されてしまう。だから、

「情報は洩もらせません！　たとえわたしの命に代えても絶対に……っ」

　ギリッとレオの奥歯が鳴った。

「良い覚悟だ。なら、その覚悟がどこまで保もつか、試ためしてやる」

　腕うでを摑まれた。宙吊りにされ、間かん髪はつを容いれず斬撃が走った。斬られた、と思った。

　だが体は傷ついていない。代わりにブラウスが斬り裂かれていた。

　布地がはらりと舞い、ブラとヘソが露ろ出しゆつしてしまう。

「いやぁ……っ!?」

　真っ赤になって体を隠かくす。右手は摑まれているので、左手で押さえようとした。

　だがティアは小柄なわりに胸が大きい。とっさに腕で押さえたが、柔やわらかな胸が激しく揺ゆれ、ブラからこぼれてしまった。丸みを帯びた肌はだがレオの眼前に晒さらされる。

　だが青の瞳はどこまでも冷たい。

「よく聞け。今からお前を辱はずかしめる」

「……っ!?」

　鋭えい利りな切っ先が近づいてくる。狙いは、こぼれた胸を支えている左腕。このまま隠していれば斬られてしまう。だが離はなせばすべて見られてしまう。ティアは涙なみだ目めでレオを見る。

「……先輩。うそ、ですよね？　そうだ、未み来らい視しフェスタの時みたいに殺さつ人じん鬼きのふりをしてるんですよね？　そうですよねっ？」

「あの時のことを引き合いに出すのなら分かっているはずだ。俺は目的のためなら手段は選ばない」

　ピッと切っ先が下りた。反射的に腕を離してしまい、ブラ紐ひもが断たち切られた。

「きゃあっ」

　完全にブラから解放され、胸が勢いよく波打った。互たがい違いにふるふると揺れ、桜色の蕾つぼみまで晒されてしまう。だが隠すことはできない。手は切っ先を避さけたまま、緊きん張ちようのあまり猫ねこのように固まっている。結果、まるで自分から胸を晒すようなポーズになっていた。

「……や、や……嫌いやぁ……っ」

　恥はずかしくて死にそうだった。涙が後から後から溢あふれてくる。だが尋問は終わらない。

　切っ先がピッとさらに何かを斬った。悪お寒かんが背筋を駆かけ抜ぬける。

「──っ!?」

　スカートとショーツがはらりと床に落ちた。

　宙吊りにされたまま、剝むき出しの太ももでどうにか大切なところを隠そうとする。

「ダメっ、ここから先は本当にダメっ。お願い……っ」

「ならば話せ。ティタニア騎士団の企たくらみ、そのすべてを」

「うぅ……っ」

「そうか、これでも話さないのか。ならば俺もやるべきことに徹てつしよう」

　ぐいっと上下に揺らされ、胸が波打った。左手も勢いで宙に浮うき、レオが器用にその手を摑む。両手が十字に拘こう束そくされてしまった。「あっ」と声を漏もらすが、もう遅おそい。

　濡れそぼったブラウスの下、裸ら身しんが完全に晒されてしまった。

　レオが長剣をくるりと反転させた。

「快楽殺人の醍だい醐ご味みが分かってきたよ。さあ、ここまでされてお前は耐たえられるか？」

　長剣の柄つかが剝き出しの秘所へ触ふれた。途と端たん、稲妻のような感覚が駆け抜けた。

「ひゃん──っ!?」

　恐きよう怖ふとも快感ともつかない感覚に襲われ、つま先がピンッと張る。心と体の両方が激しく混乱した。

「な、なに!?　一体、何を……っ!?」

　レオは永久凍とう土どのような冷たさで言い放つ。

「今からこの剣をお前へ挿そう入にゆうする」
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「……っ!?　う、うそ……っ!?」

「噓うそだと思うか？」

　ぐりっと柄が軽く押しつけられた。

「ひゃう──っ!?」

　下半身に固くゴツゴツした感かん触しよくが伝わり、ビクンッと反応してしまった。

　その一瞬でレオはティアの両りよう腕うでから手を離し、今度は首を摑んだ。

　まるで掲げるようにティアを壁へ押しつける。左手はティアの首、そして右手は長剣を構えていた。

　柄ではなく、切っ先がティアの秘所へ突きつけられる。ぴたりと狙いを定めるように。

「下半身を一気に貫つらぬく。お前はこの世で最も無む惨ざんな死を迎むかえるんだ」

　そして殺人鬼は宣告する。雷かみなりのような怒ど声せいで。

「さあ選べ！　話すか、殺されるかだッ！」

　ティアは真っ青になって震えた。

　レオは本気だ。選せん択たく肢しを封ふうじた二択を突きつけ、情報を吐かせようとしている。

　死ぬことは怖こわくない。だが諦あきらめることは赦ゆるされない。だから、

「わ、わたしは……」

　ティアは真っ直すぐ両手を突き出した。

「わたしはどっちも選ばない！　その前に……あなたを終わらせます！」

　エレメントを発動した。裸身の胸に、砂漠のデザート・薔薇ローズが現れる。花びらが吹ふき荒あれ、レオの体を覆っていく。

「──っ!?　これは……っ!?」

　レオはとっさに回避行動を取ろうとしていた。しかし花びらにより、体は凍こおりついたように自由を奪うばわれる。

「く……っ！　拘束型の異能だったのか!?　だったら封じられる前に仕留めてやる！」

　ティアの異能は花びらのように降り注ぐため、レオを封じきるには時間が掛かかる。それを早くも見み抜ぬいたようだ。

　ほとんど動かない右手に力が込められ、切っ先が徐じよ々じよに秘所へと近づいてくる。

　だがティアももはや揺るがない。

「やれるものならやってみればいいです……っ！　わたしの覚悟は絶対にあなたの命を終わらせる。今日が殺人鬼エンフィールドの最さい期ごの日ですっ」

　力を振ふり絞しぼって花びらの数を増やしていく。

　凍とう結けつされたところから無理やり動いているため、レオの右手は皮ひ膚ふが剝はがれ、血ち塗まみれになった。首を摑んでいる左手や、顔回りも同様である。だがレオは止まろうとしない。

　ティアも近づく切っ先の恐怖を振り払はらい、異能を行使し続ける。

　レオが花びらに覆い尽つくされるのが先か。ティアが長剣に貫かれるのが先か。

　じりじりと互いの死が近づいてくる。

「ティア・ファーニバル、そんなにパンデミックが大切か……っ。そうまでして他人を犠ぎ牲せいにしたいのか？　アメリカ校の生徒や空港の客をあんなに死なせて、まだ足りないのかよ……っ。それが君の本質か!?」

「違ちがいます……っ」

　光の花びらが舞うなか、思わず叫さけび返した。

「わたしの標的はあなただけです……っ。誰だれかを犠牲になんてしません。みんなを守るためにあなたを止めにきたのに、誰かを傷つけるわけなんてない……っ。空港に攻せめてきた人たちなんて知りません。わたしはこの力であなた一人を終わらせにきたんです……っ」

　その瞬しゆん間かん、レオの瞳ひとみに戸と惑まどいが生まれた。迫っていた切っ先が揺らぐ。

「どういう、ことだ……？」

　一方、ティアは花びらを出し続けたまま、レオを見下ろした。

「わたしのエレメントの名は『あデなイたアに永・久メのフ安イらスぎトをラ』。宿った異能は『時じ間かん凍とう結けつ』です。この花びらに包まれたものは時間が停止します。だからわたしの花びらであなたを完全に覆おおいつくすことができれば……」

　レオがはっとした顔になる。

「キャストアウトを引き起こすことなく、俺を世界から抹まつ殺さつできるのか……っ！」

　ティアは強く頷うなずいた。

　キャストアウトは『未来の事象に対し、挽ばん回かい不能な矛む盾じゆんが生じた場合』に発動する。統計上、その最たるものは『未来にあったはずの命が失なくなった時』である。

　キャストアウトという現象がある以上、殺さつ人じん鬼きエンフィールドを殺すことはできない。

　だがティアの『あデなイたアに永・久メのフ安イらスぎトをラ』は時間を凍結させる。人間を覆い尽くした場合、生命活動を停止させ、コールドスリープのような状態にすることができる。

　この状態になると、二度と目覚めることはない。だが死亡したわけではないので、キャストアウトは起こらない。

　この均きん衡こう状態を12月31日23時57分まで維い持じする。未来視の該がい当とう時間までこぎ着ければ『かつて観測された未来視の状じよう況きよう』よりも『現在の時間軸じくの状況』が優先される。つまり未来が変わるのだ。

「わたしはあなたを殺すことなく、あなたの命を終わらせることができます。そのために英国校にきたんです……っ」

「──だったらいいんだ」

　突とつ然ぜん、レオが柄を手放した。エレメントの残ざん滓しだけを残し、長ちよう剣けんが消え失うせる。

　ティアは「えっ」と言葉を失う。その間も花びらは降り注ぎ、すでにレオの体の八割近くが包まれていた。

　だがまるで憑つき物が落ちたようにレオの表情は穏おだやかになり、口調も戻もどっていた。

「疑ってごめん。それに怖い思いもさせちゃって……本当にごめん。心から謝罪するよ」

　体が動けば、日本式の土下座でもしそうな様子だった。ティアはただただ啞あ然ぜんとしてしまう。

「え？　え？　いやあの……わたし、先せん輩ぱいの命を終わらせにきたんですよ？　厳密には違いますが、あなたからすれば殺しにきたと同義なんですよ？」

「知ってる。今聞いた」

「じゃあなんで謝るんですか!?」

「怖い思いをさせたから。それに恥ずかしい思いもさせちゃったな。本当にごめん」

「いやだから……っ！」

　話が嚙かみ合わない。こっちだって殺しにきたのだ。実際、何をされたって文句は言えない。それどころか花びらはすでにレオの体の九割を覆っている。

　ティアの使命は達成される寸前だった。しかしこれでは……納なつ得とくができない。

「ちゃんと……説明して下さい。無む抵てい抗こうの相手を仕留めるなんてわたしにはできません」

　砂漠のデザート・薔薇ローズを消した。それに連動し、レオを覆っていた花びらもパアンッと弾はじけて散っていく。

　体が動くようになると、レオは左手を離し、ティアを解放した。それどころか上着を脱ぬいで、ティアの裸身にそっと掛けてきた。

　戸惑いつつ、上着の前を引っ張って胸を隠し、レオを見上げる。

「なんで、途と中ちゆうでエレメントを消したんですか？　わたしは先輩の敵なんですよ？」

「だってティアは……正しいことをしにきたんだろ？」

　気を遣つかうように、裸体のティアから視線を逸そらし、レオは苦く笑しようした。

「みんなのために殺人鬼を止めにきたんだ。しかも非道な尋じん問もんをされたって仲間を売らなかった。どう考えても正しい、正義そのものの行いだよ。そんな君を殺すなんて俺にはできない」

「そんな……」

　ようやく彼の発想が分かった。

　この人は、自分の命を狙ねらう相手を拒こばまない。なぜなら自分は殺人鬼だから。

　一方で、罪のない人々へ危害を与あたえようとする者には強い怒いかりを抱いだく。

　だからあそこまでティアを責め立ててきた。

　だがこちらの目的と殺害方法を伝えたことで、空港のゾンビたちとは無関係だと理解したのだろう。だから彼はもうティアに怒おこらない。

　人々の平へい穏おんさえ保たれればいい。それさえ叶かなえば、自分の命を狙う相手さえ拒まない。

　そういう人間なのだ。

「俺さ、日本のマンガコミックスが好きなんだ。子供の頃ころ、家にはたくさんのコミックがあった。知ってるかな？　日本のコミックには色んなヒーローがいるんだ。彼らは人々を助け、平和を守る。信しん頼らいで結ばれた仲間たちと力を合わせ、たくさんの人たちの期待を背負い、邪じや悪あくな敵を打ち倒たおして、いつしか彼らの存在そのものが人々の希望となる。そこには愛と夢と希望がある。子供の頃、俺はそんなヒーローたちに憧あこがれた」

　でも、と少年は苦笑する。いつかの憧しよう憬けいを哀かなしむように。

「待ってた未来は、殺人鬼だった」

「あ……」

「死ぬべきだと思った。何度も。未来で多くの人を殺してしまう前に、自分で命を絶つべきだって。でもキャストアウトがある限り、結局彼らを道連れにしてしまう。この手はヒーローではなく、殺人鬼だ。誰も救えず、誰かを殺すことしかできない」

　誰も救えない。彼の口からそう聞いた途端、無意識に声を上げていた。

「先輩っ」

　詰つめ寄るように顔を寄せる。

「わたしのこと調べたんですよね？　だったらわたしが西せい暦れき何年にティタニア騎き士し団に保護されたかも知ってますか？」

「？　いやそれについてはデータがなかったけど……」

「３年前の２０２６年です」

　じっと見つめる。だがレオは意図が摑つかみきれないと言うように瞬まばたきする。

「ってことはウィンザーのパンデミックか。てっきり国外からの帰き還かん組かと思ってたんだけど……あの時、君もウィンザーにいたんだね」

　思わずがっくりしてしまった。

　駄だ目めだ。この人、分かってない。あの日のこと、覚えていないのだろうか。

「あの、誰かいないんですか？　先輩が救ったことのある人、誰かしらいるでしょう？」

「俺が救った？　……ああ、そういえばあの時、ウィンザーで女の子を……」

「女の子をっ？」

「助けた気がしたんだけど……たぶんあれは夢だ」

「夢っ!?」

「後々調べたんだけど、記録には残ってなかったし、俺もショックなことが重なったせいで混乱してたからさ。たぶん夢でもみたんだろう」

　思いきり顔が引きつった。肩かたがわなわな震ふるえてしまう。

「わ、わたしが一体どれだけ悲痛な決意でやってきたと……っ」

「ティア？」

「やっぱ殺します」

　花びらをレーザーのようにごおおおっと発射した。レオは「うわ!?」と叫んで避よける。

「待て待て、待って！　そう簡単に殺されるわけにはいかないんだ！」

「なんでですか!?　死ぬべきだって思ってたんでしょっ!?　だからエレメントを消したんでしょ!?　だったらわたしがきっちりかっちり棺かん桶おけにぶち込んであげますよーっ！」

「違う違う！　抵抗をやめたのは君とちゃんと話し合うためだよ！　そりゃずっと死ななきゃと思ってたけど、ゾンビ共のことがあるだろ!?　奴やつらは未み来らい視しについて確実に何かを知ってる。しかも野放しにしてればまた必ずどこかで誰かが犠牲になる。奴らを止めるまで死ぬわけにはいかない！　君だって奴らは止めるべきだと思わないか!?」

「うっ、それは確かに……」

　花びらの勢いが衰おとろえる。

　ティタニア騎士団も未来視の謎なぞは解明したい。ティア自身も空港であんな行いをしたゾンビたちを許してはおけない。それにはレオの力は必要だ。

「俺も今さら命いのち乞ごいなんてするつもりはないよ。でも途中で放ほうり出すこともできない。力ある者の責任として」

「……分かりました。いいでしょう」

　砂漠のデザート・薔薇ローズを消した。光の残滓だけが周囲に舞まう。

「ゾンビたちの件が片付くまでは保留にしてあげます。でも勘かん違ちがいしないで下さい。わたしの使命は殺人鬼エンフィールドの命を終わらせること。先輩のなかにすでにその兆きざしが生まれていることは分かっています。もしも先輩が決定的に殺人鬼に堕おちようとした、その時は……」

「構わないよ。その時は俺を殺していい。覚かく悟ごはできてる」

　……簡単に言ってくれるんだから、とティアは胸中でため息をついた。

　だが今はこれでいい。やるべきことは変わらないのだから。

「じゃあ、とりあえずは……」

　ティアは左手で上着の前を押さえ、右手を差し出した。レオも頷き、応じてくる。

「ああ、休戦にしよう」

　そうして二人は握あく手しゆを交かわした。

　隙すきの無い、どこか不敵な笑えみを互たがいに浮うかべる。

　が、ドリンク塗まみれだったことが災わざわいした。直後にティアが、

「へっくちっ」

　と、可愛かわいらしくクシャミをし、シリアスな空気が台無しになった。

「本当、格好つかないよな……」

「わ、わたしのせいですか？　違います、先輩のせいですよーっ」

　呆あきれたようにレオが言い、ティアの情けない声が木霊こだました。
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「ははぁ、たった半日でそんな状況になるなんてね。じゃあティアちゃんとは一時休戦……っていうか共きよう闘とうって感じ？」

　レンズ型デバイスを指で上げ、リサは感心半分呆れ半分の様子で首を傾かしげた。

　第４ターミナルのレストルーム。先ほど大立ち回りしたのとは別の休きゆう憩けい所である。

　あれからしばらくしてリサが空港に到とう着ちやくした。パンデミックが起こったので英国校も当事者として未来視情報を収集する必要があり、その情報責任者としてレオが呼んだのだ。

　リストの照会も終わり、今はアメリカ校から受け取った情報を整理している。

　リサのテーブル正面でレオは頭をかいた。ティアのエレメントであちこち傷ついていたが、皮一枚だったのですでに血は止まっている。

「まあ……そんな感じだよ。なんとも妙みような状態だけど」

「本当に妙だよ。自分を殺そうとしてる相手をそばに置くなんてさ。まあレオ自身が納得してるなら、あたしは何も言わないけど。あ。そういえば、バタバタしててまだいつもの挨あい拶さつしてなかった」

　目の前に投映しているウィンドウをどけ、はらりと髪かみを揺ゆらす。

　小首を傾げ、覗のぞき込むように言ってくる。

「レオ。今日こそ、あたしを殺してくれる？」

「……今日はやめとく。また今度」

「ん、分かった」

　にこりと笑い、ウィンドウを戻もどして作業を続ける。

「でもそのゾンビマスク？　だっけ？　……の手て掛がかりはあるの？　結局、ティアちゃんとは無関係だったんでしょ？」

「ティタニア騎士団に情報がないか、今ティアが確かく認にんしてる。せっかくの共闘だから使えるものは使わないと」

　すると、ちょうどティアがテーブルの方へやってきた。

　リサが寮りようから予備を持ってきてくれたので、すでに元の制服姿である。

「ティア、どうだった？」

「残念ですが騎士団でも尻尾しつぽは摑めてないそうです。わたしに内ない緒しよで空港に人員を配置してたらしいんですけど、パンデミックのせいでゾンビたちの後を追えなかったみたいで。諜ちよう報ほう部が動いてますが、手掛かりを摑むにはまだ時間が掛かかりそうです」

「そっか……。まあ、本国ならともかく他国じゃそこまで自由はきかないだろうし、仕方ないか。ちなみに俺に目的がバレたことは報告したの？」

「……いえ、きっととんでもなく怒られるので秘密にしてます。先せん輩ぱいたちもどうか内密にして下さい」

「一つ弱みを握にぎったな」

　苦く笑しようし、テーブルに置いといたティアの分のコーヒーを差し出す。ティアは「フフン、別にこの程度、弱みにはなりませんからね」と余よ裕ゆうぶりつつ、受け取ろうとした。

　その向こうで、リサがにっこりと問う。

「でさ、ティアちゃんを尋じん問もんしたって聞いたけど、レオ、どんなことしたの？　なんか制服ビリビリだったよねー？」

「そ、それは……っ。あっ、コーヒーが!?　はわわわっ」

　ティアが動どう揺ようし、コーヒーをこぼしそうになってわたわたする。一方、レオは事も無げに答えた。

「俺の長ちよう剣けんを挿そう入にゆうしようとしたんだよ。裸はだかに剝むいて、下からぶっすり」

「ちょ!?　なんで正直に報告してるんですか、先輩!?」

「ふ、ふーん。それって……どっちの長剣のことかな？」

「？　どっちって長剣は一本しかないけど……？」

　首を傾げつつ、レオは報告を続行。こういうことに関してリサはレオの教官である。報告はきちんとしなくてはならない。

「思ってたよりすごくスムーズに尋問できたよ。見たり脱ぬがしたりしても動揺しなかったし、リサに鍛きたえてもらった経験が完かん璧ぺきに活いきたと思う。集大成と言ってもいいかもしれない。でもティアも見事だった。あそこまでされて耐たえ抜ぬいたんだ。正直、そこは心底感心してる」

「えっ。あ、どうも。フフン、そこはほら、わたしエリートですからっ。……えーと、わたしこれでいいのかな……？」

「ティアちゃんティアちゃん、間ま違ちがってる。ティアちゃんの事情はよく知らないけど、女の子としてなんか間違った方に進んでるよ、確実に」

「で、ですよね、リサ先輩。えーと、ここでわたしが取るべき行動は……」

　色々戸と惑まどった顔をしつつ、ティアは深呼吸する。そして、がばっと顔を上げた。

「そうです、訴そ訟しようです！　脱がして押さえて挿入いれようとして！　あんなことされたら、わたしもう結けつ婚こんできません！　どうしてくれるんですか!?　責任取って下さいっ！」

　何やら強気に訴うつたえてきた。とりあえずまたこぼしそうなので、ティアからコーヒーを取り上げ、テーブルに置く。「あ、どうも」と一いつ瞬しゆん素すっぽくなったティアへ言う。

「責任ってどうすればいいのさ？」

「だから裁判です！　何十万ポンドという巨きよ額がくの賠ばい償しよう金をお支し払はらい頂きますからねっ。幸いここはアメリカ。凄すご腕うでの弁護団が揃そろってるはずですしっ」

　再びテンションを上げたティアにビシッと指を突つきつけられる。

　……なるほど、尋問後に下手へたに和解するとこういう事態にもなるのか。

　勉強になるなぁ、と思いつつ、レオは思案する。リサからの手て解ほどきのなかで、この事態を収められそうなものはなかったか。

「よし」

「え？　先輩？」

　方針を固め、すっくと立ち上がる。ティアの髪へ手を伸のばし、

「こんな感じかな？」

　全力で撫なでまわした。まるで子犬にでもするように、わしゃわしゃーっ！　と。

　途と端たん、ティアは真っ赤になって慌あわてだす。

「はわわわわわっ!?」

　混乱した悲鳴が響ひびくなか、テーブルの向こうでリサが啞あ然ぜんとしていた。

「えーと……レオ、何してるの？」

「ん？　ほら、リサが前に教えてくれたじゃないか。うっとりして何も考えられなくする髪の撫で方。それの応用さ。こうしてティアの思考力を奪うばおうと思って」

「あー、まー、確かに教えてあげたけどね……。でもあれはレオがあたしにしてくれるから効果があるものなんだけど、んー、伝わってなかったかなー……」

　微び妙みような顔で呟つぶやくリサ。その間もティアは撫でまわされっぱなしである。

「はわわわわっ!?　や、やめっ、もうやめてっ。髪おかしくなっちゃう……もう、わしゃわしゃしないでーっ！　告訴は取り下げますから、やめて下さーいっ！」

「お。示談成立だ」

　ぱっと解放してやると、ティアは涙なみだ目めでへろへろと尻しり餅もちをついた。髪があちこち撥はね、ボロっとした感じになっている。そのまま力ちから尽つき、ぐにゃりと倒たおれた。

「うぅ、なんか色々理り不ふ尽じんです……」

　そうして騒さわいでいると、ふいにノックのような音が響いた。

　振ふり返ると、入り口側で女子生徒がノック代わりに壁かべを叩たたいていた。

　アメリカ校のジュリア・ウォーカーである。

「ハロー、殺さつ人じん鬼き。妙に血色いいじゃない？　やっぱり血を見た後は盛さかるのかしら？　汚きたない野の良ら犬同然ね」

　レオは表情を引き締しめて一いち瞥べつする。

「じゃじゃ馬娘むすめか。米国にもノックという文化があるようで安心したよ。あとは言葉が通じれば言うことないんだけど、さすがに駄だ馬ば相手には望み過ぎかな？」

　険悪な空気のなか、ジュリアがあごで通路を示した。

「ベインが意識を取り戻したわ。殺人鬼をご指名よ。話したいことがあるらしいわ」

「俺を……？　分かった、すぐにいく。容態は安定してるのか？」

「蠟ろう燭そくの最さい期ごの灯ともし火びって感じ。急ぎなさい。奴やつの情報が世界を左右するかもしれない」

「言われるまでもないさ」

　ティアとリサを連れ、レオは慌あわただしくレストルームを後にした。







　クリニック施し設せつの特別処置室に入ると、中央にベッドがあり、心電図のモニターや点てん滴てき台、医い療りよう器具の収まった台が並んでいた。

　ベインはベッドに寝ねかされている。胸には包帯が巻かれており、心電図のコードが伸びていた。モニターが表示している心しん拍ぱくはひどく小さい。

　ベッド横にアメリカ校の生徒が二人ほどおり、それぞれエレメントで延命処置を施ほどこしている。だが心電図とベインの顔色を見る限り、限界が近そうだった。

「……ああ、きたか。殺人鬼の少年」

　気配に気づいたらしく、ベインの瞼まぶたがうっすらと開いた。レオは威い圧あつ的な口調で言う。

「介かい錯しやくしてくれって頼たのみなら願い下げだ。今のところ、人は殺さない主義でね」

「カイシャク……？　ああ、ジャパンの斬ざん首しゆ刑けいが確かそんな名だったな。安心しろ。君の手をわずらわせる必要はない。私の命はもう終わる」

「それが分かってるなら早く話せ。俺に何か言いたいことがあるんだろ？」

「まさか人生の最期に『時ヴイ計クト塔リアの・殺キ人ラ鬼ー』に遭そう遇ぐうするとは思わなかったからな。君に希望を残してやろうと思ってね」

「希望だって……？」

　レオは訝いぶかしく眉まゆを寄せる。するとベインが手を伸ばしてきた。点滴の管をだらりと垂らし、レオの袖そでを摑つかむ。

「スクルドを追え」

「──ッ！」

　レオとリサは同時に目を見開いた。思わずベインの肩かたを摑む。

「お前、スクルドを知っているのか!?　感かん染せん源げんはスクルドなのか!?　まさかさっきのパンデミックを起こしたのもスクルドか!?　答えろ！　ベイン・バウマン！」

「先輩っ、落ち着いて下さい！　相手は怪け我が人です！」

　ティアが慌てて上着を引っ張ってくる。どうにか自制して手を離はなすと、ベインは力ない笑えみを見せた。

「やはり、未来でスクルドに迫せまっていたのは君だったか……」

「……っ！」

　また詰きつ問もんしそうになったがどうにか堪こらえる。ベインはゆっくりと天てん井じようへ目を向けた。

「私は……届とどかなかった。未来へ辿たどり着くことができなかった。だが君ならばあるいは、何かを変えられるかもしれん」

　心電図の波線が急激に小さくなっていく。患かん者じやの危機を知らせるアラートが鳴り響く。

　アメリカ校の生徒がエレメントの光を振り絞しぼり、医療スタッフも慌ただしく処置に入った。レオはベッドにかじりつき、声を張り上げる。

「ベイン、手て掛がかりを寄よ越こせ！　スクルドって名めい称しようだけじゃ足りないんだ！」

「スクルド・Ｄ・ナイトだ」

　顔から急速に血の気が引いていくなか、ベインは答えた。

「スクルド・Ｄ・ナイト。その名で探さぐれば、辿り着けるはずだ……」

　ベインの全身から力が抜けた。首が横に倒れる。心電図の波線が消え、単調なアラートだけが響いた。レオは歯は嚙がみし、しかしすぐに背後を振り返る。

「リサ！　情報の収集を！」

「もうやってる！」

　作業台に複数のデバイスを広げ、リサはすでに情報収集に入っていた。

　ジュリアがその横で腕うでを組み、薬やく剤ざいの戸と棚だなに寄りかかった。ため息のように言う。

「無駄よ、英国校の情報科。徒労に終わるからやめときなさい。エレメントを使った電子ダイブでも目ぼしい情報は出てこないわ」

「なんでそんなこと言えるのさ？」

　顔を上げたリサへ、ジュリアは肩を竦すくめる。同様の疑問を持ったレオの方を向き、

「スクルド・Ｄ・ナイト──米国出身の革命家。アフリカの紛ふん争そう地帯でゲリラ紛まがいのことをした後、テロ屋に転向して世界を転々。行動に思想的な偏かたよりは見られず、ゆえに行方ゆくえが摑みづらい。判明している最後の足取りは５年前のチリ。その後は地下に潜せん伏ぷくして音おと沙さ汰た無しよ。ウチの調査結果がこれだもの。英国校がやってもどうせ似たり寄ったりでしょ」

「まさかアメリカ校も以前からスクルドを追っていたのか……？　しかもすでにスクルドのフルネームに辿り着いていたと？」

「スクルドは米国出身よ。情報収集なら英国校よりウチに分があるわ。だいたい──」

　すっと戸棚から背を離し、ジュリアが近づいてくる。今までで一番殺気立った目だ。細い指がレオの胸に突きつけられる。

「『俺がスクルドを殺さなきゃ終わらないんだ』」

「それは」

「あなたの言葉よね、殺人鬼。未来で、返り血だらけで、叫さけんでた言葉。調べないはずがないでしょう？　米国は世界の警察よ。そしてアメリカ校はジオウィングの警察なの。当然調べるわ。危険な殺人鬼に絡からむ、重要なワードだもの」

「……なるほど、それでスクルドを追ってたってわけか」

「そういうことよ」

　ポニーテールが舞まい、ジュリアが背を向ける。

「ベインの持っていたアタッシュケースはこっちで回収したわ。おそらくなんらかの研究資料よ。私たちはそこから調査を進める。そっちはそっちで好きにしなさい。何か他ほかにやりようがあるならね」

　ベインを治ち療りようしていた生徒たちもベッドから離れ、ジュリアの後へ続いた。

　そうして出ていく寸前、一度だけジュリアは振り返った。

「……ねえ、殺人鬼。私を覚えてる？」

「？　お前とは初対面だろ、じゃじゃ馬娘」

「あっそ」

　無表情で言い、ジュリアとアメリカ校の面々は処置室を出ていった。

　レオたちの背後では医療スタッフによる蘇そ生せい措そ置ちが続いている。しかしベインが息を吹ふき返すことはもうないだろう。最期の瞬しゆん間かん、ベインは伝えきった顔をしていた。

　こちらも処置室から出ると、そのタイミングでティアが尋たずねてきた。

「レオ先せん輩ぱい。スクルドっていうのは誰だれなんですか？」

　話しても問題ないだろうと判断し、レオは搔かい摘つまんで説明する。

　未来のレオがスクルドの名を叫んでいたこと。現在のレオはスクルドこそが感染源ではないかと考えていること。それらを聞くと、ティアは予想以上に驚おどろいた顔をした。

「じゃあ、Ｘデーまでにそのスクルドを見つければ、先輩は殺人鬼にならないかもってことですか!?」

「まあ、すべてが俺の想像通りで、すべてが都合よくいけばだけど……」

　レオは時計塔とうでの自分の殺さつ戮りくはスクルドを追い詰つめるためではないか、と考えている。

　殺人鬼の衝しよう動どうを如によ実じつに感じた今となっては断言できないが、それでも１年後のＸデーまでにスクルドを捕とらえられれば未来は変わるかもしれない。

「だったら、何か他にスクルドを捜さがす方法はないんですか？」

「あのじゃじゃ馬娘が言っていたことは概おおむね正しいんだ。アメリカ校がスクルド・Ｄ・ナイトの居場所を特定できなかったのなら、俺たち英国校が同じ方法でやっても辿り着くことはできない」

「ただし正せい攻こう法ほうなら、の話だけどね」

　リサが隣となりに並んできて、にやりと笑んだ。

「蛇じやの道は蛇へび。スクルド・Ｄ・ナイトっていうフルネームが分かったのなら、やれることはあるよ。スクルドがテロ屋なら、その動向は裏社会の人間に訊きけばいいからね」

「裏社会、ですか？」

「皮肉な話なんだけど、俺は犯罪者に顔がきく。『時ヴイ計クト塔リアの・殺キ人ラ鬼ー』と言えば、犯罪者共は皆みな、喜んで酒を勧すすめてくるからさ。アメリカ校にはないパイプだろ？　──リサ。早さつ速そく連れん絡らくを取ってみてくれ」

「ん、了りよう解かい。誰にする？」

「ラッチェル商会のボスにメッセージを頼むよ。文面はいつも通りでいい」

　了解と頷うなずき、リサがデバイスを操作し始める。一方、ティアは探るように首を傾かしげた。

「先輩、その商会のボスさんっていうのは？」

「ん、ああ、なんてことはない」

　レオは軽く肩を竦めた。

「どこにでもいる、武器商人さ」







　半日後、レオとティアは武器商人から連絡を受け、ニューヨーク郊こう外がいのスラムを訪おとずれていた。

　二人の前には地下への階段が延びている。そばにはいかがわしい看板があり、バニーガールがとんでもない格好でニンジンをくわえ込んでいた。

　ティアはその絵え柄がらにだいぶ引いているらしく、頰ほおが引きつっていた。

「待ち合わせに指定されたのってここですよね。一体、なんのお店なんですかこれは」

「建前上はバーか何かだと思う。実際は非合法な諸もろ々もろの密売所ってところかな。リサと空港で待っててもよかったんだよ？」

「わたしが同行しなかったら誰が先輩を監かん視しするんですか」

「じゃあ、一つアドバイスを。犯罪者を相手にする時は下した手てに出ないこと。最初から毅き然ぜんと振ふる舞うのがコツだ」

　そう言い、レオ自身も表情を引き締める。

　二人で階段を下りていくと、すぐに陽ひの光が届かなくなり、代わりにサイケデリックな電灯が自己主張を始めた。最下層につくと、骸がい骨こつと鎖くさりで装そう飾しよくされた扉とびらが現れた。

　ロシア人の女が門番のように立っていた。

　スラッとした長身で、落ち着いた色のスーツを着ている。まるで人形のように無表情な顔にはタトゥーが施されていた。顔のタトゥーはラッチェル商会の証あかしである。

　レオはこの女と面識があった。名はエヴァ・マリーニア。商会のＮｏ．２だ。

「ようこそお越こし下さいました。レオ・エンフィールド様。歓かん迎げい致いたします」

「エヴァか。あんたが出で迎むかえとは珍めずらしいな。てっきりチンピラの一人や二人けしかけてくるかと思ったんだけど」

「お連れ様がいるようなので戯たわむれは控ひかえました。どうぞこちらへ。我が商会のボス──ラビット・トゥインクルスターがお待ちです」

　エヴァに連れられて扉をくぐる。通路を少し進むと、唐とう突とつに視界が開けた。

　目の前に広がったのは、悪あく趣しゆ味みなバーをさらに悪趣味にしたようなフロア。

　床ゆかは白と黒のチェック柄がらで、白マスに大きな目玉が描えがかれている。

　いくつか並んでいるソファーは、裸ら体たいの男女が重なり合った形。

　ビリヤード台に転がっているのはボールではなく、無数のウィスキーボトルだった。

　そして顔にタトゥーをした男女が十数人。エヴァのようなスーツではなく、革かわジャンやランジェリー姿で酒さか瓶びんを傾かたむけている。全員がニヤニヤとこちらを見つめていた。

　しかしレオは歯し牙がにも掛かけず、フロアの奥へ視線を向けていた。

　そこに商会のボスが座っている。

　卑ひ猥わいなソファーの上、派手なスーツ姿で足を組んでいた。歳としはおそらく成人なのだろうが、若くも見えるし、歳老いても見える。レオも正確な年ねん齢れいは知らない。

　室内だがハットを被かぶり、腕には高級そうな時計をつけていた。

　顔の右側にはタトゥーがある。このフロアの誰より派手な稲いな妻ずま形のタトゥーである。

「ようこそ、我が親友レオ・エンフィールド。オレは今、機き嫌げんがいいんだ。とてもとても機嫌がいいんだ。なぜだか分かるか？」

　問いに対し、ティアへのアドバイス通り、レオは遠えん慮りよもなく言い捨てる。

「知るかよ。お前の機嫌に興味なんてない」

「無二の親友が会いにきてくれた。人生にこれ以上の喜びはない。イタリアに美味うまいドリアを出す店を見つけたんだ。今度一いつ緒しよに食事をしよう。日本には『同じ釜かまのメシを食う』という言葉があるだろ？　オレとお前は同じ釜のメシを食うべきだ」

　レオは思いきり不ふ愉ゆ快かいな顔になる。あえてではなく、素すで不愉快だった。

　するとエヴァが背後からフォローを入れてきた。

「ラビット様。エンフィールド様はドリアがお嫌きらいなようです」

「違ちがう、そこじゃない」

　レオがさらにイラッとした顔をすると、商会のボス──ラビットは肩かたを竦めた。

「エヴァ。お前は分かってない。まったくもって分かっていないぞ？　オレが今、ドリアに誘さそったのはレオだけじゃない。今日はほら、素敵なお嬢じようさんが一緒じゃないか。きっと彼女はドリアが好きだと思うんだ」

　言うが早いか、ラビットはソファーから立ち上がる。そして優ゆう雅がに近づいてくると、レオに抱だきつくようにして背後のティアへ目を向けた。

「こんにちは、お嬢さん。オレの名はラビット・トゥインクルスター。レオの一番の親友で、レオの一番の理解者だ。ドリアはお好きかな？」
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　ティアは完全に周囲の状じよう況きように萎い縮しゆくしていた。だがエリートの意地があるのか、なんとか言葉を絞しぼり出す。

「えと、ティア・ファーニバルです。ドリアよりリゾットが好きです」

「ああ！　それはすまない！　リゾットの美味い店も探しておこう。約束だ」

「どうも……えと、ラビットさん？　変わったお名前ですね……？」

　ラビットが何か答えようとしたが、その前にレオが突つき飛ばす。

「偽ぎ名めいだよ。レオ・エンフィールドっていう俺の名前に当て擦こすってるんだ。最初に会った時は違う名前だった」

　突き飛ばされたラビットは舞うように一回転。浮うき上がりかけたハットを摑つかみ、楽しそうににかっと笑った。

「そういうこと！　雄お々おしい獅し子しに付き従う、か弱い兎うさぎ。地上のフィールドを見守る、きらきら瞬またたくトゥインクルスター。それがオレなんだ！」

　そしておどけるように小首を傾げ、

「ちなみに着ちやく帽ぼうの非礼は許してほしい。オレは拘こだわりの捨てられない困ったオシャレさんでね。もちろんお嬢さんが不快だと言うなら断腸の思いで脱ぬぐけれど？」

「い、いえ、お好きにどうぞ……」

「メルシー、レディ」

　タトゥー側の瞼まぶたを瞑つぶってウィンク。それから意味ありげにレオへ視線を移す。

「素敵なレディじゃないか、レオ。お前が幼女趣味だとは知らなかった」

　すると、レオより先にティアが「よっ、幼女!?」と顔を引きつらせた。先ほどまでの萎縮ぶりから一転、猛もう然ぜんと反論する。

「わたし、幼くありません！　先輩の一つ下ですし、背は低めですけど、他ほかのところは同年代の女の子より育ち気味ですっ。ねっ、そうですよね、レオ先輩っ。空港で無理やり見た分、しっかり証言して下さ──もががっ!?」

　いらんことまで言い出したティアの口を塞ふさぎ、レオは嘆たん息そく。

「少し黙だまっててくれないかな、後輩」

　一方、ラビットはティアの反論を殊こと更さら真しん摯しに受け止めていた。

「ああ、すまない、お嬢さん──いや、麗うるわしきリトル・レディ。オレは別に悪気があったわけじゃないんだ。おい、誰だれかとっておきの酒を持ってこい。傷ついたリトル・レディにお詫わびの気持ちを示すんだ。こないだシチリアで手に入れたのがあったろ。違う、そっちじゃない。ソファーの下だ。そうそっち」

　ぷはっ、とレオの手から脱だつし、ティアは唇くちびるを尖とがらせる。

「リトル・レディって言い方もあんまり嬉うれしくないんですけど？」

「いいから黙ってて。俺なんて親友扱あつかいなんだ。それよりマシだって」

　そうしているうちラビットの部下が酒瓶を見つけたらしく、女性形ソファーの腹から酒瓶が取り出された。大おお柄がらなあごひげの男だ。

「これっすね、ラビット様。水で割りますか？　それともストレートで？」

「ん？　おいおい、今なんて言った？」

「？　水で割りますかと……」

「違う。その前」

　ラビットはウィスキーの瓶を受け取ると、男へずいっと顔を寄せた。

「ラビット様って言ったよな？　様って」

「え、あ、はい。それが──ひぎぃ!?」

　次の瞬しゆん間かん、男の頭めがけて酒瓶が叩たたきつけられた。かん高い音が響ひびき、酒と血が床へびちゃっと付着する。ティアが悲鳴を上げ、男はがくんと崩くずれ落ちた。

　ラビットは割れた酒瓶をだらりと下げ、立っている。

「お前、新入りか……？　だとしても、俺はしっかり一人一人に説明してるはずだ。まさか忘れたとは言わせないぜ？」

　男は血ち塗まみれのまま、恐きよう怖ふに駆かられた目でラビットを見上げた。

「え、な、何を……？　俺の何がラビット様の逆げき鱗りんに触ふれましたか……？　──ぎぃ!?」

　顔面を革かわ靴ぐつが踏ふみつけた。ラビットは無言で何度も何度も踏みつける。男が絶ぜつ叫きようしながら謝っているが、耳を貸さない。やがて血走った目がエヴァの方を向いた。

「おい、エヴァ！　オレがなぜこんなに哀かなしんでいるのか教えてやれ！」

　エヴァは床で痙けい攣れんしている男へ、相変わらずの無表情で言う。

「ラビット様はミスター扱いされることを嫌います。つまり『ラビット様』ではなく『ラビットさん』と呼んでほしいのです。様付けは他た人にん行ぎよう儀ぎで淋さびしいそうです」

「──っ!?　た、確かにそんな話されましたけど、俺ぁてっきり冗じよう談だんだとばっかり……それにエヴァ様だって『ラビット様』って」

「あの女はもうしょうがないんだよ!?」

　そう叫さけび、ラビットはタトゥーの入った右顔面をガリガリと搔かきむしる。

「オレだって嫌いやなんだよ！　あの女に様付けされる度たび、胸がズキズキ痛むんだ。我が慢まんできないくらい痛むんだ。５歳の時、子犬のジョンがダンプに轢ひき殺された時と同じ痛みだ」

　皮ひ膚ふが剝はがれ、ボタボタと血がこぼれだす。だがラビットは搔くのをやめない。

「もちろんオレは制裁した！　オレを様付けする度、エヴァを泣くまで犯おかしてやった！　なのにあの女はやめないんだよ!?　酷ひどい時なんて一晩に17回だぞ、17回！　こっちが干ひ乾からびて死んじまう！」

　怒ど鳴なり声はもはや金切り声になっていた。ティアがレオの背中に隠かくれて震ふるえる。

「先せん輩ぱい、なんかあの人、怖こわいです……っ」

「ごめん。俺は正直、そっちのロシア女の方が怖い。なんだよ、17回って」

「エンフィールド様もそのくらい楽勝では？　10回を超こえ、私が泣なき叫び出してからが本番です」

「おい、まさかわざとラビットを怒おこらせてるのか？　筋金入りのドＭかよ……」

　ちょっと本気で引いた。その間にあごひげの男は色々理解したらしく、大声で謝った。

「ラビットさん！　すみませんでした、ラビットさん！　もう二度とラビットさんに淋しい思いなんてさせません！　ちゃんとラビットさんって呼びますから！」

「そうか！　分かればいいんだ！」

　途と端たん、ラビットは満面の笑えみになった。血塗れの顔で男の手を引き、立ち上がらせてやる。そしてジャケットの埃ほこりを殊更丁てい寧ねいにはたいてやる。

「これからは気をつけるんだぞ？　オレはとっても繊せん細さいだからな。ごめんな、痛かったろう？　おい、誰だれか手当てをしてやれ。あと温かいミルクを入れてやるんだ。怪け我がをした時は温かいミルクと優やさしい気持ちが一番効くんだ」

　男が他の部下に支えられて奥へ引っ込むと、ラビットはこちらを向いて苦く笑しようした。

「すまない、親友。みっともないところを見せてしまった」

「安心してくれ。みっともなくないお前なんて、俺は見たことがない」

「ああ、深い愛情を感じる言葉だ。お前はそう言ってくれると信じていたよ。でもリトル・レディはびっくりしたろ？　申し訳なかったね。オレたちはちょっと愛情表現が過激なんだ。なんせオレたちは全員──生ける屍リビング・デツドだから」

「生ける屍リビング・デツド……？」

　不ふ穏おんな響きにティアが眉まゆを寄せた。レオは多少言葉を選びながら教えてやる。

「文字通りの怪かい物ぶつって意味じゃない。夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームに関する隠いん語ごさ。未み来らい視しに感かん染せんしたのに未来を体験しなかった人々。彼らのことを隠語で生ける屍リビング・デツドというんだ」

「感染したのに未来を体験しなかった……？　そんなことがあるんですか？　一体どうして……」

「死んでるからさ」

　答えたのはラビットだった。「えっ」と驚おどろくティアへ、生ける屍リビング・デツドは両りよう腕うでを広げる。

「オレはパリで感染したんだがね。感染直後の３分間、オレは真っ暗な闇やみのなかにいた。なぜか？　Ｘデーの２０２９年12月31日。その日までにオレはなんらかの理由で死亡するんだ。だから意識を飛ばされても何も見なかった。だから未来が闇だった。エヴァもそうだ。あいつもこいつもみんなそう。ラッチェル商会のメンバーは全員、お先真っ暗な死人なんだよ。生きてるのに死んでる。だから生ける屍リビング・デツドってわけだ」

　ティアは混乱して言葉を失なくしている。無理もない、とレオは胸中で頷うなずく。

　夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームが認にん知ちされてから約８年。未来で闇のなかにいたと証言した人々には、出来得る限りの経過観察が行われている。だがこの８年ですでに相当数が死亡していた。

　未来視が実現するかどうかには議論の余地がある。それでもこの統計の数字にはかなりの存在感があった。

「リトル・レディ、どうした？　言葉もないかい？　あ！　ひょっとしてオレは君にショックを与あたえてしまったのか？　またしてもすまない！　そんなつもりはこれっぽっちもなかったんだ。そうだ、お詫びにこれをやろう。どうか機き嫌げんを直しておくれ」

　そう言って胸ポケットから出してきたのは、手のひら大の玉だった。

　ティアが背中から顔を出し、なんだろうという顔をする。するとそれに気を良くしたのか、ラビットは玉を高く掲かかげてみせた。

「キャンディさ。大きいだろう？　特別に作らせたんだ。オレは酒が好きだが、甘いものにも目がなくってね。ほら、こうやって食べようとすると」

　自分の口に当ててみせる。だがキャンディは規格外に大きく、口に入らない。

「この通り。あごを外す覚かく悟ごでいかないと無理なんだ」

「じゃあ、どうしてそんなに大きく作ったんですか？」

　ティアが素そ朴ぼくな疑問を口にすると、ラビットの頰ほおがつり上がった。一息に答える。

「拷ごう問もんのため」

「ご……っ!?」

「人間の悲鳴はとにかく耳みみ障ざわりだ。聞いていると胸が痛くなる。だからこのキャンディを無理やり口に押し込めるのさ。すると、悲鳴が消えるんだ。きっとキャンディの美味おいしさに夢中になるんだろうな。本当そういう時、オレは良いことをしてるって気持ちになる。だからこのキャンディが大好きなんだ」

　ティアは何も言えずに絶句している。するとラビットはキャンディをぺろぺろ舐なめながら歩いてきた。

「今日はこの特別なキャンディをプレゼントしちゃおう。どうぞ、リトル・レディ。お詫びとお近づきの証しるしに」

　舐めかけの拷問キャンディを差し出され、ティアは完全に硬こう直ちよくしていた。そこへラビットはずいっと顔を寄せ、

「ほら、どうぞ？」

「え、えっと」

「まさか、いらない？　いらないって言うの？」

「い、いえ……っ」

「じゃあ、はい。どうぞ。お詫びとお近づきの証だから。どうぞ？」

「──そんなもんいるか、クソ野や郎ろう」

　レオが横から叩き落とした。プレゼントは白黒の床ゆかへ転がってしまう。

　ざわっと部下たちが慄おののいた。ラビットは「ああっ」と床に這はいつくばり、子供のようにキャンディを拾い上げる。

　誰もがこの後の惨さん劇げきを予感した。恐おそるべき報復を想像した。だがそれに反し、ラビットの唇は弧こを描えがく。くくっと喉のどの奥で笑い、勢いよく立ち上がった。

「そうだ、レオ！　それでいい！」

　爛らん々らんとした目がレオを見つめる。

「オレは死の商人、正しよう真しん正しよう銘めいの悪党だ！　悪党からのプレゼントなんて受け取ってはいけない。なぜならお前は──正義のヒーローなのだから！」

「違ちがう。俺は殺さつ人じん鬼きだ」

「違う。お前はヒーローだ。お前のことはオレが一番よく知っている」

　ラビットの目は熱い興奮に彩いろどられていた。

　レオは『時ヴイ計クト塔リアの・殺キ人ラ鬼ー』として多くの犯罪者に慕したわれている。だがこのラビットだけは少し毛色が違っている。出会いこそ『時ヴイ計クト塔リアの・殺キ人ラ鬼ー』への興味だったが、色々あってラビットはレオに真逆の期待を持っていた。

　だがレオからすれば、ラビットのそれは甚はなはだ不ふ愉ゆ快かいである。

「御ご託たくはいい。これ以上、お前の茶番に付き合う気もない。俺がここにきた理由は分かっているはずだ。スクルド・Ｄ・ナイトの居場所を教えろ」

「ああ、居場所、居場所ね？　知っている。もちろんちゃんと知っているぞ？」

　その返答にティアが「……っ」と息を吞のんだ。だがレオは表情を変えない。そんな態度にラビットはさらに笑みを深める。

「教えてほしいか？　スクルド・Ｄ・ナイトの居場所。どうしても教えてほしいか？」

「早く言え。金なら言い値でくれてやる」

「駄だ目めだ。金の問題じゃない。誠意の問題だ」

　ラビットはハットを脱ぬいで、顔を近づけてくる。

「本当は意地悪しないで教えてやろうと思ってたんだ。なぜって俺たちは親友だから。でもお前はオレのプレゼントを叩き落とした。それはヒーローとしてとてもとても正しい行こう為いだけれど、オレの心は哀しくなってしまったんだ。だからお前は誠意を見せなくちゃいけない。その誠意でオレの心を満たすんだ。なに、簡単なことさ。問いに答えてくれればいい。難しい問いじゃない。お前なら瞬しゆん時じに答えられる、簡単な問いだ」

「それに答えれば、スクルドの居場所を教えるんだな？」

「その答えでオレの心が満たされれば、だ。ただし噓うそはつくなよ？」

　ギラリとラビットの目が輝かがやき、スーツに隠れたホルスターから銃じゆうが抜ぬかれた。

　銃口がレオの胸に突つきつけられる。

「噓を言えば、お前を殺す。どんなに命いのち乞ごいしても赦ゆるさない。大だい丈じよう夫ぶ、真実を言えばいいんだ。お前のありのままの姿こそがオレを満たしてくれる。そう信じている」

「いいだろう。問いを言え」

　ティアが慌あわてて裾すそを引っ張ってきた。

「先輩、危険です！　この人を満足させる答えなんて誰だれにも出せるわけないです！　やめて下さい！」

「大丈夫、心配いらない。危ないから下がっていて」

「でも……っ」

　軽く肩かたを押して下がらせる。そして目の前の武器商人を睨にらんだ。

「さあ、問いを言え」

「良い目だ。良い覚悟だ。悪党のオレにはない、素す晴ばらしい心だ」

　ハットを捨て、安全装置が外される。

「まずは昔話をしよう。そうだな、あれはオレがまだ中等部の可愛かわいらしい学生だった頃ころのことだ。当時のオレはスクールの面々にはまったく馴な染じめなかった。まわりがとにかく馬ば鹿かにしか見えなかった。社会にこんな馬鹿共しかいないなら、オレの将来はさぞかし大物に違いないと確信していたよ。もちろん今なら分かる。オレはコンプレックスを直視することができなかったんだ。家いえ柄がらがいいわけでもない。勉強ができるわけでもない。ダンスパーティーだって一度もパートナーを作れなかった。そんな情けなさを認められなくて、他人を見下すことで自分を保ってたんだ。でもさ、それの何がいけないって言うんだ？」

「それが問いか？」

「まさか」

　ひどく哀かなしそうに武器商人は首を振ふる。

「みんながみんな、世界の中心になれるわけじゃない。オレたちみたいなのは隅すみっこで爪つめを嚙かんでることしかできないんだ。当時、オレがよくやってた妄もう想そうを教えよう。たとえば気だるい休きゆう憩けい時間さ。午後の授業はマラソンで、なんとなく面めん倒どうで弛し緩かんした空気。同級生たちは楽しげにお喋しやべりしていて、オレは独りぼっちでフレームデスクに突っ伏ぷし、寝ねたふりをしている。そんな時、いつも考えていた」

　内ない緒しよ話ばなしをするように声を潜ひそめ、語る。

「今いきなりここに殺し屋がやってきたらどうなるだろう？　まずは扉とびら側のギリアンがナイフの餌え食じきになるだろう。そばにいるボブとローリーも立て続けに犠ぎ牲せいになる。教室にいる奴やつらは誰も対応できない。なぜなら想定していないからだ。だがオレは違う。オレだけは突とつ発ぱつ的な殺し屋に対応できる。まずは武器だ。射程外から投とう擲てきできる武器がほしい。通学用のブックパックは布製だが怯ひるませるぐらいはできるはずだ。ブックパックを手当たり次し第だいに投げてやろう。殺し屋がナイフを落としたら接近戦だ。これにはテーブルチェアが使える。固い背もたれをローマの戦車のようにして突っ込むんだ。あごをかち上げてやれば脳が揺ゆれる。そうすればどんな巨きよ漢かんも一発だ。スクールの面々は驚きよう愕がくし、オレに感謝するだろう。ダンスクイーンのドロシー、美しい巻き毛のエスター、みんなオレになびくに違いない。鬱うつ々うつとした気分でいつもそんなことを考えていた」

　自じ嘲ちようするように首を振る。

「皮肉なモンだろ？　オレはさ、悪党をやっつける自分を妄想してたんだ。なのに、結局はオレ自身が悪党になっちまった。なあ、オレはどこで道を間ま違ちがえたのかな？」

「それが問いか？」

「まさか。そんな下らないこと問いはしない。オレが知りたいのはさ、親友。お前はどうだったのかってことさ。たとえばお前はそういう時、気だるい休憩時間、次の授業はマラソンで、級友たちは楽しげにお喋りしてて、オレが独りぼっちで鬱々としていた時、もしも同じ空間にいたとしたら……お前は何を考えていた？」

「それが問いか？」

「これが問いだ」

　銃口の固さを感じながら、レオは少しの間押し黙だまった。

　ティアは呼吸も忘れたように息を詰つめ、エヴァは無表情で立ち、部下たちは正解が分からず困こん惑わくしている。

　ラビットだけが爛々と目を輝かせていた。その視線を正面から受け止め、レオは言う。

「下らない。俺はマラソンで一位になることでも考えてただろうさ。英国紳しん士しは常に向上心に溢あふれてるんだ」

　途と端たん、ギリッとラビットの奥歯が鳴った。ティアがはっとした顔で両手を光らせる。エレメントでレオを助けるつもりだ。だがレオ自身は微び動どうだにしない。そして、

「素晴らしいッ！　それでこそヒーロー、悪には為なせぬ道をいく者ッ！」

　ラビットが両手を上げて絶賛した。そのまま高笑いを上げ、ビリヤード台に自分の頭を打ちつける。額が割れるが頓とん着ちやくしない。血をまき散らし、何度も何度も打ちつける。

「ひゃははッ！　そうだそうだそうだ、それでこそだ！　やっぱりヒーローはいるんだ！　この世に正義は存在するんだ！　オレがどんなに醜みにくく汚よごれても正義はあるッ！　ああ、それだけでオレの心は救われる。最高の気分だ……っ！」

　スーツを血で真っ赤にし、ラビットは天を振り仰あおいだ。その顔は恍こう惚こつに輝いている。

　ティアは顔いっぱいに動どう揺ようを浮うかべ、レオの上着に縋すがりついた。

「ワケが分かりません。どうしてあの人はあんなに嬉うれしそうなんですか……っ」

「毎回こうなんだ。おい、ラビット。満足したんだろ？　さっさとスクルドの居場所を教えろ」

　だがラビットはトリップしているらしく、こちらの言葉に反応しない。殴なぐり飛ばしてやろうかと前に出ると、エヴァがすっと遮さえぎって、メモリーチップを差し出してきた。

「ご依い頼らいの情報はこちらに。今はあの方にとって至福の時間です。どうか好きにさせてあげて下さい」

　レオは奪うばうようにメモリーチップを受け取った。

「スクルドの居場所さえ分かればそれでいい。……が、お前たちがなんであいつをボスと仰いでいるのか、さっぱり分からん」

「簡単なことです。あの方にとっての希望があなたであるように、私たちにとっての希望があの人なのですよ。人間としては破は綻たんしていますが、それでも……闇やみのなかで立ち続けるラビット・トゥインクルスターが私たちには眩まぶしいのです」

「難なん儀ぎなもんだな」

　挨あい拶さつ代がわりに一いち瞥べつし、レオは背を向けた。そのままティアを連れてフロアを出ようとする。と、背後でラビットが呟つぶやいた。

「３日前だ」

「なんの話だ？」

　すぐさま振り向く。ラビットはビリヤード台に乗り上げ、酒さか瓶びんの海からこちらを見つめていた。

「今からチップを見てたんじゃ、きっと間に合わない。だから教えてやるよ、親友。オレはお前が大好きだから」

　どろりとした夢みる眼まな差ざしを向け、言う。

「黄金のエレメント」

「黄金……？」

「それでパンデミックが起こせる」

「なんだって!?」

　さすがに聞き流すことはできなかった。ビリヤード台まで駆かけ寄り、胸むな倉ぐらを摑つかむ。

「どういうことだ!?　パンデミックを起こせるだと!?　そんなエレメントがあるって言うのか!?　なぜお前がそんな情報を持ってる!?　どこの誰だれから聞いた話だ!?」

「なあ、レオ。今、大事なのはそこじゃないだろ？　今、お前が理解すべきことは別にある。それはパンデミックを起こせる黄金のエレメントを持って、スクルド・Ｄ・ナイトが３日前にニューヨーク入りしたってことさ。つまり奴は──ニューヨークでパンデミックを起こすつもりなんだ」

「──っ!?」

「もう時間がないぞ？　奴は今日中に事を起こす。急げ、ヒーロー。お前の出番だ」

「クソ……ッ」

　ラビットをビリヤード台へ突き飛ばし、駆け出した。

「ティア、いこう！　ニューヨークへ戻もどる！」

「先せん輩ぱい、でもまだ何か手て掛がかりを聞けるんじゃ……っ」

「ラビットはもう喋らない！　尋じん問もんも無意味だ！　以前に散々やり尽つくしてる！」

　ビリヤード台からひらひらと手を振るラビット、こちらへ恭うやうやしく一礼するエヴァ。

　武器商人たちを残し、レオとティアは慌ただしく地上へ戻る。







　バーの階段を駆け上り、スラムの街並みに出た。もう夕刻らしく、西日が辺りを照らしている。レオは素早く周囲を見回した。

　ペイントで落書きされたシャッターの前にチンピラらしき男女がいた。どちらもピアスだらけの顔で、男が女にレトロな大型バイクを自じ慢まんしている。

「へへ、イカすだろ？　これさ、金貸しのトムをぶっ殺して奪ってやったんだよ」

「素敵！　ねえ、海を見にいきましょう？　ドライブしながら、トムをどんなふうにぶっ殺したのか教えて！」

　レオは足早に近づくと、「あん？」と目を向けた男の顔面を殴り飛ばした。ぶっ倒たおれた男のポケットをまさぐり、バイクの鍵かぎを入手する。女が鼻のピアスをじゃらじゃら鳴らしながら叫さけんだ。

「いきなり何すんのよ！　あたしらが何したっていうの!?　金持ってるんだろうね!?」

　言いながら女はすでにナイフを取り出していた。良いカモがきたと思ったらしい。

　レオは突つき出されたナイフを無造作にいなし、ポケットからアメリカドルの札束を取り出すと、それで女の頰ほおを引っ叩ぱたいた。よろけたところへ札束の雨を降らせてやる。

「このバイクは俺が買ってやる。殺して奪ったのなら元手はタダだろ？」

「え!?　あ……ま、毎度あり！」

　女は札束をかき集め、こくこくと頷うなずいた。レオはすぐさまバイクにまたがり、背後へ声を張り上げる。

「ティア、乗るんだ！　こいつで移動する！」

「あのっ、先輩って普ふ段だん常識人のふりして、実は一番メチャクチャですよね!?　ずっと思ってましたけどっ」

「綺き麗れい事だけじゃ平和は守れないんだ！　しっかり摑まってろ！　飛ばすぞ！」

「へっ!?　きゃーっ!?」

　豪ごう快かいな音を上げ、バイクが発進。雑誌の紙くずを吹ふき飛ばし、乱立するゴミ箱を吹っ飛ばし、レオたちはストリートを疾しつ走そうしていく。

　ティアは二輪車に慣れていないのか、腰こしにしがみついてガクブルしている。
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　若じやつ干かん不ふ憫びんに思いつつ、腰に回っている手へメモリーチップを渡わたした。

「これを君のデバイスに入れてくれ。統一規格だから読み込めるはずだ。俺は運転中だから代わりに頼たのむ」

「りょ、了りよう解かいですっ」

　ティアは背中から顔を出し、腰へ回した腕うでで操作する。

　レオの腹辺りにウィンドウが開いた。

「スクルド・Ｄ・ナイトの渡と航こう記録みたいです。確かに３日前にニューヨーク入りしてます。あと顔写真も一いつ緒しよです」

　ちらりと腹のウィンドウを見る。

「女か」

　投映されているのは20代ほどの白はく髪はつの女だった。

「リサにそのデータを送ってくれ。アメリカ校がスクルドの顔写真を持ってるはずだ。照合すれば裏付けになる」

「はい、えっと……送りました！」

　すぐに通信が返ってきて、デバイスからリサの声が響ひびいた。

「『レオ！　アメリカ校と照合したよ。間違いなくスクルド・Ｄ・ナイトだって！　でも３日前にニューヨーク入りしてるってどういうこと？』」

「スクルドはパンデミックを起こす手段を持ってるらしい。今度はこのニューヨークでやらかすつもりなんだ」

「『ええ……っ!?』」

「絶句してる暇ひまはない！　ＣＩＡに非常事態宣言の要よう請せいを。それからエレメントでニューヨーク中の監かん視しカメラをジャックしてくれ。スクルドが今どこにいるか追うんだ！」

「『分かった！　ちょっと待ってて……』」

　リサからの通信が一いつ旦たん途と切ぎれる。わずか数秒の時間が無限に思えた。

　そして再びリサから通信がくる。

「『見つけたよ！』」

　レオとティアは同時に目を剝むく。

「どこだ!?　スクルドはどこにいる!?」

「『マンハッタン６番街のストリート！　白髪の女が一人で歩いている！』」

　ついに尻尾しつぽを摑んだ。レオはアクセルを限界まで吹かす。

「待ってろ、スクルド！　今日で全部の決着をつけてやる！」

　エンジンが唸うなりを上げ、バイクはスラムの街を疾走していく。
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　時刻は夜７時を回っていた。すでに空は夜のヴェールに包まれている。

　星は見えないが、代わりに天高くそびえるビル群──ニューヨークの摩ま天てん楼ろうが色取り取りの光を放っていた。なかでもひときわ輝かがやくエンパイアステートビルを横切り、レオたちのバイクは６番街のネオンを駆け抜ぬけていく。

　三ラインの車道は渋じゆう滞たいしており、歩道にはレストランや宝石店が並んでいる。人通りは多く、老ろう若にやく男なん女によのニューヨーカーたちで溢れていた。レオはバイクの車体を捻ひねるようにして歩道へ急停止。通行人が驚おどろいてざわめくなか、通信状態のデバイスへ叫ぶ。

「リサ！　６番街に着いた！　スクルドの現在位置は!?」

　２０２０年代以降、主要都市の監視カメラ網もうは強化されている。主要ストリートならばほぼ完かん璧ぺきに網もう羅らしているはずだ。予想通り、ほぼタイムラグなく返事がきた。

「『レオたちの後方約１００メートル！　ブロードウェイとの合流路前だよ！』」

「先輩！　いました、あそこです！」

　ティアが背後で指差し、レオは間かん髪はつを容いれず振ふり向く。

　きらびやかなネオンの下、中央分ぶん離り帯たいにひとりの女が立っていた。

　オペラでも観みにいくようなドレス姿。左右を車が走っていても気にしていない。夜色のショールを羽織り、白髪をなびかせ、女は星のない空を見上げていた。

「スクルド・Ｄ・ナイトッ！」

　レオは怒ど鳴なりながらアクセルを全開。声が聞こえたとは思えない。

　だがスクルドは静かに首を傾かたむけ、こちらを見た。バイクで突っ込んでいくレオの姿を目にし、静かに口を開く。声は届とどかない。だが口の動きで分かった。

　──ああ、きたのね。殺さつ人じん鬼きの坊ぼうや。

　レオは「俺を知ってるのか!?」と息を吞のむ。

　スクルドの白い手がすっと掲かかげられた。手のひらに載のっているものに気づき、背筋が凍こおりつく。

　黄金に輝くエレメントだった。先の尖とがった、鋭するどい星のような形をしている。

　黄金の星は掲げられていく。高く、天へ捧ささげるように。

「先輩っ、ラビットさんの言ってた、パンデミックを起こすエレメントって……っ！」

「間ま違ちがいなくあれだ。クソッ、間に合えッ！」

　スクルドの周囲に光の粒りゆう子しが瞬またたき始めた。エンジンは唸りを上げ、高速で距きよ離りを詰つめていく。残り50メートル、40メートル、30メートル、あと少しだ。

　しかし次の瞬しゆん間かん。

　右側のショッピングビルと左側の銀行のビル。双そう方ほうの窓が内側から割られ、十数丁のサブマシンガンが姿を現した。構えているのは、

「ゾンビマスクたちです！　わたしたちを狙ねらってます！」

　空港で襲おそってきた集団だった。スクルドの援えん護ごをするように一いつ斉せいに撃うってきた。

「ちぃ……っ、摑まってろ、ティア！」

　とっさに急ブレーキを掛かけた。バイクが逆ウイリー状態になる。車道へ投げ出される寸前、レオはティアを抱だきかかえ、長ちよう剣けんを出した。街路樹へ突き刺さし、無理やり半回転。

　なんとか避よけられたが、周囲には渋滞中の車が溢あふれている。銃じゆう声せいに驚き、人々の悲鳴とクラクションが木霊こだました。

「先輩、街の人たちがパニックに……っ」

「分かってる！」

　銃声や悲鳴が嵐あらしのように轟とどろくなか、レオはバスと大型四輪車の間に滑すべり込んだ。

　その間に黄金の輝きは臨界点に達し、オーロラのような光が立ち昇のぼっていた。

　白髪の向こうから瞳ひとみが覗のぞく。今度ははっきりと聞こえた。

「終わりよ、坊や。あなたはまた間に合わない。──未来と同じようにね」

　ギリッと奥歯を嚙かみ締しめた。もう時間がない。中央分離帯を睨にらんで長剣を握にぎり締める。

　殺さずに止められるかは分からない。だが迷っている暇はなかった。

「先輩!?　剣じゃ無理です！　あそこまでまだ30メートル近くありますよ!?」

「やるしかないんだ！」

　伏ふせていた姿勢からしなやかに体を起こす。身体強化をフル稼か働どうし、筋肉を引き絞しぼる。

　右手を銃のフロントサイトに見立て、左手を振り被かぶった。

　跳ちよう弾だんが掠かすめ、頰から血が流れる。だが構わない。

「パンデミックが起こればニューヨークの９００万人が危機に晒さらされる。そんなことさせてたまるかッ！」

　長剣を矢のように投げ放った。光の粒子をまとい、切っ先が空気を斬きり裂さいていく。

　本来、レオから離はなれすぎると、長剣は形を維い持じできない。だが精神力を振り絞り、なんとか維持する。

　スクルドはすでにこちらを見ていなかった。その瞳はオーロラの昇りゆく空を見つめている。そんな彼女の太ももへ──レオの長剣が直ちよく撃げきした。

　刀身が右足を貫かん通つうし、スクルドが崩くずれ落ちる。

　黄金の星が輝きを失い、コンクリートの上へ転がった。

　直撃を確かく認にんし、レオはすぐさま目の前の大型四輪車へ飛び込んだ。ドライバーはすでに逃にげ去っており、鍵も付けっぱなしだった。ティアも慌あわてて乗り込み、急発進。

　銃弾で窓ガラスが次々に割れていく。だが構わず中央分離帯へ飛び込んだ。車体が防ぼう壁へきになるように横付けし、ドアを蹴け破やぶる。そして、レオはスクルドの前に降り立った。

「スクルド・Ｄ・ナイトだな？」

「……ええ。そうよ。私はスクルド・Ｄ・ナイト。間違いないわ」

　彼女は太ももから剣を生やしたまま、膝ひざをついていた。エレメントの身体強化があるのか、意識はしっかりしているらしい。頰にも汗あせ一つかいていない。

「まさか私を殺すことなく止めるなんて。殺人鬼としての自覚はないのかしら？」

「悪いけど挑ちよう発はつに付き合うつもりはない。今すぐゾンビ共の攻こう撃げきをやめさせろ」

　スクルドは軽く肩かたを竦すくめた。その仕草でレオも気づいた。すでに銃撃はやんでいる。ゾンビたちは窓の奥へ引っ込んだらしい。どうやらスクルドの身の安全を優先したようだ。

　レオはゾンビたちがいたビルへと怒鳴る。

「この女は人ひと質じちだ！　お前らが攻撃を再開すればすぐにくびり殺す。お前らはそこで大人しくママのおっぱいでも吸っていろ！」

　こちらの状じよう況きようは監かん視し網もうでリサがモニターしている。すでに救急隊の手配とアメリカ校への応おう援えん要よう請せいをしているはずだ。到とう着ちやくまでこの均きん衡こうを維持できればいい。無論、その間にもやれることはある。

　レオはスクルドへ向き直り、ドレスの胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

　やっとここまできた。感かん極きわまりそうになる気持ちを抑おさえ、尋じん問もんを開始する。

「答えろ！　今日まで世界中で起こっていたパンデミックはお前の仕し業わざだったのか!?」

「ええ、そうよ。まったくその通り」

「夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームとは一体なんだ？　なぜあんな現象が起きる？　お前はどうやって俺たちに未み来らい視しを視みせていた!?」

「とても簡単なことよ。言葉にすればひどく単純で、それゆえあまりにも呆あつ気けない。私にはね、特別な力があったの」

　レオの表情が険しさを増す。舌打ちし、スクルドを睨む。

「ああ、確かにそうだろうさ。現代科学じゃ説明しきれない現象なんだ。お前に特別な力があった。どんな理り屈くつだろうと、結局はそういう話に行き着くんだろう。でもそんな言葉で俺が、世界中の人々が納なつ得とくすると思うか？」

「そうね。事実が端たん的てきであればあるほど、人はその呆気なさに絶望する。であれば、私はあなたたちに納得をあげましょう」

　スクルドの指先がすっと天へ向けられた。

「星がくるの。とても大きな力を秘ひめた、流れ星。私はその声を聞いたのよ」

「流れ星だって……？」

　眉まゆを寄せ、ちらりと夜空を見る。直後、はっとした。

「小しよう惑わく星せいアポフィスのことか!?」

　今現在、地球に接近し続けている小惑星アポフィス。その重じゆう力りよく波はが夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームの原因ではないかと、世界中で検証が進められている。スクルドは頷うなずいた。

「かの星は力を持ち、その輝きは時を超こえる。私は星から託たく宣せんを受け、世界を旅したの。星の力を伝え、皆みなに未来を視せるために」

「星の力を伝える？　まさか、お前が重力波を中ちゆう継けいしてるっていうのか……？」

「星は言ったわ。歴史に道筋を与あたえよ、と」

「歴史に……道筋？」

「宇宙は『重なる未来』を望んでいる。『重なる未来』に行き着くには正しい道を通らねばならない。無限の選せん択たく肢しのなかから、私が『重なる未来』へ続く未来を皆に視せるの。そうすることで歴史に道筋が生まれる」

　レオは素す早ばやく思考し、スクルドの言葉を咀そ嚼しやくしていく。

「遠未来への道筋を作るために、俺たちに近未来を視せていたということか？　そうすることで歴史の方向性を固定しようとしていた……？」

「そうよ。宇宙は観測されることで存在する。道筋の観測者が増えるほど『重なる未来』への道筋は太く確実になる。だから私は皆に未来を視せた」

　スクルドの口調には使命感のようなものがあった。そこにレオは苛いら立だちを覚える。

「恣し意い的てきに未来を引き寄せるため、何百万人も犠ぎ牲せいにしたってわけか。ならその『重なる未来』ってのはどんな未来なんだよ!?　言ってみろ!?」

　スクルドが目を細める。どこか切なそうに。

「この宇宙は遠い将来、もう一つの宇宙と衝しよう突とつするの。その終しゆう焉えんを経へて再誕し、また衝突し、滅ほろび、生まれ、滅び、生まれ、繰くり返していく。永遠に」

　ティアが理解できないと言うように眉を寄せる。

「もう一つの宇宙……？　それに衝突するっていうのは一体……」

　レオには与よ太た話としか思えなかった。だがティアのために解説する。

「おそらくブレーン宇宙モデルのことさ。重力波絡がらみで調べたことがある。でも宇宙同士の衝突なんて、億単位で先の話だ」

　一昔前まで『宇宙はビッグバンによって誕生した』とする説が一いつ般ぱん的だった。だが現在は研究が進み、ビッグバン以前の宇宙モデルも構築されている。

　ブレーン宇宙モデルはそのなかの一つだ。

　宇宙は高次元の膜ブレーンのなかに浮ういている。そこには別の宇宙もあり、互たがいの宇宙はやがて衝突を起こす。ビッグバンはこの衝突に相当する。衝突によって古い宇宙は一新され、生まれ変わる。その新しい宇宙もやがて衝突し、また生まれ変わる。終わりと始まりが繰り返される連れん鎖さ、それがブレーン宇宙モデルである。

　レオの説明に対し、スクルドは静かな頷きを返した。

「崩ほう壊かいと再生。それが宇宙の理ことわり。けれど、私たちの宇宙はもう崩壊を望んでいない。衝突ではなく、並び合う宇宙との融ゆう合ごうを望んでいる。その完かん遂すいが『重なる未来』よ」

「お前は……宇宙に意志があるとでも思ってるのか？」

「私は声を聞いた。託宣を受けた。それだけが唯ゆい一いつ絶対の真実」

「ああ、そうかい。よく分かったよ」

　怒いかりを滲にじませて吐はき捨てる。

「お前がクソったれな理由で世界を混乱に陥おとしいれたってことがな。お前にはなんらかの特とく殊しゆな力があるんだろう。だがその使い方を誤った。お前がどう考えようと何億年も先の未来なんて知ったことか！　俺たちにとって大事なのは今と、１年後の未来だ！」

「そうです！　大事なのは１年後のＸデーです……っ」

　ティアがはっとした声を上げ、スクルドの方を見つめた。

「つまり、あなたは恣意的に未来を視せることができたってことですよね？　いくつもある未来のなかから、その『重なる未来』へ繫つながる未来を視せ、道筋を確実なものにしようとしてきた」

「そうよ、お嬢じようちゃん。その理解は正しいわ」

「それは……どれくらい達成できてるんですか？」

　なぜか思い詰めた表情のティアに対し、スクルドは意味ありげに笑えんだ。

「ほぼ達成できたと言っていいわね。すでに道筋は確固たるものになっている」

「そんな……っ」

「お嬢ちゃん。あなたが訊ききたいのはこういうことね？　つまり『レオ・エンフィールドが未来で殺さつ人じん鬼きになることは確定してしまったのか』と」

　レオもようやく二人の会話の意味に気づいた。スクルドがこちらを見て告げる。

　さながら死し刑けい宣告のように言葉が響ひびいた。

「坊ぼうや、あなたは殺人鬼になるわ。その道筋はすでにできている」

「……っ」

「どんなに回かい避ひしようとしても無む駄だ。未来視は寸分違たがわず実現する。１年後、あなたは時計塔とうの前で民衆を虐ぎやく殺さつし、殺人鬼になる。それはもう決まったことよ」

　レオは唇くちびるを嚙み締めた。ティアはなぜかレオ以上のショックを受けている。

　スクルドは申し訳なさそうに目じりを下げた。

「ごめんなさいね。でも安心して。あなたたちの悲劇は未来の糧かてとなる。『重なる未来』は何億年も先の話ではないの。だからあなたたちの涙なみだは無駄ではないのよ？」

「か、勝手なこと言わないで下さい！　レオ先せん輩ぱいが今までどんな気持ちで──」

　その言葉の途と中ちゆうで、レオははっと息を吞のんだ。視界の端はしでエレメントの光が瞬またたいたからだ。高層ビルの窓。そこからワイヤーのようなものが一いつ瞬しゆんで伸のびてきていた。

「ティア、避よけろ！」

　とっさに抱だき寄せた。ワイヤーは粒りゆう子しを放ちながら弧こを描えがく。狙ねらわれていたのはティアではなく、スクルドだった。白はく髪はつごとワイヤーが首に巻き付く。

　それはレオの知っているエレメントだった。とっさに声を張り上げる。

「やめろ、殺すな！　ラビット！」

　だが間に合わない。女は最さい期ごに微笑ほほえんだ。死などすでに超ちよう越えつしているかのように。

「私はここで終わりなのね。でも安心して、坊や。私が死んでも『神の見えざる裁き』であなたが死ぬことはないわ。これは始まり。私にとっての祝福なの……」

　直後、ワイヤーが首をへし折った。斬ざん鋼こう線せんのような鋭するどさはない。このワイヤーは鈍にぶく、武骨に命を奪うばうのだ。

　かつて何度か見たことがある。ラビット・トゥインクルスターのエレメントである。

　ワイヤーが消え、遺体がごろんと転がった。ティアがゾッとした顔で後あと退ずさる。

「せ、先輩、スクルドが……っ。なんで、どうして」

「……ラビットの仕業さ。あいつは生ける屍リビング・デツドであると同時に、覚かく醒せい者なんだ」

「そういうことさ、リトル・レディ。オレのエレメントの名は『愉快なキテイ・死に様キテイ』。武器商人は荒あら事ごとが多いから、ま、奥の手ってやつさ」

　声に振ふり向くと、中央分ぶん離り帯たいの向かいに地下鉄があった。その看板の上にラビットが座っている。アジトでトリップした時の傷を手当てされたらしく、ハットの下に包帯を巻いていた。それが妙みような凄すごみを生み出している。

　手にはグローブを嵌はめ、指先から淡あわい粒子が出ていた。

「なぜ殺した？」

　レオが問うと、ラビットは大げさに肩かたを竦すくめた。

「さてね。まあ理由はいくつかあるんだ」

「お前とスクルドは仲間だったんじゃないのか!?」

　ティアが「えっ」と目を丸くする。一方、ラビットは楽しげに口角を上げた。

「なんでそう思う？」

「確信したのは、ゾンビマスク共がスクルドの援えん護ごにきた時だ。お前はアジトでわざわざ生ける屍リビング・デツドのことを口にした。お前のふざけたやり方は知っている。あれはゾンビマスクが自分の部下だっていう遠回しなアピールだ」

　ラビットが「正解！」とこちらを指差した。

　スーツの内ポケットへ手を差し入れ、取り出したのはゾンビのマスク。

「なんでオレがあの女の情報をアレコレ知っていたかというと、その通り、オレがあの女の協力者だったからだ。あの女が世界中をいったりきたりする手引きをしてたのがオレってわけ。で、なんで今こうして裏切ったかというと、まーそうだなー、目の前であの女をやるくらいしないと、レオに隙すきができないと思ったから。これが一番かな？」

「俺に隙だと？」

「そ。こいつをこっそり手に入れる隙」

　ラビットが右手を掲かかげた。手のひらに載のっているのは──黄金の星。

　ぎょっとして地面を見ると、スクルドが落とした黄金の星が消えていた。いつの間にかラビットがワイヤーで回収したのだ。

「普ふ通つう、持ち主が死んだらエレメントは消えるモンだが、こいつは特別製でね。ずっとあの女から奪う機会を狙ってたんだ。ようやく念願叶かなったよ」

「それをどうするつもりだ!?」

「どうする？　今、どうするって訊いたのかい、親友？　決まってるだろ？」

　死の商人は、ニヤァと頰ほおが裂さけるように笑む。

「使うのさ」

「──ッ!?」

　ラビットの手からゴオッ！　とオーロラが立ち昇のぼった。

　レオはとっさに突とつ撃げきしようとした。だが肝かん心じんの得物がまだスクルドに突つき刺ささったままだった。その一瞬が命運を分けた。ラビットの手で星が閃せん光こうを放つ。

「さあ、未来をくれてやるぞ！　惰だ眠みんを貪むさぼる子羊共──ッ！」

　オーロラがニューヨークの空を覆おおった。

　歌が響き渡わたる。まるで讃さん美び歌かのように荘そう厳ごんで、鎮ちん魂こん歌かのように哀かなしい歌だ。

　それはスクルドの声のようにも聞こえたし、他ほかの誰だれかの声のようにも聞こえた。

　レオは激しい頭痛を感じ、崩くずれ落ちる。その眼前で悲劇の幕が開いた。

　６番街ストリートの人々が一いつ斉せいに倒たおれていく。

　多くは銃じゆう撃げきがやんだ隙に逃にげようとしているところだった。

　歩道では昏こん倒とうした人々が次々に店のショーウィンドウへ激突していた。割れたガラスが突き刺さり、見る間に血ち塗まみれになっていく。

　発進しかけていた車は制せい御ぎよを失い、そばのテナントへ突っ込んでいた。ブレーキは踏ふまれず、店内で昏倒している人々を轢ひいていく。悲鳴は上がらない。店内放送でヒットチャートが流れるなか、声もなくマネキンのように轢かれていく。

　上空には運悪くヘリコプターが飛んでいた。ヘリはオーロラに触ふれた途と端たん、錐きり揉もみ回転で近くのビルへ激突する。窓ガラスがシャワーのように降り注ぎ、歩道に倒れた人々をさらに血塗れにした。ヘリはビルに突き刺さったまま、尾び翼よくを回転させている。

　こうして、ニューヨーク全土から人の声が消えた。

　レオの眼前には凄せい惨さんな光景が広がっている。死と絶望。14歳の頃ころ、ウィンザーで体験したのとまったく同じ景色だった。業ごう火かのような怒りが腹の底から沸わき起こった。

「ラビットッ！　貴様、貴様ぁぁぁぁぁッ！」

　死体から長ちよう剣けんを引き抜ぬき、力任せに飛び掛かかった。

　一瞬にして地下鉄の看板へ到とう達たつする。放つのは縦に一直線の斬撃。対してラビットはグローブの指をパチンッと鳴らした。するとエレメントの光が生まれ、虚こ空くうからワイヤーが出現。数十本が重なり合い、ラビットを守る盾たてになる。

　長剣とワイヤーがぶつかり、鋭く火花が舞まった。

「どういうつもりだ、ラビット!?　なぜパンデミックを起こした!?」

「そうだな。それに関してはきちっとした理由があるぜ？」

　ラビットはベイン・バウマンと同じく頭痛に苛さいなまれてはいなかった。

　レオよりもずっと滑なめらかに動き、両手を振る。するとさらに十数本のワイヤーが現れ、レオへ向かってきた。本来なら対応できる速度だった。だがノイズのような頭痛で反応が遅おくれた。両手が拘こう束そくされ、直後、ラビットの膝ひざ蹴げりがあごに命中する。

「お前を殺人鬼にしない。そのためにオレはパンデミックを起こした」

「なん、だと!?　がぁ……っ！」

　ワイヤーが伸しん縮しゆくし、地面に激突。そのまま標本のように縫ぬいつけられてしまう。

　ティアが「先輩っ」と駆かけ寄ってくる。だがワイヤーはエレメントの光で地面と接着されていた。ティアの力では外せない。ラビットが看板の上からこちらを見下ろす。

「親友、オレは未来を変えたいんだ」

「未来を変えるだって……っ？」

「そ、そんなことできるんですか!?　どうやって……!?」

　問うたのはティアだった。ラビットはハットを脱ぬいで胸に置き、恭うやうやしく言った。

「さらにもう一度、パンデミックを起こすんだ」

　想像を超こえた言葉にレオは絶句した。ラビットは笑みさえなく、淡たん々たんと告げる。

「今、このニューヨークでは９００万人が夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームに感かん染せんし、未来を体験している。３分経たてば、奴やつらはこの現在に帰き還かんしてくるだろう。そこでもう一度、パンデミックを起こすんだ。再び奴らを感染させ、もう一度未来へ送るのさ」

「なんでそんなことを……っ」

「簡単なことなんだ、リトル・レディ。あの白しら髪が女は歴史の流れを決定づけようとしてきた。多くの人間に『任意の近未来』を視みせることによってな。未来は観測者によって決定する。未来にＡ・Ｂという二つの可能性があるとしても、Ａの観測者が存在することでその道筋は未来Ａに固定されるんだ。そこでだ。オレはニューヨーカー共をもう一度感染させ、未来Ｂを視せる。黄金のエレメントは視せる未来の方向性を誘ゆう導どうできるんだ。今起こしたパンデミックは白髪女がセットしていた未来Ａ。それを解放したことで、今度はオレの任意で方向性をセットできる。白髪女のセットで未来Ａの観測者となった奴らを、オレのセットで未来Ｂの観測者に変えるんだ。歴史はより新しい観測結果を優先する。これで歴史の流れは修正できる。つまり未来は上書きできるのさ！」

「でも待って下さい！　空港で二度目の感染だった８人が亡なくなってます。夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームに二度感染すると、アナフィラキシーショックのように死んでしまうんじゃ……っ」

「それは誤解さ。あの女は未来Ａを確定させるため、決して同じ土地でパンデミックを起こさなかった。だから二度目の感染サンプルは極端に少ない。もちろん『生まれ故郷のサンフランシスコで感染し、その後、旅行中のパリでまた感染しました』なんて例もいるにはいるが、そいつらもだいたい死んでる。だから二度目の感染イコール死という誤解が広まった。しかし事実は違ちがう」

　まるで教師のような口調でラビットは言う。

「未来に飛ばされる時、オレたちの意識は本能的に現在の時間軸じくへアンカーを打ってるんだ。意識はこのアンカーを辿たどって現在に戻もどってくる。黄金のエレメントは未来へ飛ばしているだけ。現在に戻ってくるのは個々の意識の帰き巣そう運動なのさ。アナフィラキシーショックで死んじまうのは、二度目の時間軸移動に耐たえ切れず、アンカーが抜けちまうせいなんだ。意識が戻ってこられず、肉体が抜け殻がらになって死亡するってワケだ」

「だったらやっぱり……」

「ただし、なかにはアンカーの強い奴がいる。そういう奴は二度目の感染でもちゃんと帰還してくる。事実、ラッチェル商会にはその帰還者がいるんだよ。ま、二度とも未来は闇やみだったがね」

　軽く肩を竦め、ラビットは続けた。

「帰還者によって未来Ｂが観測され、道筋は変へん更こうされる。さあ、これで分かっただろう？　未来は変えられる。上書きできるんだ。これが上手うまくいけば、レオは──殺さつ人じん鬼きにならないかもしれない」

　ティアの瞳ひとみが揺ゆれた。ラビットは「だから！」とハットを被かぶり直す。

「このニューヨークで今から二度目のパンデミックを起こす。ニューヨーカー共をもう一度未来へ送り、道筋を変えるために！」

「──駄だ目めだッ！」

　大声で否定したのは、レオだった。

「二度目を起こせば、アナフィラキシーショックの犠ぎ牲せい者しやが確実に出る！　転てん倒とうや事故で死ぬ人々だってまた出てくる！　間違いなく人が死ぬんだぞ!?」

　ラビットの言葉に聞き入りかけていたティアがはっとする。

　レオは全身の力を振ふり絞しぼり、力任せに立ち上がろうとする。

「俺の未来なんてどうなったっていい！　二度目のパンデミックなんて絶対に起こさせるものか……ッ！」

　ラビットはなぜか痛ましそうに目を伏ふせた。

「ああ、レオ。我が親友レオ・エンフィールド。さすがだ、さすが正義のヒーローだ。確かにお前の言う通りさ。ニューヨークの現在の人口は約９００万人。最初のパンデミックで大おお雑ざつ把ぱに２割が死んだとして１８０万人。二度目は多少減るとして、まあキリよくもう１００万人が死ぬとしようか。１００万人。大層な数だ。だがな、レオ。あの女の作った道筋を受け入れるということは──１年後、お前に殺される人々がいるってことだぜ？」

「──っ！」

　射い竦すくめられたようにレオの動きが止まる。その頰に一筋の汗あせが流れた。

　ラビットは首を振り、ハットの縁ふちを深く落とした。

「たとえば、時計塔とう前でお前が１００人殺すとしようか。今ここでオレを阻はばみ、１００万人を救えば未来は変わらない。その１００人はお前の手で死ぬことになる。だが今この土地の１００万人に目を瞑つぶれば、その１００人は助けられるかもしれない。そうだろ？」

「それは……っ」

「命を天てん秤びんに掛けろ、なんて残ざん酷こくなことオレは言わない。お前は何もしなくていい」

　ラビットは視線をストリートの先へ向ける。

「ここから２、３キロ先にマンハッタン・スチュアート・ビルがある。高さ４７０メートル、１２４階立てのまさしく摩ま天てん楼ろうの象しよう徴ちようだ。オレは最上階の展望デッキから眺ながめる夜景が好きでね。これからそこで二度目のパンデミックを起こす。レオ、お前はここにいろ。何もせず、ただここにいろ。それで未来は変わる」

　それはまるで悪あく魔まの囁ささやきのようだった。だがレオは耳を貸さず、再びワイヤーを千切ろうとする。その瞬しゆん間かん、ラビットが鋭するどく叫さけんだ。

「レオ・エンフィールド！　時計塔の１００人を見殺しにするのか!?」

「……っ」

　体が止まった。ワイヤーの力が増し、頭痛は消えず、今度こそ動けなくなった。

　ラビットはハットの縁をさらに下げ、「それでいい」と呟つぶやいた。そして地下鉄の看板から飛び降りると、マンハッタン・スチュアート・ビルの方へと歩きだす。周囲のビルではゾンビたちが後に続く気配があった。当然のようにもう撃うってこない。

　レオがギリギリと奥歯を嚙かみ締しめるなか、悪党たちは去っていく。







　ラビットが視界から消えると、ワイヤーが光になって消失した。

　途端、レオは獣けもののような目で駆けだそうとした。ティアが慌あわててその腕うでを摑つかむ。

「先せん輩ぱいっ、どうする気ですか!?」

「決まってる！　ラビットたちを追うんだ。二度目のパンデミックなんて起こさせるものか！」

「で、でもそれじゃあ……っ」

　ティアの言わんとしていることを察し、レオは唇くちびるを嚙んだ。ストリートの先を睨にらむ。

「１００万人を救うために１００人を殺していいのか。考えるまでもない。答えなんてすでに出ている」

　腕を摑んでいる少女は、戸と惑まどうように瞳を揺らした。レオがどんな答えを抱いだいているのか、訊きいてはこない。代わりにもっと現実的なことを口にする。

「ラビットを追ったとしても……止められるんですか？　あのワイヤーはとても強力に見えました。それにゾンビたちも空港の時より大勢いたみたいです。せめてアメリカ校のジュリアさんたちがくるまで待ちましょう」

「駄目だ。待ってるうちにラビットがマンハッタン・スチュアート・ビルに辿り着く」

「でもっ、いくら先輩でも長剣一本じゃ戦力差が……」

「問題ない。殺す気でやれば勝てる」

「え……っ」

「俺には異能がある。君にはまだ見せていない力だ。それを使えば、銃じゆうが何十丁あろうが敵じゃない。代わりに確実に相手を殺してしまうけど、ラビットたちは生ける屍リビング・デツドだ。キャストアウトは起こらない」

「だからって、そんな……っ」

　レオは血が出るほど拳こぶしを握にぎり締める。

「まわりを見てくれ！　このストリートだけで何十人何百人という人が死んだ。それでもなかには今すぐ応急処置をすれば助かる人もいるだろう。でも俺はいかなきゃならない。さらに多くの犠牲者を出さないために、彼らを見殺しにしていかなきゃならない。そんなの命を奪うばってるのと一いつ緒しよだ。だったらせめて悪党共を血祭りにして止めてやる……っ」

　覚かく悟ごを込め、ティアの手を振り払はらった。今度こそ駆けだそうとする。

　その視界の端はしにエレメントの光が舞った。砂漠のデザート・薔薇ローズの光だ。

「待ちなさい、レオ・エンフィールド！　どんな理由があろうと、あなたが自ら殺人鬼の道に踏ふみ込むというのなら、それを阻むのがわたしの使命です！　どうしてもいくと言うのなら、この場であなたの命を終わらせます！」

　少女の顔から動どう揺ようが消えていた。その手にはエレメントの花が咲さいている。

　レオは背を向けたまま、口角を上げた。それは望むところだった。

「分かった。でもあと少しだけ待ってくれ。ほんの少しだけでいい」

「え？」

「休戦はゾンビ共の件が片付くまで。そういう約束だったじゃないか。ラビットたちをぶち殺したら、俺の命は君に捧ささげるよ」

「な……っ」

「スクルドは歴史の道筋は確定したと言っていた。でもおそらく君の『時間凍とう結けつ』は有効だ。命を止めることで、修正力だけでなく、道筋からの抜ぬけ道にもなり得るはずだ。だから俺がパンデミックを止めた後、俺の命を凍結して終わらせてくれ。それで１００万人も１００人もどっちも助けられる」

　それがレオの答えだった。ティアの顔に理解が灯ともる。

「あなたはやっぱり、そういう人なんですね……」

　彼女が今、何を考えているかは分からない。だが伝えるべきことは伝えられた。レオは意を決して戦場に向かおうとし、そこで──砂漠のデザート・薔薇ローズがさらに輝かがやきを放った。

「奥の手を使ってあげます」

　一瞬、攻こう撃げきされるのかと身構えた。だがティアの花びらは静かに周囲を舞まっている。

「奥の手……？」

「はい。先輩の異能のことなら騎き士し団で教えられました。だから任せて下さい。未来は分からないけれど……」

　真っ直すぐな瞳で彼女は言った。

「今この時この瞬間なら、わたしがあなたを殺人鬼になんてさせません」







　ラビットは人の声が途と絶だえたストリートを歩いている。

　バーガーショップ、スーパーマーケット、時計屋とテナントが並び、それぞれに車が突つっ込んでいた。人間はだいたいアスファルトに転がっていて、なかには消しよう火か栓せんに引っ掛かかっていたり、ゴミ箱に突っ込んでいる奴やつもいる。

　レオと向き合っていた時の悲痛さは鳴りを潜ひそめ、ラビットの足取りは一転して軽い。

　すぐ背後にはエヴァがおり、さらに後方をゾンビマスクの部下たちが付き従っている。人数は空港の五倍以上連れてきた。万ばん全ぜんの態勢だ。
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「エヴァ、時間はどんな感じだ？」

「２分56秒……57……58……59……３分経過しました。昏こん倒とうした人間たちが目を覚まします」

　宣言と同時、倒たおれている人々が起き始めた。まだ状じよう況きようを理解できないのか、誰だれもが呻うめいている。微び動どうだにしない連中もいるが、倒れた時の打ち所が悪かったのだろう。

　次し第だいに人々が起き上がってくるなか、ラビットは軽かろやかに足を進めた。ちょうどよく街灯に激げき突とつした車があったので、ボンネットに飛び乗る。そして声を張り上げた。

「おかえりなさい、ニューヨーカーの皆みなさん！　未来への旅路は如何いかがでしたか!?」

　よく通る声に、皆がラビットの方を向いた。状況を周知させるため、続ける。

「そう、皆さんは今、夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームに感かん染せんしました！　そして未来を視みてきたのです！」

　群衆に理解が浸しん透とうしていく。まず誰もが『まさか』という表情を浮うかべ、しかしすぐに状況を飲み込み始めた。なぜなら皆、実際に未来を視てきたからだ。ラビットはハットを摑み、両手を振り上げた。

「さあ、思い返して下さい！　あなたが視てきた１年後の未来はどんなでしたか!?」

　途と端たん、群衆はそれぞれの表情を浮かべた。絶望する者と、歓かん喜きに震ふるえる者。くっきりと二種類に分けることができた。ラビットは振り返り、とてもにこやかに命じる。

「よし。今笑った奴を殺せ。全員だ」

　ゾンビたちが一いつ斉せいに発はつ砲ぽうした。ストリートが悲鳴と血ち飛沫しぶきに彩いろどられる。

　その最前線でラビットは指揮者のように手を振り、鼻歌交じりでスキップしていく。

「さあ死ね！　やれ死ね！　どんどん死ね！　未来に希望がある奴は皆殺しだぜ！」

　そうしていると、ふと立て看板の後ろに子供たちがいることに気づいた。

　スーツ下のホルスターから拳けん銃じゆうを抜き、看板へぶっ放す。

「ほら、出てこいガキ共！　今日はパーティーなんだぜ!?」

　子供たちは悲鳴を上げ、太った子供が瘦やせっぽちの子供を突き飛ばした。

　俺たちの代わりに殺されろ、と言わんばかりの突き飛ばし方だった。

　瘦せっぽちの子供は、でかい眼鏡めがねと内向的な雰ふん囲い気きで、見るからにいじめられっ子である。スクールカーストで言えば、ナード層だろう。

　ラビットは悪魔のようにニタァ……と笑い、ナード少年の前に立った。

　真っ青な顔へ、銃口をちらつかせる。

「ヘイ、ボーイ。どうやらお前はオレへの貢みつぎ物にされたらしいな？　気分は上々？」

「う、あ、あ……」

「んー、嬉うれしくて声も出ないと。可哀かわい想そうに、お前は今からハチの巣にされるんだ。でも仕方ないよな？　弱者はいつだって強者の餌えさにされちまう。そういうモンだ。見たところ、お前の人生ずっとそんな感じだろ？」

　ナード少年の目じりにジワァと涙なみだが滲にじんだ。

「そうだよ。ずっとそうだった。僕はいつもジャックのサンドバッグだ。僕が未み来らい視し事件のマニアだからって、ジャックはいつも僕を犯罪者扱あつかいしてきた。好き放題に殴なぐられて、あいつら好みの悲鳴を上げるのが僕の仕事だった。ちくしょう……っ」

「いいねえ。煮に染しめたクソをクソ塗まみれにしたみたいなクソったれの人生だ。ちなみに未来もそうだった？」

「未来は……なかった。僕は闇やみのなかにいた」

「オウ……ッ」

　ラビットは大げさに頭を抱かかえた。一方、ナード少年は肩かたを震わせる。

「あの日からいつか死んでやろうと思ってたんだ。きっと僕はその思いを実行したんだ」

「あの日とは？　死を決意するほどのひどいことをされたのかい？」

「ああ、そうだよ……っ。去年のウィンター教室の時さ。猿さるぐつわを嚙まされて裸はだかで豚ぶたみたいな格好をさせられたんだ！　それで、その格好を……女子たち全員に見られた。あの日、僕の人生は終わったんだ……っ」

「ヒュー、バラ色の日々だ。なるほど、ボーイはチェリーなわけだ。よしきた。エヴァ、ちょっとこっちこい」

「なんでしょう、ラビット様？」

「様って言ったな？」

　やってきたエヴァのシャツに手を掛け、引き裂さいた。黒のランジェリーが露ろ出しゆつし、ロシア人特有の真っ白な肌はだが現れる。すぐさまランジェリーも剝はぎ取り、大きく美しい双そう丘きゆうが夜空の下で露あらわになった。

「ほら、ボーイ。憧あこがれの生乳だ。堪たん能のうしろよ！」

　ドンッとエヴァの背中を押す。エヴァは胸を揺ゆらしながらたたらを踏み、少年の頭に摑まった。両胸にぎゅっと挟はさみ込まれ、少年の眼鏡がひしゃげる。

「あ、あわ、あわわわっ」

　ナード少年は硬こう直ちよくしている。エヴァは少年のことなど気にもしていない。ただラビットの意図を測りかねているらしく、無表情ながら眉まゆを寄せる。

「ラビット様？　一体、何がしたいのですか？」

「黙だまってそうしてろ。お前みたいなマゾビッチには分からん善行をしてるんだ、オレは」

「万単位で虐ぎやく殺さつしておいて善行も何もないと思いますが」

「それはそれ、これはこれだ。──さあ、ボーイ」

　少年の肩を摑み、胸に埋うまった顔を半分だけこちらへ向かせる。

「お前が望むなら、この女とヤらせてやるぜ？」

「えっ、ほ、本当に……っ!?」

「もちろんだ。オレは未来がない奴の味方なんだ。ただし、試練を超こえろ」

　わざわざ新たなマガジンを装そう塡てんし、拳銃を少年に握らせた。

「この銃でお前を馬ば鹿かにしたジャックたちをぶっ殺せ」

「え……っ!?」

「弱者が強者の餌になるのは世界の真理だ。でもよ、だからってオレたちはいつまでも餌に甘んじてていいのか？　いいや、いいわけがない。立ち上がるんだ。クソみてえな奴らをぶっ殺し、最高の一瞬を迎むかえるんだ」

「最高の一瞬……」

「そうだ。未来なんざいらない。今を生きろ！　目を逸そらすな！　目の前の敵を撃うて！　お前ならできる。オレがついててやる。さあ、銃を構えろ！」

　少年の瞳ひとみにゆっくりと決意が灯った。まるで乳ち離ばなれする幼子のように、エヴァの胸から離れ、立て看板の方を向く。隠かくれているジャックたちが「ひぃ」と逃にげ出そうとするが、ラビットの怒ど声せいがそれを阻はばんだ。

「動くなガキ共ッ！　ぶち殺すぞッ!?」

　ナード少年が拳銃を構える。その手はひどく震えている。ラビットが後ろから抱え込んで、少年の手を支えた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。お前ならできる。今日でお前は生まれ変わるんだ」

　その声は温かく、まるで父親のような響ひびきを持っていた。少年が肩かた越ごしに振ふり向く。

「……お、おじさん。おじさんはどうして僕を助けてくれるの……？」

　助けてくれるの。その言葉にラビットは苦く笑しようした。

　邪じや悪あくなものではない、どこか淋さびしげな笑えみだった。

「オレは悪党だからな。本当はただ、お前という子供を唆そそのかしてるだけなんだ」

「そっか」

　少年の震えが止まった。

「ありがとう、おじさん。僕を唆してくれて。おじさんがいなかったら僕は──屍しかばねのように生きていくところだった」

　トリガーに力が込められる。銃口は確実にジャックたちへ向けられていた。だが今まさにトリガーが引かれようとした、その直前。怒声が響いた。

「ラビット──ッ！」

　同時、部下の一人が攻撃を受け、こちらへ吹ふっ飛んでくる。

「きたか。悪いな、ボーイ。どうやら時間切れのようだ」

　ラビットはナード少年の襟えりを摑つかみ、思いきり投げ飛ばした。「おじさん!?」と困こん惑わくした声を響かせ、少年の姿が後方へ消える。直後、レオの放った斬ざん撃げきが降り注いだ。

　それは赤い水流のような斬撃だった。ラビットは知っている。これはレオの異能だ。

　ラビットとエヴァはとっさに避よけたが、部下のうち三人ほどが斬きられた。服の下の防ぼう弾だんチョッキごと斬り裂かれ、部下たちは悲鳴もなく倒れていった。見れば、アスファルトの地面まで斬り裂かれている。尋じん常じような威い力りよくではない。

　吹っ飛ばされてきた部下は二人の間に倒れていた。被かぶり物がめくれている。不自然なほど顔色が真っ青だった。レオの異能によって血を吸収されてしまったのだ。

「はは、マジか。ガチのガチで本気モードじゃないか、親友」

　ラビットが見み据すえる先、ストリートの中央に少年が立っていた。

　手には長ちよう剣けん。刀身に流線形の溝みぞがあり、その溝に赤い水流が巡めぐっている。斬り裂かれた部下の血だ。長剣全体がまるで歓喜するように赤く輝かがやき、切っ先がこちらを向く。

「ジオウィング英国校特務捜そう査さ官、レオ・エンフィールド。ニューヨーク大感染の首しゆ謀ぼう者しやとして、ラビット・トゥインクルスターを捕とらえにきた」

　街灯のネオンの下、切っ先から赤い液体が滴したたった。威い圧あつ的にレオが笑む。

「喜べ、悪党。お前をぶった斬りにきてやったぜ？」

　ラビットは頰ほおが裂けるほどに破顔した。

「はは、そうこなくちゃ！　信じてた、オレは信じてたぜ！　お前が必ず追いかけてくるってな！　さあいけ、野や郎ろう共！　ヒーロー様をお出で迎むかえだ！」

　部下たちが散開し、一斉に発砲した。空気の割れるような銃声に、一いつ般ぱん人たちから悲鳴が上がる。銃弾はレオに向かっていても、跳ちよう弾だんの可能性は十分にある。だが、

「温ぬるいな。殺気が足りない」

　長剣が一いつ閃せん。刀身に流れる血液が壁かべとなり、すべての銃弾を飲み込んだ。周囲には一発も跳弾していない。啞あ然ぜんとする部下たちをレオはゆらりと睨にらむ。

「最初から本気でいくぞ？」

　ドンッと地面が陥かん没ぼつした。赤の液体がレオの足を包み、通常以上の身体強化を施ほどこしていた。まるで風のように、部下の正面に出現。

「ひぃ──っ!?」

　とっさに銃じゆう口こうを向けたが、その銃身ごと真っ二つに斬り裂かれた。部下が血を流して倒たおれ、レオの長剣が鼓こ動どうのように輝く。すると部下の血が吸い寄せられるように刀身へ絡からみついていく。新たな血を得て、長剣の輝きはさらに赤みを増した。

　再びドンッと地面が陥没し、レオの姿がかき消える。その速度は先ほどよりも増している。啞然としているうちに別の部下が斬り倒された。さらに消え、また別の部下が斬られる。立て続けに三人斬り倒したところで、レオは一般人へ向けて叫さけんだ。

「何をぼさっとしてる!?　邪じや魔まだからとっとと失うせろッ！」

　その一いつ喝かつで皆みな、雪崩なだれのように逃げ出した。

　部下たちがとっさに撃とうとするが、レオが阻むように長剣を振り抜ぬく。血の刃やいばがストリートの端はしから端を疾しつ走そうした。斬撃は水流のようにうねり、一般人を巧たくみに避さけ、部下たちだけに直撃する。コンクリートの地面が引き裂かれ、衝しよう撃げきで路上のポストや自動車までも吹き飛んだ。散開していた部下たちはその一撃でほぼ全ぜん滅めつである。

　瞬またたく間に状じよう況きようが覆くつがえされてしまった。気け圧おされたようにエヴァが後あと退ずさる。

「これが『時ヴイ計クト塔リアの・殺キ人ラ鬼ー』の真の力……っ」

　レオ・エンフィールドに宿った異能は、ただ長剣を出すことではない。

　その真しん髄ずいは『斬った相手の血液を吸収し、使し役えきすること』──『血の略りやく奪だつ』である。

　使役できる血液量に上限はない。つまりは人を斬れば斬るほど強くなる。極きよく端たんな話、戦場にでも放ほうり込めば、その戦せん闘とう力は一国の軍隊レベルにまで跳はね上がる。

　まさしく殺さつ人じん鬼きに相応ふさわしい異能だった。

　エヴァの見ている前で、部下たちの血がレオの長剣へ集まっていく。これでレオの戦闘力はさらに上がった。一方、部下たちは血が止まらない。レオはすべての血を奪うばっているわけではないが、それでも失血死は免まぬかれないだろう。

　エヴァの頰に冷たい汗あせが流れる。

「私の知る限り、エンフィールド様は異能を使うことを極端に忌き避ひしていました。なのにもはやなんの躊躇ためらいもない。殺人鬼に堕おちることを受け入れたというのですか……っ」

「いや、違ちがう」

　ぽつりと呟つぶやいたのはラビットだった。いつの間にか先さき程ほどまでの荒あら々あらしさは消え、しゃがみ込んでじっとレオを観察している。爪つめを嚙かみながら、ぼそぼそと言う。

「あいつはヒーローだ。ヒーローは諦あきらめない。あいつの目は輝きを失ってない。なのに人を斬ってる。何があった？　あいつは何を得た？　……ん、得た？　──そうか！」

　両目を見開き、ラビットは立ち上がる。

「リトル・レディか！」

　その瞬しゆん間かん、無数の花びらがストリートに吹き荒あれた。

　半はん透とう明めいの花びらはまるで雪のように舞まい、怪け我が人たちのもとへ降り注ぐ。撃たれた一般人だけでなく、レオに斬られた部下たちにも降り注いでいた。

　花びらが傷口に触ふれる。するとまるで時間が停止したように流血が止まった。放置すれば死んでいたはずの者たちは、花びらの異能によって命を繫つなぎ止められた。

　それを見たラビットは、かつてないほどの高まりを覚えた。

「そうか！　そうか！　そうか！　お前もついに出で逢あったんだな!?　オレは待っていたんだ！　お前が愛する者に出逢い、自分のすべてを受け入れるようになる、その時を！」

　ラビットはエヴァの腰こしを抱だき寄せると、深く情熱的にキスをした。

「……っ、ラビット様？」

「戦ってくる。ここがオレの願った戦場だ」

　ハットの縁ふちを上げ、笑った。そしてエレメントを発動する。

　両手にグローブが現れ、指先にワイヤーが出現した。

「さあ勝負だ、ヒーロー！　真の力でオレという悪を滅ほろぼしてみせろ！」

　喜びに満ち溢あふれ、男は跳ねるように駆かけ出した。







　ラビットが向かってくる気配を感じ、レオは長剣を構え直す。

　レオのエレメントの名は『破ブレ滅イドの・紅デザ旗イア』。

　斬った相手の血を吸収し、武装として使役できる。だがその特性上、ほぼ確実に相手を失血死させてしまう。

　その憂うれいをティアが拭ぬぐい去ってくれた。今、周囲には花びらが舞っている。ティアの異能は時間を凍とう結けつする。傷を止めることで、吸収後の不要な出血を防いでいるのだ。

「ティア。まだいける？」

　ちらりと背後を振り向く。ティアは10メートルほど後ろでエレメントを行使していた。

　花びらはストリート全体を覆おおっている。相当な負担のはずだ。だが彼女は強気に笑む。

「誰だれに向かって言ってるんですか。わたしは英国政府のエリートですよ？　楽勝です。こっちを気にする暇ひまがあるなら、全力でやっちゃって下さい！」

　レオは口の端をつり上げ、長剣を振り被る。

「上等だ、後こう輩はい。なら思う存分やらせてもらうよ！」

　ドンッと前方へ駆けだした。同時、ワイヤーが雨のように降り注いできた。

「いくぜ、レオ！　親友だからこそ手加減はしない！」

「抜かせ、悪党。手加減しないのはこっちの方だッ！」

　血流で脚きやく力りよくを強化し、ワイヤーの雨を一瞬で抜けた。長剣を振り被り、高速で連撃を叩たたき込む。

「白状しろ、ラビット！　なぜ二度目のパンデミックを起こす!?　そうまでして未来を変える理由がどこにある!?」

　ラビットは数本のワイヤーを束ねて剣状にし、レオの斬撃を迎げい撃げきする。空中で互たがいの剣が何度もぶつかり合った。夜気を震ふるわすように無数の火花が散っていく。

「おいおい、もう忘れたのかよ！　お前を殺人鬼にしないためだって言っただろ!?」

「誰がそんな戯たわ言ごと信じるか！　お前のねじ曲がった性しよう根ねは知ってる！　お前が俺に手を差し伸のべることなんて絶対にない！」

　右手で鍔つばぜり合いをしながら左手に血の渦うずを作り、ラビットへ叩きつけた。音速の衝撃波が生まれ、スーツの身を吹き飛ばす。ラビットは衝撃で車道に激げき突とつし、車を何台も撥はね飛ばして轍わだちを作った。

　濛もう々もうと砂すな埃ぼこりが舞う。山積みになった車が蹴けり上げられ、砂埃は一瞬で霧む散さんした。

　陥没した車道の中央、ところどころ血を流してラビットが立っている。鎧よろいのように全身にワイヤーを巻き付け、ダメージを抑おさえていた。

「……真心を信じてもらえないってのは哀かなしいね。ま、でも仕方ない。オレはちょびっとだけ浮うわ気き性でさ。確かにお前だけのためってワケじゃないんだ」

　ハットはどこかへ吹き飛んでいた。ラビットは首をコキコキと鳴らし、身に纏まとったワイヤーを消した。そしてエレメントを第一段階に戻もどす。

　手のひらに現れたそれは鉱物の形を成していない。真っ黒でぼろぼろの石ころだった。

「オレたち生ける屍リビング・デツドは覚醒者になってもまともなエレメントを宿せない。エレメントってのは未来を結けつ晶しよう化したものだからな。ま、当然さ」

　レオはラビットの向かいに着地していた。無論、知っている知識だった。

　ジオウィングにも生ける屍リビング・デツドはいる。彼らのエレメントは単体では機能しない。よって力を持ち寄り、複合的なエレメントとして機能させている。数が集まると、場合によっては単体のエレメントより強力なものになる。

「オレが今こうしてほぼほぼ最強格のお前と戦えてるのは、部下たちみんなのおかげなんだよ。このワイヤー一本一本があいつらのか細い未来ってわけなんだ」

　エレメントが第二段階になり、ラビットの周囲にワイヤーが張り巡らされる。

　レオも血液を霧きり状じようにし、周囲へ展開していく。

「なるほど、お前らは自分たちが死なない未来を求めてるのか。同情はするけど、看過はできない。お前らのために何百万人も死なせるわけにはいかない」

「違う、違うよ。そうじゃないんだ、レオ」

　ラビットは首を振ふり、スーツのポケットへ手を入れた。取り出したのは、黄金の星。

　レオは瞬時に反応し、駆け出していた。だがラビットもそれを読んでいる。

　蜘蛛くもの巣状に張られたワイヤーが一いつ斉せいに前進を始めた。切れ味が鈍にぶいため、コンクリートの破は片へんや潰つぶれた車体など、すべてをブルドーザーのように押し出していく。

　大量の土ど砂しやが濁だく流りゆうとなって、レオへ降り注いだ。

「ち……っ！」

　舌打ちしてバックステップ。一方、ラビットの背後には、ネオンに彩いろどられたビルがそびえている。戦っているうちに辿たどり着いていたのだ。

　摩ま天てん楼ろうの象しよう徴ちよう、マンハッタン・スチュアート・ビル。

　その頂点を目指すように、黄金の星が浮うかんでいく。光を放ちながらゆっくりと。

　ラビットの意図は明らかだった。黄金の星が最上階の展望デッキに辿り着いた時、新たな悲劇の幕が開く。パンデミックへのカウントダウンである。

　夜空に浮かぶ唯ゆい一いつの星を見上げ、ラビットはそっと両手を広げた。

「オレたちは悪党だ。殺して奪って、好き放題に生きてきた。どこで野たれ死のうが仕方ない。今さら死なない未来なんて求めやしないよ。でもさ、世の中、オレたちみたいな奴やつだけじゃないだろ？　ただ弱いってだけで死ぬまで追い込まれ、未来を奪われちまうような奴もいる。そんなのは哀し過ぎるじゃないか」

　祈いのりを捧ささげるように目を細め、拳こぶしを握にぎる。

「だから始めたのさ。こいつは無理心中の行進だ！　殺して殺して殺しまくって、もちろん最さい期ごにゃオレたち悪党もおっ死ちんで、全部を荒あれ野のに変えてやる！　そうして一いつ切さい合がつ切さい死んで殺して、その果てに……一人でもいい。オレたち生ける屍リビング・デツドのなかから、生きて、人生をやり直せる奴がいたら──本ほん望もうだ！」

　レオは鋭するどく息をはいた。目の前に迫せまった土砂を睨み、長ちよう剣けんを天へと掲かかげる。すると刀身の血が空へと解放された。霧状に展開した血と合わさり、夜空に赤が広がっていく。

　そして現れたのは、ビルさえ包むほどの巨きよ大だいな血けつ刃じんの翼つばさ。

「僻ひがむなよ、悪党。俺だってお前たち同様、未来はない。幸せな未来の待ってる人々が羨うらやましい。それでも彼らを恨うらんじゃいけない。歯を食いしばってでも、絶対に」

　翼からゴオッ！　と血刃の羽根が発射された。無数の羽根はレーザーのように空気を裂さき、土砂と真っ向から激突。衝撃で周囲のビルから表面材が剝はがれ落ちていく。

　競せり勝ったのはレーザーだった。土砂が大海のように割れ、レオはその中央へ弾だん丸がんのように突つっ込んでいく。

　対して、ラビットも迎むかえ撃うってきた。ワイヤーを周囲に伸ばして姿勢を制せい御ぎよし、大気を裂くように突っ込んでくる。

　黄金の星はすでにマンハッタン・スチュアート・ビルの八割まで昇のぼっている。もう時間がない。ニューヨークの空の下、長剣と剣状のワイヤーが再び激突。火花が舞う。

「はは、言うじゃないか、レオ！　だったら聞かせろよ!?　ここにきたってことは１００万人を救うために１００人を殺すことにしたってことだろ!?　その犠ぎ牲せいにお前はどう落とし前をつける!?」

「その１００人も死なせはしない！」

　途と端たん、ラビットの目に子供のような期待が浮かんだ。

「なに!?　なんだ!?　どうしてだ!?　聞かせてくれ！　お前はどんな答えを出したんだ!?」

「お前を殺し、パンデミックを止めた後、俺は死ぬ。キャストアウトを起こすことなく、死ぬ方法を見つけた。これで１００人も１００万人もどっちも助かる！」

「──なんだ、それは？」

　突とつ然ぜん、ラビットの声こわ音ねが変わった。瞳ひとみが業ごう火かのような怒いかりを灯ともす。

「なんだそのクソ下らねえ答えはッ！」

　長剣の刀身が摑つかまれた。ラビットが嵌はめているグローブもエレメントだが、刃はの鋭さが上回り、指が斬きり裂かれていく。それでも力を緩ゆるめない。

「お前はヒーローだろうが!?　悪党の突きつけた無理難題を覆くつがえして、全員助かる道を築くのがお前の役目だろうが!?　お前が死んでどうするんだよ!?　そんな答えじゃ……ッ」

　ビキッと刀身に亀き裂れつが走った。「なっ!?」とレオが驚きよう愕がくした瞬間、

「オレたちは笑って死ねねえよ──ッ！」

　ラビットの拳が頰ほおに直撃した。衝しよう撃げき波はが発せられ、意識が刈かり取られる。同時、剣状のワイヤーが解け、ゼロ距きよ離りで次々に撃ち込まれた。パイルバンカーを連続で喰くらうような衝撃。空気を震わせるような破は裂れつ音と共に、レオは地面へ叩きつけられる。

　水道管が破裂し、周囲に水柱が上がった。水すい滴てきが雨のように降り注ぐ。

　レオは動かない。倒たおれたまま動かない。その横で長剣が光になり、消えた。

　ワイヤーで空中に体を固定したまま、ラビットは呆ぼう然ぜんとする。

「レオ？　……え、おい、噓うそだろ？　レオ……？」

　ワイヤーを切り、ふらりと着地する。完全に間合いへ入ったが、レオは動かない。

「そんな、馬ば鹿かな……。オレは勝ってしまったのか……？」

　ラビットの顔がぐしゃぐしゃに歪ゆがんだ。

「なんで……なんでヒーローが負けるんだよ!?　悪党はオレだ！　間ま違ちがってるのはオレなんだぞ!?　オレは……」

　子供のような泣き声が響ひびく。

「お前になら負けてもいいと思ってたのに……っ！」

　動かないレオの横で、ラビットは膝ひざから崩くずれ落ちた。

　黄金の星は、展望デッキへ到とう達たつしようとしている。







　レオは朦もう朧ろうとする意識のなかで自問自答していた。

　１００人を助けるため、１００万人を救うため、この命を使うことは間違いなのか。

　否いな、間違いだなんて思わない。

　ティアが『時間凍結』で殺しにきたのだと知った時、本当は心底ほっとした。

　ラビットは事あるごとに『お前はヒーローだ』と言ってくる。だがそれこそ間違いだ。

　ヒーローのように誰かを助けられた例ためしなんてない。いつだって命はこの手からこぼれ落ちていった。考えてみれば当然のこと。『破ブレ滅イドの・紅デザ旗イア』は殺さつ人じん鬼きの未来が結晶化したエレメントだ。そんな力で誰かを救えるわけがない。

　結局、レオ・エンフィールドはヒーローではなく、殺人鬼だった。それが答えだ。

　そんな命を使って１００人と１００万人が救える。何を迷うことがあるだろう。

「……せん、ぱい……」

　ふと、声が聞こえた。うっすらと瞼まぶたを開く。ティアの顔が見えた。

　必死に何かを語りかけてくる。だがよく聞こえない。

　そんなティアの背後にゆらりと誰だれかが立った。ラビットだ。今にも泣きそうな顔で、ワイヤーの剣を振り被かぶっている。狙ねらっているのは、レオの心臓。

　ティアがはっと振り向き、すぐさまラビットの腕うでへ飛びついた。だが簡単に地面へ叩きつけられ、細い首にワイヤーが巻き付く。かはっ、と空気の漏もれる音が響く。

「せん、ぱい……っ」

　小さな手が必死に伸びてきた。首を絞しめ付けるワイヤーではなく、倒れているレオへと向かって。まるで助けを求めるように。レオの目がゆっくり見開かれていく。

「……ティア、なんで……逃にげなかった……。俺には君を、誰かを助けることなんてできないのに……っ」

「……なに、馬鹿なこと、言ってるんですか……」

　ひどく場違いに彼女は笑った。窒ちつ息そくしそうなほど首を絞められながら、困ったように。

　そしてどこか夢みるように言う。いつか、どこかで紡つむがれた言葉を。

「『君は今、生きてるんだろ。だったら生きなきゃいけないんだよ。どんな未来が待っていようと、みんなの分まで生きていかなきゃいけないんだ』」

「それは……」

「……あなたが……昔、言ってくれた言葉……です」

　記き憶おくが揺ゆさぶられた。確かに覚えがある。

「……あの日、３年前のウィンザーで……死を受け入れようとしていた、わたしに……言ってくれた、言葉」

　ふいに風が吹ふいた。ティアの長い髪かみが揺れる。

　グレイの瞳は光の加減で色を変える。今、オーロラの下で現れた色は、琥こ珀はく色いろ。

　まるで大地の稲いな穂ほのようなその瞳の少女を、レオは知っていた。記憶が蓋ふたを開ける。

　ウィンザーのハイウェイ。ガソリンの漏れた車。そのなかで消えようとしていた命。

「君は──」

　過去と現在が重なった。

「あの時の女の子か……っ」

　ティアは泣き笑いのように目を細めた。

「やっと、思い出してくれた……」

　レオは思わず手を伸のばした。ティアも懸けん命めいに手を伸ばす。そうすることで状じよう況きようが変わるわけではない。だがそうしなければいけないと思った。

「……３年前、わたしは……先せん輩ぱいに助けてもらいました。その後、ティタニア騎き士し団に保護されて……覚かく醒せい者だと、分かったんです。嬉うれしかった。この力で、わたしも誰かを助けられると思った。わたしを助けてくれた、あの男の子と同じように……っ」

　二人の手が近づく。少しずつ、少しずつ、あの日と同じように。

「でもエレメントが使えるようになって、与あたえられた使命は殺人鬼を殺すこと。その殺人鬼は……あの男の子でした。すごく、悩なやみました。そんなはずないとも……思いました。でも多くの人が『殺人鬼になった彼』を未来で視みていて……。だったら、わたしが止めなきゃ、終わらせてあげなきゃって……それで学園にきたんです」

　でも、と弱々しい笑えみが浮かぶ。

「あの男の子は……殺人鬼なんかじゃなく、やっぱりあの男の子でした。１００人のために、１００万人のために……命を懸かけられる……そんな人でした」

　トンッ、とラビットの靴くつ音おとが響いた。剣がティアへ向けられる。レオはかすれ声で「やめろ……っ」と叫さけぶ。無む慈じ悲ひに剣が振ふり下ろされた。

　ティアは逃げなかった。自分の危機よりも、レオへ語りかけることを選んだ。「先輩」と信しん頼らいのこもった声が響く。

「諦あきらめないで。未来にどんな可能性が待っていようと、わたしがいます。あなたに助けられた命がここにあります。世界中のみんなが殺人鬼と罵ののしろうとも──」

　彼女は告げた。鮮あざやかに色づくような笑顔で。




「──あなたはわたしのヒーローです」




　手が触ふれ合った。温かかった。命を感じた。あの日と同じ気持ちが湧わき起こる。

　死ねない。この手を握っている限り、俺は死ぬわけにはいかない……っ。

「うおおおおおおおッ！」

　咆ほう哮こうと共に立ち上がった。右手でティアの手を引き、左手を振り被る。光の粒りゆう子しが集つどって長ちよう剣けんが蘇よみがえった。ティアのワイヤーを断たち切り、そのままラビットの剣へ叩たたきつける。力任せに弾はじき飛ばし、レオは剣を振り抜ぬいた姿勢のまま、問う。

「ティア。俺は胸を張っていいのか？　今日までの自分に胸を張っていいのかな？」

　繫つないだ手がきゅっと握にぎり返された。

「当たり前ですよ。よく思い出して。空港の時、先輩がゾンビたちを追い払はらってどれだけの人が助かったと思ってるんですか。今だって先輩がここにいた人たちを避ひ難なんさせたんですよ。助けられないことなんてない」

　ゆっくり手を離はなすと、彼女はレオの背中をぱんっと押した。

「今も、今までも、これからも、あなたはみんなを助けられる人です！」

「そうか」

　レオは唇くちびるに弧こを描えがき、

「──了りよう解かいだッ！」

　真っ直すぐに踏ふみ出した。ドンッと地面が陥かん没ぼつし、疾しつ風ぷうのように突とつ撃げきする。

「レオ！　ははっ、復活した！　復活してきやがった！」

　ラビットは鍔つば迫ぜり合いの形に剣を叩きつけ、すぐさまレオの刀身を握り込んできた。

　レオ自身のダメージを反映し、刀身はまだひび割れている。しかも一度解除されたことで、吸収した血も失なくなってしまっていた。

　ラビットは先ほどの要領で刀身をへし折ろうとする。だが、

「俺のエレメントは、この魂たましいは、もう折れないッ！」

「なにっ!?」

　ラビットの手が弾き飛ばされた。その刀身は輝かがやく花びらに包まれている。折れかけた長剣をティアのエレメントが支えているのだ。刀身が赤く輝き、血けつ刃じんの斬ざん撃げきが放たれた。

　水道管の水柱を斬り裂さき、ラビットへ次々と斬撃が直撃する。

「ぐぅ!?　なんだこりゃ!?　何がどうなってる!?　血のストックはもう消えたはずだろ!?」

「俺の血さ。俺とティア、二人分の力で可能になった」

「なんだと!?　ぬ……っ!?」

　血刃を放ちながら間合いを詰つめ、縦一直線に斬り下ろす。ラビットの剣が断ち切られ、ワイヤーに戻もどった。すかさず血の塊かたまりで衝しよう撃げき波はを撃うち、ラビットを吹っ飛ばす。

　今までレオは自分の血を使し役えきすることはできなかった。刀身に血が馴な染じまず、飛び散ってしまうのだ。だが刀身が花びらで固定された今、不思議と血の飛散を食い止めることができていた。ティアの支えを受け、自分という存在の使い方を覚えたのかもしれない。

「く……っ、ふふ、まだまだ調子に乗ってもらっちゃ困るぜ、親友」

　ラビットは地面から出したワイヤーでネットを作り、吹っ飛んだ体を支えていた。

　とんっと着地し、演説するように両手を広げる。

「で、結局どうするんだ？　１００人と、１００万人と、お前１人の命。その天てん秤びんの行く末にどう決着をつけるんだ？　お前が命を投げ出すことなくまるっと救える、そんな都合のいい方法があるってのか？　口先だけの覚かく悟ごなら誰にだって言えるぜ!?」

　レオは長剣をザンッと地面へ突つき刺さした。

「その物言いで確信した。ラビット、どうやらお前も夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームにまつわるすべてを知ってるわけじゃないらしい。だからこそスクルドの協力者に甘んじてたってとこか」

「おいおい、どういう意味だ？」

「お前も気づいていないことがある。俺はそれを見つける」

「見つける？　何を？」

「──本物のスクルドだ」

　ラビットが「……っ!?」と息を吞のんだ。レオは長剣の柄つかへバンッと手を置く。

「あの白はく髪はつのスクルドは言っていた。もう未来は確定したとな。だがそれなら矛む盾じゆんが生じるんだ。未来の俺は『スクルドを殺さなきゃ終わらない』と叫んでいた。にも拘かかわらず、スクルドはお前に殺された。──しかも最さい期ごの瞬しゆん間かん、あの女は言っていたんだ。キャストアウトで俺が死ぬことはないと。なら答えは一つだ。あの白髪女は偽にせ者もの。本物のスクルドは別にいる！」

　長剣を引き抜き、切っ先をラビットへ突きつける。

「Ｘデーまでに本物のスクルドを見つけ、俺の尋じん問もんの餌え食じきにしてやる！　本物のスクルドを当たれば、夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームを解明できる。感かん染せん以外で観測者を増やす方法も見つかるはずだ。それで俺も１００人も１００万人も死なない。これが答えだ！」

　そう言い切った後、レオは少しだけトーンを落として苦く笑しようした。

「本当はスクルドの最期の言葉を聞いた時に思いついてたんだけどな？　殺さつ人じん鬼き風ふ情ぜいが命を惜おしんでいいはずないと思ってたんだ。でも俺はまだまだ人を救えるらしいから、精せい一いつ杯ぱい惜しませてもらうよ」

　くく、とラビットが肩かたを震ふるわせた。

「そっか、そっか、なるほどな。いやそいつは気づかなかった。なるほど、あのクソ女は偽者で、本物のスクルドが別にいるわけか。確かにそれなら希望は繫がる。ふ、ふふ」

　グローブの両手が振り上げられた。

「ふはーっはっはっはっ！　さすがだ、さすがオレのレオ・エンフィールドだ！　お前こそがヒーローさ！　オレはそんなお前を待っていたんだ！」

　ラビットが歓かん喜きすると同時、ティアの声が響ひびいた。

「先輩！　空のエレメントが……っ！」

　見上げると、黄金の星が展望デッキに到とう達たつし、オーロラが放たれていた。輝きが夜空へ広がっていく。あのオーロラがニューヨークを覆おおえば、パンデミックが起こってしまう。

　レオは瞬しゆん時じに跳ちよう躍やくし、マンハッタン・スチュアート・ビルの壁へき面めんを駆かけ上る。

「パンデミックは絶対に阻そ止しする！　これ以上、もう誰だれも死なせはしない！」

　瞬またたく間に地面が遠のき、ニューヨークの１００万ドルの夜景が視界に広がっていく。

　限界ギリギリまで自分の血を注ぎ、長剣に力を蓄たくわえる。展望デッキが近づき、黄金の星が射程圏けんに入った。

　だがそこで目の前にラビットが飛び込んできた。

　舞まうようにスーツの端はしをはためかせ、拳こぶしを繰くり出してくる。

「おいおいおい、悪党を野放しにして世界を守れるなんて思わないでくれよ！　さあ、受けて立ってくれ！　最後の勝負だ！」

「はっ、野放しにしたつもりなんてない。お前は必ず追ってくるだろ!?」

　残った血を拳に集中し、ラビットの拳へ叩きつけた。

　宝石をちりばめたような夜景のなか、二つの拳が激突する。

「ははっ、強いぞ、レオ！　今までよりもずっと強い！　ついにヒーロー誕生だな!?」

「馬ば鹿か言うな。目を背そむけるつもりなんてない。俺の未来はいまだに殺人鬼さ」

「だったらこの拳の熱さはなんだ!?　何がお前を高ぶらせる!?」

　今までにない、少年のような勝気な笑みで、レオは拳を振り抜いた。

「俺をヒーローだと信じてくれる、あの子の前で無様な姿は見せられない！」

　血潮が渦うずを巻き、グローブの拳が砕くだけた。ラビットは衝撃波に飲まれて宙を舞う。

　そしてレオの見み据すえる先には、黄金の星。

　長剣はかつてないほど輝いている。それを振り被かぶり、ビルの壁面から跳躍。

　刀身のすべての血が燃え上がり、輝きを放った。

「殺人鬼だって人を助けられる。この力が悪あしき未来の結けつ晶しようでも、あの子が信じてくれるなら……」

　輝きは炎ほのおに変わり、空をも焦こがす業ごう火かとなった。そのすべてが解き放たれる。

「この剣で、俺は未来を切り拓ひらく──ッ！」

　血刃の業火が夜空を二つに斬きり裂いた。

　まるで幕を下ろすように、ニューヨークを覆っていたオーロラが消し飛ばされる。

　さらに業火は燃え上がる獅し子しの形となり、黄金の星とラビットへ向かっていく。

「ははっ、おっかねえ！　だがまだ終わらないぜ……っ！」

　ラビットはスーツの前を開き、ホルスターへ手を伸のばした。

　だが、そこに拳けん銃じゆうは収まっていなかった。ラビットは一瞬はっとし、やがて──敗北を悟さとったように、悔くやしそうな苦笑を浮うかべた。

「ちくしょう、失敗したな。子供を唆そそのかした罰ばちが当たった」

　次の瞬間、業火の獅子がすべてを飲み込んだ。灼しやく熱ねつの炎に焼かれ、ラビットは落下し、黄金の星も砕け散る。オーロラは光の残ざん滓しとなって完全に霧む散さんした。

　レオは長剣の炎を払いながら、展望デッキに着地。

　視界の端では敗れた男が落下していく。遥はるか彼方かなたのレオを見つめて「見事だ……」と呟つぶやき、トゥインクルスターは地に墜おちた──。







　決着がつき、レオはエレメントを解除して地上まで戻ってきた。

　ギリギリまで身体強化があったのか、ラビットは死んでおらず、気絶して地面に転がっている。エヴァやゾンビたちは撤てつ退たいしたようだ。

　ティアは壊かい滅めつした車道にちょこんと立ち、待っていてくれた。

「おかえりなさい、レオ先せん輩ぱい」

「ただいま、ティア」

　レオはすでに満まん身しん創そう痍いで、立っているのもやっとだった。ティアが駆け寄り、花びらで傷を凍とう結けつしようとする。そこへ突とつ然ぜん、声が響いた。

「う、動くな！」

　振ふり向くと、大きな眼鏡めがねの瘦やせっぽちの少年がいた。どう見ても一いつ般ぱん人である。

　だがこちらへ銃を向けていた。

　ティアが混乱し、「え？　え？」と目を瞬く。だが少年の方が一層混乱していた。

「なんで、なんで、こんな……っ。何が、なんなんだ……っ!?」

　少年は倒たおれているラビットをちらちら見つめながら、こちらに銃口を合わせた。

　レオはティアを背後に隠かくし、少年に向き合った。

「こいつはニューヨークの人々を虐ぎやく殺さつした悪党だ。だから叩きのめした」

「違ちがう！　おじさんは僕を助けてくれた！　僕の人生を救ってくれたんだ！　悪党はお前だろ!?　僕は未来視事件のマニアなんだ。知ってるぞ、お前は『時ヴイ計クト塔リアの・殺キ人ラ鬼ー』だ！」

　少年は混乱していたが、震えてはいなかった。迷うことなくトリガーが引かれた。

　レオにはもう長剣を出す余力はない。だからティアの盾たてとなるように腕を広げる。しかし弾たまは発射されなかった。最初からマガジンが空だったらしい。少年が愕がく然ぜんとする。

「おじさん、どうして……」

　レオはなんとなく状じよう況きようを理解した。少年が破れかぶれで突っ込んでくる。

　どう見ても喧けん嘩か慣れしていない動きだった。この程度なら簡単にいなせる。

　だがふいに少年の手にエレメントの光が舞った。おそらく無意識に出したのだろう。

　その手に現れたのは、ひびだらけの真っ黒なダガー。

「僕がおじさんを助けるんだ……っ」

　レオは虚きよを衝つかれた。少年がエレメントを出したことにではない。自分の感情にだ。

　少年の心根がどこか自分と重なり、つい──食くらってやりたいと思ってしまった。

　そして、胸が一直線に斬り裂かれた。ティアの悲鳴が響き、レオは倒れるように膝ひざを突く。少年は予想外の返り血を浴びて、恐きよう慌こう状態に陥おちいった。

「ぼ、僕は悪くないっ。だって、お前みたいな殺人鬼に助けてほしいなんて、誰だれも思ってないんだ……っ」

　少年はそのまま走り去ろうとする。その背中へ、レオは「待て！」と叫さけんだ。

　ビクッと震えた拍ひよう子しに足がもつれ、少年が倒れる。レオは脂あぶら汗あせを浮かべて言った。

「俺を斬ったことは気にするな。それより……ちゃんと見つけろよ？」

「え、な、何を……っ」

「正義だ。何をどう言おうと、そこで転がってる奴やつはニューヨークの市民を死なせた悪党だ。お前は誰のために、何と戦うのか。お前自身が誇ほこれる正義を見つけろ。それで俺を斬ったことはチャラにしてやる」

　少年は何を言われたのか分からなかったようだ。混乱した表情のまま、逃にげるように走り去っていく。

　レオは小さく嘆たん息そくした。今は分からなくてもいい。いつか思い出してくれれば。

　ふと見ると、ティアが泣いていた。泣きながらレオの傷に花びらを降らせている。

　レオは痛みを堪こらえて苦笑する。

「……なんで、君が泣くのさ。痛いのは俺だよ？」

「だって、こんなのってないです……っ。先輩はみんなを守るために戦ったのに、その守った相手に斬られるなんて……っ」

「いいんだよ」

「いいわけないですっ」

「それでも、いいんだ」

　手を伸ばし、小さな体を抱だき締しめた。エレメントの優やさしい光を見つめ、目を細める。

「正義は一つじゃない。俺の掲かかげる正しさが、誰かの正しさと同じとは限らない。それが現実だ。それでも俺は戦える。君が信じてくれるから……胸を張れるんだ」
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「レオ先輩……」

「それだけで充じゆう分ぶんさ」

　摩ま天てん楼ろうのネオンの下、星のない空を見上げ、レオは笑った。
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　ニューヨークの一件から数日が経たち、レオたちは英国校に戻もどっていた。

　少年に斬られた傷は、ティアがすぐに凍結してくれ、ダガー自体がぼろぼろだったこともあって大事に至らなかった。傷きず跡あとは残るだろうが、しばらくすれば動くのに支障はなくなる。

　今、レオは空き教室で報告書を仕上げている。

　テーブルの向かいにはリサがおり、情報のすり合わせ作業中だ。

　この数日でニューヨークのインフラはほぼ復旧し、落ち着きを取り戻しつつあった。

　今のところ死傷者は約１１９万人。昏こん倒とう時の事故が九割を占しめ、残りは未来を悲観した自殺者と、それに付ふ随ずいしたキャストアウトとみられる。

　夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームの原理については『小しよう惑わく星せいアポフィスの重じゆう力りよく波はが感かん染せん源げん』という方向で本格的な調査が進められることになった。今までは各国の研究所が個別に行っていたが、ジオウィングが仲立ちをし、近日中に各国合同の研究チームが発ほつ足そくする予定だ。

　アメリカ校が回収していたベイン・バウマンの研究資料も解かい析せきが進められている。まだ不明点も多いが、どうやら黄金の星の製造方法についてのレポートらしい。

　ベインは白はく髪はつのスクルドの依い頼らいで黄金の星を製造していたようだ。だが良心の呵か責しやくでも覚えたのか、研究途と中ちゆうで逃とう走そうし、ラビットのゾンビ部隊に始末されたというのが顚てん末まつらしい。

　そのラビットの身み柄がらは今も米国にある。聞きだすべき情報は多々あるが、初めて現れたパンデミックの首しゆ謀ぼう者しやということが仇あだになった。今まで被ひ害がいにあった各国が軒のき並なみ身柄の引き渡わたしを要求し、移送先の調整が難航している。

「これからもっと忙いそがしくなるね」

　報告作業がほぼ終わった頃ころ、リサがデバイスのメガネを上げて呟いた。レオは頷うなずく。

「うん、確かに。なんとしても本物のスクルドを見つけ出さないといけないし、他国の学園とも連れん携けいが多くなってくると思う」

　スクルドの捜そう索さくは今までもやっていたが、それはレオの個人的な行動だった。

　だがニューヨークの一件を境に、ジオウィングは総力を挙げてスクルド捜索を行うと決定した。

　ラビットは捕つかまえたものの、スクルドがいる限り、パンデミックの連れん鎖さは終わらない。

　現にニューヨーク大感染の２日後、今度はニュージーランドの首都ウェリントンでパンデミックが起こった。こんな短期間での大感染は例がない。レオにはスクルドからの宣戦布告のような気がしてならない。

　スクルド捜索の中心となるのは、当然、現在で偽にせ者もののスクルドと接せつ触しよくし、未来で本物のスクルドを追っていたレオである。今までよりさらに忙しい日々になることは間ま違ちがいなかった。

「あ、そだ。いつもの挨あい拶さつしなきゃね」

　リサがウィンドウを閉じた。小首を傾かしげ、どこか確かく認にんするように訊たずねてくる。

「レオ。今日こそ、あたしを殺してくれる？」

　自分のウィンドウを閉じ、レオは押し黙だまった。

　リサは生ける屍リビング・デツドだ。

　ラビットと同じく、未来視で闇やみを体験し、１年以内に死ぬことが運命づけられている。

　彼女が特異な挨拶をしてくるのは、『いつ死ぬか分からない恐きよう怖ふ』からレオの手で解放されることを願っているからだ。だが、

「俺はリサを殺さない。本物のスクルドを見つけ、リサが２０３０年を迎むかえられる方法を見つけてみせる。だから信じてほしい」

　一いつ瞬しゆん、彼女は泣きそうな顔をした。なけなしの希望を絶たれたような顔だった。

「……いつか、そう言うだろうと思ってた」

　ふいにすっとメガネを外し、リサがテーブルに身を乗り出した。そして、

「……ン」

　キスされた。熱い舌が入ってきて口こう腔こうを柔やわらかく蹂じゆう躙りんされる。レオは驚おどろいて動けない。

　やがて唇くちびるを離はなすと、リサは潤うるんだ目で笑えみを浮うかべた。

「忘れないでね。この先、もしもレオが殺さつ人じん鬼きになったとしても、あたしだけは……笑って抱き締めてあげるから」

　レオはまだ硬こう直ちよくしている。くすっと微笑ほほえみ、リサは教室を出ていこうとする。その頃になってようやく体が動いた。だが何を言うべきか思いつかず、

「俺、今、ファーストキスだったんだけど、リサは……？」

　結構どうしようもないことを訊きいてしまった。しかし彼女はくるりと振り返ると、

「あはっ、実はあたしも♪」

　赤い顔でちょっと照れくさそうにはにかんだ。







　その後、中央庭園でティアと合流した。報告書にサインをしてもらうためだ。

「えっと、これでいいですか？」

　電子署名をし、ティアがデータを送ってきた。ウィンドウで確認し、頷く。

「うん、問題ない。これでニューヨークの事件はとりあえず終しゆう了りようだよ」

「は～、お疲つかれ様でした」

　ベンチで大きく伸のびをするティア。若じやつ干かんぎこちない仕草だった。

　レオもそれ以上話題が思いつかず、無意味な咳せき払ばらいをする。

　帰国してからこっち、関係各所への報告で忙しく、落ち着いて話す暇ひまがなかった。

　もちろん話すべきことは色々ある。二人は３年前に出で逢あっていたのだから。

　だがどうにも上手く切り出せない。原因はレオにあった。

　今回の事件の最後、勢いでティアを抱き締めてしまった。

　それを思い返す度たび、ひどく落ち着かない気持ちになる。リサからの手て解ほどきにはない感覚だった。

　ティアも色々思うところがあるようで、ずっとそわそわし、こっちを見たり見なかったりしている。

　この状況はどうするべきだろう……。

　途方に暮れていると、ふと街路樹のわきを知った顔が通った。ただし名前は知らない。

　未み来らい視しフェスタの時の、セミロングの女子生徒だ。

　レオの脳のう裏りに彼女が叫さけんでいた言葉が蘇よみがえる。

　──未来が追いかけてくる。どこまで逃げても追いかけてくる……っ。

　無意識に胸の傷をなぞった。少年のダガーでついた傷である。

　未来視のなかで、殺さつ戮りくを行っているレオには、胸に傷があった。

　左胸から右わき腹にかけて一直線の傷だ。

　今回、少年のダガーでつけられた傷は、奇くしくも未来視の傷と完全に一いつ致ちしていた。

　あの時、レオは少年のダガーを食くらってやりたいと思ってしまった。誰だれに強制されたわけでもなく、本心でそう思った。

　白髪のスクルドが言っていた『道筋は確定している』というのは、こういうことなのだろう。抗あらがいがたい力で未来が押し寄せてくるのではない。いつの間にか、自ら望んで未来視を実現してしまうのだ。

　もしかすると覆くつがえせるようなものではないのかもしれない。

　そこに思いを馳はせると、レオはベンチから立ち上がった。

「ごめん、ティア。学園長に呼ばれてるのを思い出した。俺はこれで……」

　そうして歩きだそうとしたところで、ふと足が止まった。

　セミロングのすぐ後ろ、街路樹の陰かげから優やさ男おとこが姿を現したからだ。

　二人は手を繫つないでいた。

　どこかぎこちなさもあったが、それでもお互たがいにしっかりと手を握にぎり合っていた。

「彼女さんと彼氏さん、仲直りしたんですね」

「ああ、そうらしい……」

　正直、意外だった。未来に不安がないはずがない。

　それでも彼女たちは再び手を取り合った。信じて進もうとする者たちは確かにいるのだ。

　レオはきゅっと拳こぶしを握り締しめた。

「……俺も逃にげ出すわけにはいかないかな。──あのさ、ティア」

「レオ先せん輩ぱいとリサ先輩ってどういう関係なんですかっ」

　向き合おうとした矢先、ティアが勢い込んで訊ねてきた。

　セミロングと優男を見て勇気づけられたかのように、きゅっと両手を握り締めている。

　だが、それは……レオにとって今最もデリケートな質問だった。

「……友人さ。リサは大切な友人であるぞ」

　途と端たん、ティアがジト目になった。

「噓うそです。わたし、先輩が噓言ってる時、なんとなく分かります。あと語ご尾びが変」

　こちらを見上げ、ずずいっと詰つめ寄ってくる。

「リサ先輩がいるのに、わたしを抱だき締めたりしたんですか？　だったら訴そ訟しようです！　告訴で、ギルティで、賠ばい償しよう請せい求きゆうです！　あとついでに空港での尋じん問もんっ。３年前に助けてもらってなかったら、あれ絶対赦ゆるしてませんからね!?　場合によっては、そっちも追加訴訟します！」

　レオはダラダラと冷ひや汗あせを流す。珍めずらしくティアに押されていた。

　この事態を覆す方法は一つしかない。颯さつ爽そうと手を伸ばし、ティアの髪かみを撫なでまわす。

「はわわわわわっ!?」

　よほどこれに弱いのか、撫でまわされると、ティアはへろへろと座り込んだ。

「うぅ、わしゃわしゃしないでって言ってるのにぃ……」

「……ふう、危ないところだった」

　だがやはりこの手段は有効だ。レオは確かな手て応ごたえを感じていた。

　一方、ティアはへたり込んだまま、ぐぬぬと悔くやしそうな顔をしている。

「絶対いつか仕返ししてやります……っ」

「フフン、やれるものならやってみな」

　ティアの口くち真ま似ねをしつつ、レオはおどけて勝ち誇ほこる。

　結局、この日もまともな話はできなかった。

　まだしばらくはこうして素す直なおになれない関係が続きそうである──。




　　　　◇




　そして、舞ぶ台たいはアメリカに戻もどる。

　ワシントンＤ．Ｃ．に向かうハイウェイを今、一台の護送車が走っていた。周囲には十数台の警察車両が並走している。

　護送車のなかにいるのは、夢デイー現・ス譜コア・症シン候ドロ群ームの鍵かぎを握る人物。

　ラビット・トゥインクルスターである。

　身柄の移送先が難航したため、まだ囚しゆう人じん服にもなっておらず、ボロボロのスーツ姿のままだった。手て錠じようを嵌はめられ、壁かべ際ぎわに座っている。

　彼の周囲には屈くつ強きような警官が三名、左右と正面についていた。

「まいったね。ＶＩＰ待たい遇ぐうだ。謙けん虚きよなオレは恐きよう縮しゆくしちまう」

「黙ってろ。無む駄だ口ぐちを叩たたくな」

　正面の警官が苛いら立だたしそうに眉まゆを上げた。だがラビットは大げさに肩かたを竦すくめてみせる。

「黙ってろだって？　冗じよう談だんだろ？　オレが黙って困るのはあんたたちだ。未来視に関するアレコレを知りたいんだろ？　だったら黙らすより喋しやべらせる方が賢かしこいってもんだ」

　警官たちは互いに目配せをする。確かに上層部は喉のどから手が出るほど情報を欲しがっている。今、ここでラビットの口を割らせることができれば、それは彼らの手て柄がらだ。

「話せ。ただし、有益な話に限る」

「いいね。話せるじゃないか。だったらちょっとオレの右ポケットからキャンディを出してくれないか。大好物なんだ。舐なめれば舐めるほど、オレの口は軽くなるぜ？」

　正面の警官が視線で頷うなずき、右側の警官がラビットのポケットに手を突つっ込んだ。

　出てきたのは、手のひら大の巨きよ大だいなキャンディ。

　よくこんなモンが入ってたなという顔で、警官はキャンディを渡わたしてやる。

　ラビットは手錠付きの両手で受け取り、ぺろぺろと舐め始めた。

「そう、これこれ！　この味だ！　お礼に良いことを教えちゃおう。オレ、実は本物のスクルドと知り合いなんだよ」

　警官たちは「……!?」と目を見開いた。一方、ラビットは軽い口調で続ける。

「レオに敬意を表したくて驚いたふりをしたんだが、あの白しら髪が女が偽者だなんてことは最初から知ってたんだ。あの白髪女はデイジーって本名でね。スクルド・Ｄ・ナイトってのは『スクルドの騎き士し』のデイジーって意味さ。要は本物のスクルドの使いっぱしりだな。ちなみに小しよう惑わく星せいの託たく宣せんがどうのと言ってたが、ありゃただの妄もう想そうだ。真に受けて重じゆう力りよく波はなんて調べてたら馬ば鹿かを見るぜ？　あの白髪女はただのイカれたポテトヘッドさ。本物のスクルドはもっと良い女だ」

　三人の警官が啞あ然ぜんとしているのを見て、ラビットは肩を竦めた。

「それから空港で小型のパンデミックを起こしたのは誰だったと思う？　あれは白髪女じゃなくてオレさ。オレの手持ちじゃ、あの程度のパンデミックが限界でね。だから白髪女の分を奪うばおうとしてたってワケだ」

　正面の警官の顔色が変わった。

「おい、待て。パンデミックを起こす黄金のエレメントはジオウィングが破は壊かいしたんじゃないのか……？　お前の手持ちとはどういう意味だ!?」

　ヒュー、とラビットが口笛を吹ふいた。

「鋭するどいね、お巡まわりさん。じゃあ、ヒントだ。オレがベインを始末したのはもう用済みだったから。サービスでさらにヒント。ベインには黄金のエレメントの量産をさせてたんだ」

　そしてラビットは意味ありげにペロリと舐める。手のひら大のキャンディを。

「レオはアジトでこのキャンディを受け取らなかった。それはヒーローとしてとてもとても正しい選せん択たくだったが、皮肉な話さ、あの時このキャンディを受け取っていれば、未来視の原理は解き明かされて、すべての決着がついていたんだ。オレはそれでもいいと思ってた。本当だぜ？」

　突とつ然ぜん、キャンディが光を放ちだした。うす暗い護送車のなか、警官たちは突然の光に目をやられた。正面の警官が焦あせりを滲にじませて叫ぶ。

「お前は……一体何がしたいんだ!?」

　すると、ラビットは光のなかで苦く笑しようした。

「痛いところを突かれたな。オレは……負けてもいいと思ってたんだ。清く正しいヒーローのレオに負けたいと思ってたんだ。でも同時に……無理だろうなとも思ってた。心のどこかで予防線を張ってたんだ。レオはきっと殺さつ人じん鬼きに堕おちちまうだろうってな。なのにあいつは立ち上がってきた。笑ってくれよ。そんなあいつの姿を見てたら、胸が熱くなっちまってさ……悪党の分際で、今、オレはこう思ってる」

　ラビットは言う。勇気を奮い立たせる少年のような目で。

「ヒーローに勝ちたい」

　キャンディが形を変えた。

　それは黄金に輝かがやく星の形。ここに、トゥインクルスターは蘇る。

　オーロラのような光が護送車を満たし、小規模なパンデミックが起こった。

　警官たちは意識を失い、運転席のドライバーも昏こん倒とうし、護送車が制せい御ぎよを失う。

　数秒間、蛇だ行こうした後、壁かべに激突して護送車は停止した。

　ただ一人、意識を保っているラビットはヒューと口笛を吹く。

「愉ゆ快かいなジェットコースターだった。次はメリーゴーラウンドに乗りたいね」







　ハイウェイの監かん視しカメラはその一部始終を捉とらえていた。

　オーロラのような光が現れたかと思うと、護送車と警察車両が蛇行を始め、壁に激突。

　するとすぐさま別のトラックが横付けされ、なかからゾンビマスクを被かぶった集団が現れた。率いているのは一人だけマスクを被っていない、ロシア人の女である。

　銃じゆうで蝶ちよう番つがいが破壊され、護送車の扉とびらが開く。なかから足取りも軽く男が出てくる。

　ロシア人の女がぼろぼろのハットを差し出し、男は洗練された動きでそれを被った。

　ラビット・トゥインクルスターはこうして悠ゆう然ぜんと脱だつ走そうした。

　トラックに乗り込む寸前、ラビットは監視カメラへ目を向けた。

　音声は録音されていないが、見る者が見れば唇くちびるの動きで分かる。

　紡つむがれたのは誰かへのメッセージ。ニヤリと笑い、悪党は告げた。

『さあ、パーティーはこれからだぜ、親友？』


〈終わり〉









　あとがき







　こんにちは、またはこんばんは、もしくはおはようございます。永なが菜な葉よう一いちです。

　このお話は現代を舞ぶ台たいとしまして、『未来視が感かん染せんしていく』という異能パンデミック物です。

　ひとたび感染すると、強制的に自分の未来が視みえてしまい、この症しよう状じようが周囲にもガンガン広がっていきます。それにより「やった、宝くじが当たってた！」「会社が潰つぶれていました……」「私、君に殺されてたんだけど？」みたいな悲喜交こも々ごもが溢あふれて世界は大混乱。

　主人公たちは未来視事件の捜そう査さ官をしており、それぞれの異能を駆く使しして、未来視をばら撒まいている元げん凶きよう──感染源の謎なぞを追う、というようなお話です。

　そんななか作者があらん限りの情熱を込めたのは尋じん問もんシーンでして。

　海外ドラマなどで、捜査官が一いつ般ぱん人にも問答無用で銃じゆうを突つきつけるという、マッチョな尋問シーンに「これだ！」と思い、無む駄だに頑がん張ばりました。

　具体的には主人公が尋問でヒロインを追い回し、素すっ裸ぱだかにして自じ慢まんの長ちよう剣けん（意味深）をとんでもないところに突き入れようとしたりしなかったり。

　さあ、ちょっとでも気になったあなたはレジへＧＯですよ！（ダイレクトな宣伝）




　この本が出るにあたり、たくさんの方にお力ちから添ぞえをいただきました。

　まずは本作からタッグを組ませていただく、新担当様。記念すべき担当一作目がこの本とのことで、光栄かつ恐きよう縮しゆくの嵐あらしです。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　イラストのまごまご様。美しいイラストの数々、ありがとうございました。実はラフの段階からかなりインスピレーションをいただいておりまして、リサ辺りはイラストから性格の方向性が決まりました。

　また営業様、校正様、書店の皆みな様さま、関かかわって下さったすべての方に御お礼れい申し上げます。

　そしてもちろん一番の感謝の気持ちは、今このページをお読みのあなた様へ。

　本作をお手に取っていただき、本当にありがとうございます。

　この１巻は野や郎ろう共がちょっと好き放題に暴れまわったので、もし上手うまいこと２巻が出たら、次はヒロインたちにももっとスポットを当てられればと思います。

　それではまたお会いできることを祈いのりまして。


永菜葉一


















カバー・口絵・本文イラスト／まごまご

デザイン／草野剛










インスタント・ビジョン




３分ふん間かんの未み来らい視し宣せん告こく








永なが菜な葉よう一いち
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